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この取扱説明書は，お客様のお車をいつも安全・快適に運転していた

だくための正しい取り扱いについて説明しています。

また，お車のお手入れや万一のときの処置についても記載してありま

すので，ご使用前に必ずお読みください。

「MINICAB-MiEVを正しく理解していただくために」および「安全なド

ライブのために」は重要ですので，しっかりお読みください。

● 運転者や他の人が傷害を受けるおそれがあることと，その回避方法をつぎの表示で

記載しています。重要な事項ですので必ず読んでお守りください。

● お車に関することやその他のアドバイスは，つぎの表示で記載しています。

● 取扱説明書は車の中に保管してください。

● 保証および点検，整備内容については，別冊のメンテナンスノートをご覧ください。

● 三菱マルチエンターテイメントシステムの取り扱い要領については別冊の取扱説

明書をご覧ください。

● お車をゆずられるときは，取扱説明書およびメンテナンスノートをお車につけてお

いてください。

•装備仕様の変更などにより，本書の内容がお客様のお車と合わないことがあります

ので，あらかじめご了承ください。

•ご不明な点は，担当営業スタッフにお問い合わせください。

このたびは  MINICAB-MiEV をお買い上げいただき，
ありがとうございます。

安全に関する表示

記載事項を守らないと，死亡や重大な傷害につながるおそれがあるこ
と。

記載事項を守らないと，傷害や事故につながるおそれがあること。

安全のためにしてはならない行為。（イラスト内に表示されています）

その他の表示

お車のために守っていただきたいこと。
知っておくと便利なこと。

グレードにより異なる装備やオプション装備に表示していま
す。
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● 走行に必要なエネルギーは電気のみ

で，燃料の補給を必要としません。

● 駆動用バッテリーやパワーユニット

（モーターなど）を全て車室外に搭載

することで，エンジン車と同等の室内

空間を確保しました。

● 高性能モーターの採用により，走行中

の騒音・振動を大幅に抑えるとともに

力強く加速します。

● 回生ブレーキを採用し，アクセルオフ

時に自動的に駆動用バッテリーを充

電します。

● AC 100VまたはAC 200VのEV充電用

コンセントから充電することができ

ます。

● CHAdeMO（チャデモ）規格に準拠し

た急速充電器による充電が可能です

（タイプ別装備）。

CHAdeMOとは，日本の電気自動車用

急速充電規格です。

● エンジン車のエンジンブレーキに相

当します。走行中アクセルペダルから

足を離したときに，モーターを発電機

として使用して運動エネルギーを電

気エネルギーに変換します。

この変換時にブレーキ力が発生し，変

換された電気エネルギーは駆動用

バッテリーに充電されます。

● ブレーキペダルを踏み込んだとき，回

生ブレーキの効きが強くなります。ま

た，セ レ ク タ ー レ バ ー の 位 置 が

→ → の順に回生ブレーキ

の効きが強くなります。

走行状況に合わせて，セレクターレ

バーを または に入れてくださ

い。

● パワーユニットに異常があるとき，ま

たはABSやTCLが作動しているとき，

回生ブレーキの働きは制限されます。

このとき，フットブレーキは働きま

す。

主な特長 回生ブレーキとは ...
2 - 2
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モーター（パワーユニット）およびエア

コンを作動させるバッテリーです。

この車両には駆動用バッテリーの他に照

明，ワイパーなどを作動させる補機用

バッテリーも搭載しています。

● この車両には，密閉式のリチウムイオ

ン高電圧電池が搭載されています。リ

チウムイオン電池は，不適切な方法で

処分すると，重度のやけどや感電によ

り重大な傷害または死亡につながる

おそれがあるだけでなく，環境汚染に

つながります。

● リチウムイオン電池には，つぎの特性

があります。よくお読みいただき，つ

ぎの点に注意して取り扱いください。

● 一般的なリチウムイオン電池と同様

に時間の経過や使用状況に伴い，バッ

テリー容量が低下し，これに伴い航続

可能距離が短くなります。

バッテリー容量の低下は，バッテリー

が元々持つ特性であり，故障などでは

ありません。また，バッテリー容量低

下の割合は，車両の使用および保管の

状況，充電のしかたなどによって変化

するため，残存バッテリー容量は，5

年経過時で新車時の 80％目安（10 年

で 70％目安）と予測しておりますが，

これを保証するものではありません。

特に，急な加減速の繰り返し，頻繁な

急速充電の実施，酷暑地での使用，高

温での車両保管などの場合は低下の

割合が大きくなります。

● 外気温により性能が変化することが

あります。特に低温時は常温時に比べ

て，航続可能距離が短くなり，充電時

間が長くなります。

● 使用しなくても徐々に放電しバッテ

リー残量が減っていきます。

● 充電前にバッテリ－残量を使い切る

必要はありません。

駆動用バッテリーについて

駆動用バッテリーとは ...

特性
2 - 3
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● 駆動用バッテリー残量計の目盛が0に

なった状態でお車を保管しないでく

ださい。

目盛が0の状態でお車を保管すると電

池がダメージを受け，容量低下の状態

によっては，駆動用バッテリーの交換

が必要になる場合があります。

● 長期間お車を使用されない場合は，駆

動用バッテリー残量計の目盛が0の状

態になるのを避けるため，3ヶ月ごと

には，満充電するようにしてくださ

い。

● 駆動用バッテリーの回収を行ってい

ますので，廃車するときは必ず三菱自

動車販売会社にご相談ください。

J02001500057

● エアコン（冷房または暖房）は駆動用

バッテリーの電力を消費するため，過

度に使用すると航続可能距離がいち

じるしく短くなります。

冷やしすぎや暖めすぎにならないよ

うに，風量をこまめに絞り，さらに設

定温度を控えめに調整してください。

● 充電量が同じでも走行状況によって

航続可能距離は変化します。高速走行

や山道の登坂は，通常よりも駆動用

バッテリーの電力を消費するため，航

続可能距離が短くなります。

● 道路状況に合わせてセレクターレ

バーを または に入れ，回生ブ

レーキを上手に使用して，駆動用バッ

テリーを充電すれば航続距離を延ば

すことができます。

取り扱いの注意点 航続可能距離について
2 - 4
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● 車速が約25km/h以下のとき，通報音で

歩行者などに車両の接近などを知ら

せる装置です。

→「車両接近通報装置」P. 9-14

● 車両接近通報装置が鳴っていても，歩

行者には特に注意してください。歩行

者は車両の接近や発進に気付かずに，

事故が発生して重大な傷害または死

亡につながるおそれがあります。

J02000800053

事故などにより車体に衝撃を受けたとき

に，パワーユニットの作動を停止する場

合があります。

この場合，パワーユニットを再起動でき

なくなりますので三菱自動車販売会社へ

ご連絡ください。

緊急処置が必要となるような事故が発生

した場合は，エンジン車と同様の処置を

してください。また，重大な傷害または

死亡につながるおそれのある重度のやけ

どや感電を防止するため，つぎのことに

注意してください。

車両接近通報装置について 万一，事故が起きたときは

警告
● 後発事故を防ぐため，走行可能な場合

は，車両を現場付近の路肩など安全な
場所に移動してください。
また，可能な場合はつぎの処置を行い，
緊急隊員が到着するまで交通のじゃま
にならない場所で待機してください。
•輪止めをする。

•セレクターレバーを にする。

•駐車ブレーキをかける。

•窓，ドアおよびテールゲート（バン）

を開ける。
•パワースイッチをLOCK にする。

•非常点滅灯を点滅させるか，停止表示

板などで故障表示をする。
•キーレスエントリー付き車は，意図し

ないスイッチ操作によるシステム起
動や事故などの影響による予期しな
いシステム起動の可能性を低減させ
るため，キーレスエントリーキーを車
両から離れた場所（車外）に保管する。

● インバーターや駆動用バッテリーなど

の高電圧の配線ならびにそのコネク
ター，他の高電圧部位に触れないでく
ださい。車両の内部または外部から露
出した電線が見える場合は，感電する
おそれがあります。高電圧部位につい
ては，「主な高電圧部位」を参照してく
ださい。→P. 3-3
2 - 5
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● 駆動用バッテリー液の漏れ，車体や駆

動用バッテリーの損傷は火災の原因と
なります。漏れや損傷などが見つかっ
たときは，そのまま使用せず消防に通
報してください。
車内または車外に液体の漏れが見つ
かったときは，火気を近づけないでく
ださい。また，絶対に触れないでくだ
さい。
駆動用バッテリー液が皮膚についた
り，目に入るとやけどや失明の原因に
なります。すぐに多量の水で洗い，速
やかに専門医の治療を受けてくださ
い。

● ブレーキ液の漏れがあると，思わぬ事

故につながるおそれがあります。
漏れが見つかったときは，そのまま使
用せず三菱自動車販売会社へご連絡く
ださい。

● 車両が損傷し，車両が安全であること

を確認できない場合は，車両に触れな
いでください。車両から離れ，三菱自
動車販売会社に連絡し，事故車が電気
自動車あることを伝えてください。

● リチウムイオン電池の消火には多量の

水が継続的に必要となります。万一，車
両火災が発生したときは，自分で消火
しようとせず，できるだけ早く車両か
ら離れて，消防に通報してください。
不適切な消火器の使用，小量の水での
消火は重大な傷害または感電死につな
がるおそれがあります。

● 避難する際，有毒ガスや可燃性ガスが

室内にこもらないよう，また乗員救助
や消火作業を容易にするため，可能で
あれば窓やドア，テールゲート（バン）
を開けてください。

● 他の車両火災の場合と同様に，車両か

ら出る煙，蒸気，ガスは有毒である可
能性があるため，吸わないでください。
風上の高い場所に移動し，消防が来る
まで交通のじゃまにならない場所で待
機してください。

● 高電圧バッテリー付近から液体の漏

れ，火花，煙，火炎，ゴボゴボ音，シュー
シュー音，またはパーンという音がす
る場合はバッテリー火災のおそれがあ
ります。すぐに消防に通報してくださ
い。

警告
● 車両または高電圧バッテリーが損傷し

ている場合は，有毒ガスや可燃性ガス
が発生して発火するおそれがありま
す。事故後しばらく時間が経過してか
らガスが発生することもあるため，注
意してください。

● 車体が大きく破損・変形しているとき

にけん引される場合は，必ず4輪とも持

ち上げて搬送してください。後輪が接
地した状態でけん引すると，モーター
が発電して火災の原因となります。
→「けん引」P. 15-27

● 損傷している電気自動車を自分で修理

しようとしないでください。三菱自動
車販売会社に修理を依頼してくださ
い。

● ボデー修理や塗装の補修が必要なとき

は，駆動用バッテリーやインバーター，
配線などの高電圧部品の取り外しが必
要になるため，三菱自動車販売会社に
ご連絡ください。駆動用バッテリーが
塗装ブースで高温にさらされると，
バッテリー容量が低下します。また，駆
動用バッテリーが損傷している場合，
訓練されていない方が整備作業を行う
と危険です。

アドバイス
● つぎの場合は自動的に高電圧遮断システ

ムが作動し，高電圧システムが働かなく
なることがあります。
•強い衝撃を車両に受けたとき

• EVシステムが故障しているとき

● 高電圧遮断システムが作動していると

き，READY（走行可能）表示灯は消灯し

ています。→「表示灯・警告灯」P. 8-10
● 高電圧遮断システムが作動した場合は，

三菱自動車販売会社にご連絡ください。

警告
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J02001600061

● 外気温が低温時の走行では，暖房性能不足となる場合があります。また，暖房の使

用により航続可能距離がいちじるしく短くなります。

● 外気温が約 -15°C以下のときは，つぎのような現象となる場合がありますので，そ

れぞれの対処方法を行ってください。

● 外気温が約 -25°C以下では，駆動用バッテリーが凍結して，充電やパワーユニット

の起動ができない場合があります。車両を暖かい場所に移動してください。

極寒時の注意事項と対処方法

外気温
目安

現象 対処方法

約-15°C
以下

起動，走行に
関して

モーター出力が制限され，動力
性能が低下する場合がありま
す。
このときパワーダウン警告灯

*1が点灯する場合があります。 
＜参考：駆動用バッテリー温度
-15°Cで，バッテリー残量50％
の場合，動力性能が約30％低

下＞

● 周りの車両と同程度の速

度が出せる場合は走行を
続けてください。

● 周りの車両と同程度の速

度が出せない場合は，安
全な場所へ停止し充電す
るか，安全に十分注意し
て走行してください。

回生ブレーキ力が低下する場
合があります。

減速するときは，ブレーキペ
ダルを踏み足してください。

充電，電池に
関して

充電時間が延びる場合があり
ます。
また，満充電にならない場合が
あります。

走行後すぐなど，駆動用バッ
テリーが冷える前に充電し
てください。

約-25°C
以下

起動，走行に
関して

モーター出力が制限され，動力
性能が低下する場合がありま
す。
このときパワーダウン警告灯

*1が点灯する場合があります。 
＜参考：駆動用バッテリー温度
-25°Cで，バッテリー残量50％
の場合，動力性能が約50％低

下＞

● 周りの車両と同程度の速

度が出せる場合は走行を
続けてください。

● 周りの車両と同程度の速

度が出せない場合は，安
全な場所へ停止し充電す
るか，安全に十分注意し
て走行してください。

回生ブレーキ力が低下または
無くなる場合があります。

減速するときは，ブレーキペ
ダルを踏み足してください。

充電，電池に
関して

充電ができない場合がありま
す。

走行後すぐなど，駆動用バッ
テリーが冷える前に充電し
てください。
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約-30°C
以下

起動，走行に
関して

READY（走行可能）表示灯*2が

点灯せず，パワーユニットが起
動しない場合があります。
最悪の場合，残量計や航続距離
表示を残したまま走行不能と
なる場合があります。

日中，気温が上がるのを待つ
などして，駆動用バッテリー
周辺温度が上がってから，起
動してください。

回生ブレーキ力が低下または
無くなる場合があります。

減速するときは，ブレーキペ
ダルを踏み足してください。

充電，電池に
関して

充電ができない場合がありま
す。

日中，気温が上がるのを待つ
などして，駆動用バッテリー
周辺温度が上がってから，充
電してください。

*1：→「パワーダウン警告灯」P. 8-13　パワーダウン警告灯の点灯は，お車の故障を
示すものではありません。

*2：→「READY（走行可能）表示灯」P. 8-11

外気温
目安

現象 対処方法
2 - 8



3

お車のご使用前に知っておいていただきたいこと，守っていただきたい「警告」「注意」

をまとめて記載しています。

重要ですので，しっかりお読みください。

日常点検  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 2

出発前は  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 6

お子さまを乗せるときは. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 8

走行するときは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 11

走行中に異常に気づいたら . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 18

駐停車するときは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 19

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器などの医療用電気機器

を使用している方は  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 20

こんなことにも注意  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3- 21

安全なドライブのために
3 - 13 - 1



安全なドライブのために

3

J00200100865

● 日常点検整備と定期点検整備は，お客

様の責任において実施していただく

ことが法律で義務付けられています。

事故や故障を未然に防ぐため必ず実

施してください。

● 日常点検整備は，長距離を走行すると

きや，洗車時などにお客様自身で行う

点検整備です。

● 日常点検整備の項目および点検のし

かたについては，別冊の「メンテナン

スノート」に記載してありますので必

ずお読みください。

● サービスリマインダーが点灯したら

三菱自動車販売会社で定期点検整備

を受けてください。

次回定期点検までの残り月数と残り

距離をお知らせする機能です。

定期点検時期に近づくと，パワー ス

イッチをLOCKからONにしたときに

メーター内のスパナマークが数秒間

表示され，定期点検時期であることを

お知らせします。

→「サービスリマインダー」P. 8-6

日常点検

点検，整備を忘れずに

サービスリマインダー

スパナマーク
3 - 2
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J00204900092

● 点検 • 整備をするときは，必ず車両から充電ガンを取り外し，パワースイッチが

LOCKになっていることを確認してから行ってください。

● パワーユニットルーム内ではコンデンスタンク以外の部品に触れないでください。

コンデンスタンク以外に点検が必要な部品はありません。特に高電圧を発生する部

品および高電圧の配線（オレンジ色）ならびにそのコネクターの取り外し，分解な

どは絶対に行わないでください。また，普通充電ケーブル，普通充電ガン，プラグ，

コンセントの分解は絶対に行わないでください。感電など，命にかかわる重大な傷

害を受けるおそれがあります。

これらの部位には取り扱い上の注意を記載したラベルが貼り付けてありますので，

ラベルの指示にしたがってください。必要な整備については，三菱自動車販売会社

へ依頼してください。

● EVシステムは，最大で330Vの直流高電圧が使用されるため，システム起動中や起

動後，車両が止まったときに高温になることがあります。車両に貼り付けられてい

るラベルにしたがい，高電圧と高温に注意してください。

● 高電圧バッテリーおよび関連部品には電圧がかかっており，常にバッテリーは満充

電の状態であると考えてください。

点検・整備をするときは

サービスプラグ インバーター

車載充電器＆

DC/DCコンバー

ター

モーター

（パワーユニット）
駆動用バッテリー

：主な高電圧部位

ヒーター

エアコンプレッサー
3 - 3
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● 助手席下にあるサービスプラグには，絶対にさわらないでください。サービスプラ

グは車両を修理するときなどに，三菱自動車販売会社で駆動用バッテリーの高電圧

をしゃ断するためのものです。

取り扱いを誤ると感電など，命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。

● READY（走行可能）表示灯が点灯しているとき，および充電ランプが点灯•点滅し

ているときは，高電圧システムが作動しているため，絶対に整備作業を行わないで

ください。

● パワーユニットルーム内の部品には高温になるものがあります。

やけどの原因となりますので，各部が十分冷えてから点検してください。

これらの部品には取り扱い上の注意を記載したラベルが貼り付けてありますので，

ラベルの指示にしたがってください。 

● 補機用バッテリーを取り外すときは，パワースイッチをLOCKの位置にしてから約

2 分以上経過後に，接続されている＋端子や－端子を取り外してください。パワー

スイッチをLOCKの位置にした直後に補機用バッテリーの端子を取り外すと，電気

部品故障の原因となります。

また，パワーユニット警告灯が点灯しているときは，高電圧部位に異常が発生して

います。補機用バッテリーを外さずに，三菱自動車販売会社へご連絡ください。

サービスプラグ
3 - 4
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J00205000029

● ラジエーターやコンデンスタンク（冷

却水・温水ヒーター液）が熱いときは，

コンデンスタンクのキャップを外さ

ないでください。

蒸気や熱湯が噴き出しやけどをする

おそれがあります。

J00202100276

● つぎの場合は車が故障しているおそ

れがあります。

そのままにしておくと走行に悪影響

をおよぼしたり，思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

三菱自動車販売会社で点検を受けて

ください。

•いつもと違う音や臭いや振動がする

とき

•ブレーキ液が不足しているとき

•地面に油などの漏れたあとが残って

いるとき

ラジエーターやコンデンスタ
ンク（冷却水・温水ヒーター
液）が熱いときは

三菱自動車販売会社で点検を
受けて
3 - 5



安全なドライブのために

3

J00200201368

● 運転する前に必ずシートベルトを着

用してください。

→「シートベルト」P. 7-9

● 同乗者にもシートベルトを着用させ

てください。

● 燃料の入った容器やスプレー缶類を

車の中に持ち込まないでください。

容器が破裂したり，蒸発ガスに引火し

爆発するおそれがあります。

● 正しい運転姿勢で運転席に座り，パ

ワーユニットを起動する習慣をつけ

ましょう。

● セレクターレバーが の位置にある

ことを確認します。

思わぬ事故を避けるため，ブレーキペ

ダルを右足でしっかり踏んでパワー

ユニットを起動する習慣をつけてく

ださい。 

→「パワーユニット起動のしかた」P.
9-7

● 窓越しなど車外からパワーユニット

を起動しないでください。思わぬ事故

につながるおそれがあります。

● ブレーキペダルの下に物がころがり

込むと，ブレーキ操作ができなくなる

おそれがあります。

出発前に運転席の足元付近を点検し

てください。

出発前は

シートベルトは必ず着用

燃料の入った容器やスプレー
缶類を車の中に持ち込まない

窓越しにパワーユニットを起
動しない

運転席の足元付近を点検
3 - 6
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● フロアマットはペダルに引っかから

ないよう，車にあったものを正しく敷

いてください。

→「フロアマット」P. 10-8

正しく敷かないと，ペダル操作の妨げ

になり，重大な事故につながるおそれ

がありますので，つぎのことをお守り

ください。

•ずれないよう固定クリップで確実に

固定する。

•ペダルをおおわない。

•重ねて敷かない。

•アクセルペダルの下に敷かない。

J00203000155

● 荷物は必ず指定積載重量までにして

ください。

＜トラック＞
350kg

＜バン＞

2人乗りの場合：350kg

4人乗りの場合：200kg

● バンに荷物を積むときは，荷物はでき

るだけ低くし，シートの高さ以上に積

まないでください。

後方の確認ができなくなったり，急ブ

レーキをかけたとき，荷物が前方に飛

び出してケガをするなど，思わぬ事故

につながるおそれがあります。

また，コーナリングのとき，車の揺れ

が大きくなり，思わぬ事故につながる

おそれがあります。

● 重い荷物はできるだけ前の方に積ん

でください。

後ろの方が重くなるとハンドルが不

安定になります。

● 荷物は荷くずれしないようにしっか

りと固定してください。

● トラックにロープをかけるときは，

ロープフックに確実にかけてくださ

い。

ロープフック以外の場所にロープを

かけると，変形によってゆがみが生

じ，荷物が落下するおそれがありま

す。

● トラックのトリイの上に長い荷物を

立てかけるときは，必ずストッパーの

間に立てかけ，ロープをロープフック

に確実にかけて固定してください。

荷物を積むときは

ストッパー

ロープ

フック
3 - 7
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J00200301503

● 助手席ではお子さまの動作が気にな

り運転の妨げになるだけでなく，お子

さまが運転装置にふれて，重大な事故

につながるおそれがあります。

● トラックにお子さまを乗せることは

おすすめしません。

● やむを得ず助手席にお子さまを乗せ

るときでも，つぎのことをお守りくだ

さい。

•必ずシートベルトを着用する

•シートに深く腰かけて，背もたれに

背中がついた正しい姿勢で座らせる

● お子さまがシートベルトやチャイル

ドシートを使用せずにインストルメ

ントパネルの前に立っていたり，助手

席に正しい姿勢で座っていなかった

りすると，助手席SRSエアバッグ付き

車はSRSエアバッグが膨らむ際，SRS

エアバッグにより，命にかかわる重大

な傷害を受けるおそれがあります。

● ひざの上にお子さまを抱かないでく

ださい。

急ブレーキをかけたときや衝突した

ときなど，腕だけでは十分に支えるこ

とができず，お子さまが重大な傷害を

受けるおそれがあります。

● 後席でも必ずシートベルトを着用し

てください。

お子さまを乗せるときは

お子さまは後席のある車に乗
せる

お子さまにもシートベルトを
必ず着用させる
3 - 8
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● シートベルトを着けたとき，肩部のベ

ルトが首，あご，顔などに当たる場合

や，腰部ベルトが腰骨にかからないよ

うな小さなお子さまには，体格に合っ

たチャイルドシートを使用してくだ

さい。

→「チャイルドシート」P. 7-14

通常のシートベルトでは，衝突のとき

強い圧迫を受け，シートベルトにより

重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

● 6 才未満のお子さまは，チャイルド

シートの使用が法律で義務付けられ

ています。

● 助手席SRSエアバッグ付き車は，助手

席に乳児用シート（ベビーシート）な

ど後ろ向き装着のチャイルドシート

は絶対に取り付けないでください。

助手席SRSエアバッグが膨らむとき，

強い力が後ろ向きチャイルドシート

の上部にかかり，背もたれに押しつけ

られて，命にかかわる重大な傷害を受

けるおそれがあります。

● 手や顔などをはさまないよう注意し

て操作してください。

● 窓から手や顔を出していると，車外の

物などに当たったり，急ブレーキをか

けたとき，重大な傷害を受けるおそれ

があります。

● お子さまをシートベルトで遊ばせな

いでください。

ベルトを身体に巻き付けたりして遊

んでいると，窒息などの重大な傷害を

受けるおそれがあります。

万一，シートベルトが外せなくなった

ときは，はさみなどでベルトを切断し

てください。

お子さまにはチャイルドシー
トを使用する

助手席

ドア，ウインドウ，シートの
操作は大人が行う

窓から手や顔を出させない

お子さまをシートベルトで遊
ばせない
3 - 9
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● お子さまだけを車内に残さないでく

ださい。

炎天下での車内は高温となり，熱中症

になるおそれがあります。

● キーを差したままにしておくと，お子

さまのいたずらにより，電装品の誤っ

た操作，車の発進，火災など，重大な

事故につながるおそれがあります。

● 荷室は人が乗る構造になっておりま

せん。

お子さまを乗せたり，遊ばせたりしな

いでください。

万一の場合，重大な事故につながるお

それがあります。

車から離れるときはキーを抜
いてお子さまも一緒に

お子さまを荷室で遊ばせない
（バン）
3 - 10
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J00200400653

● 左足でのブレーキ操作は，緊急時の反

応が遅れるなど適切な操作ができず，

重大な事故につながるおそれがあり

ます。

● アクセルペダルとブレーキペダルの

踏み間違いを防ぐため，各ペダルの位

置を右足で確認してください。

アクセルペダルをブレーキペダルと

間違えて踏んだり，両方のペダルを同

時に踏んでしまうと。車が急発進し，

重大な事故につながるおそれがあり

ます。

● セレクターレバーが の位置にある

ことを確認してください。

走行するときは

ブレーキペダルは右足で パワーユニットを起動する前
に

3 - 11
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● ブレーキペダルを右足で踏んだまま

パワーユニットを起動します。

→「パワーユニット起動のしかた」

P. 9-7

● READY（走行可能）表示灯が点灯し

た後，セレクターレバーを操作してく

ださい。

● ブレーキペダルを右足で踏んだまま

セレクターレバーを操作します。

● アクセルペダルを踏み込みながらセ

レクターレバーを操作しないでくだ

さい。

急発進し，重大な事故につながるおそ

れがあります。

また，車両の故障の原因になります。

● に入れるとブザーが鳴ります。

ブザーは車の外には聞こえませんの

で注意してください。

● 発進するときは，ブレーキペダルから

徐々に足を離し，アクセルペダルを

ゆっくり踏み込んでください。

● エンジン音がしないため，周囲の状況

に十分注意して安全運転に心がけて

ください。

● 駐車後や信号待ちなどで停車したあ

とは，子どもや障害物など，車のまわ

りの安全を十分確認してから発進し

てください。

● 車をバックさせるときは目で後方を

確認してください。

バックミラーでは確認できない死角

があります。

パワーユニットを起動すると
きは

発進するときは

ブレーキペダル
3 - 12
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● 走行中，同乗者はシートを倒して寝こ

ろばないでください。

シートを倒して寝ころんでいると，急

ブレーキをかけたときや衝突したと

きなど，身体がシートベルトの下にも

ぐり込み，シートベルトにより重大な

傷害を受けるおそれがあります。

● 走行中はパワースイッチを ACC にし

ないでください。

走行中にパワースイッチを ACC にす

ると，パワーユニットが停止し，ブ

レーキの効きが悪くなったり，ハンド

ルが非常に重くなることがあるため，

思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

● 走行中は，セレクターレバーを に入

れないでください。

誤って ， に入れてしまったり，回

生ブレーキがまったく効かなくなり，

思わぬ事故の原因になります。

また，車両の故障の原因になります。

● 急ブレーキや急ハンドルは車両のコ

ントロールができなくなり，思わぬ事

故につながるおそれがあります。

スピードを控えめにし，ハンドルやブ

レーキ操作を慎重に行い安全運転に

心がけてください。

同乗者はシートを倒して寝こ
ろばない

走行中は

急発進，急加速，急ブレーキ，
急ハンドルは避けて
3 - 13
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3

J00202200600

● 雨天時やぬれた道路ではスピードを

控えめにし，ハンドルやブレーキ操作

を慎重に行い安全運転に心がけてく

ださい。

特に雨の降りはじめは路面が滑りや

すいため注意してください。

● 水たまり走行後や洗車後，ブレーキに

水がかかると一時的にブレーキの効

きが悪くなることがあります。

ブレーキの効きが悪いときは，前後の

車や道路状況に十分注意して低速で

走行しながらブレーキの効きが回復

するまで数回ブレーキペダルを軽く

踏み，ブレーキを乾かしてください。

● わだちなど水のたまっている場所を

高速で走行すると，ハイドロプレーニ

ング現象を起こしやすくなります。

● タイヤがすり減っていたり，空気圧が

適正でないと，スリップしたり，ハイ

ドロプレーニング現象を起こしやす

くなります。

● 水のたまっている道路を高速で走行

するとき，あるスピード以上になると

タイヤが路面の水を排除できず，水上

を滑走する状態になり，車のコント

ロールが効かなくなる現象。

J00204800017

● 冠水した道路を走行すると，パワーユ

ニットが停止するだけでなく，漏電や

ショートなど故障の原因になります。

やむをえず冠水した道路を走行し，水

に浸ってしまったときは，必ず三菱自

動車販売会社で点検を受けてくださ

い。

雨天時や水たまりを走行する
ときは

ハイドロプレーニング現象とは…

冠水した道路を走行しない
3 - 14
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J00203600050

● ぬれた道路や凍結した道路での急激

な回生ブレーキは避けてください。

スリップして重大な事故につながる

おそれがあります。

● 長い下り坂でフットブレーキのみを

多く使用すると，ベーパロックや

フェード現象を起こし，ブレーキの効

きが悪くなることがあります。

坂の勾配に応じて必ず回生ブレーキ

を併用してください。

● 駆動用バッテリーの充電量が満充電

に近いときまたは駆動用バッテリー

の温度が低いときは回生ブレーキの

効きが弱くなることがあります。この

ようなときはスピードを控えて走行

してください。

● エンジン車のエンジンブレーキに相

当します。走行中アクセルペダルから

足を離したときに，モーターを発電機

として使用して運動エネルギーを電

気エネルギーに変換します。

この変換時にブレーキ力が発生し，変

換された電気エネルギーは駆動用

バッテリーに充電されます。

● ブレーキペダルを踏み込んだとき，回

生ブレーキの効きが強くなります。ま

た，セ レ ク タ ー レ バ ー の 位 置 が

→ → の順に回生ブレーキ

の効きが強くなります。

走行状況に合わせて，セレクターレ

バーを または に入れてくださ

い。

● パワーユニットに異常があるとき，ま

たはABSやTCLが作動しているとき，

回生ブレーキの働きは制限されます。

このとき，フットブレーキは働きま

す。

● ブレーキ液がブレーキの摩擦熱によ

り過熱されて沸騰することにより気

泡が発生し，ブレーキペダルを踏んで

も気泡を圧縮するだけでブレーキが

効かなくなる現象。

● ブレーキパッドまたは，ブレーキライ

ニングの摩擦面が過熱されることに

より摩擦力が低下し，ブレーキの効き

が悪くなる現象。

下り坂では回生ブレーキを併
用

回生ブレーキとは…

ベーパロックとは…

フェード現象とは…
3 - 15
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J00202400019

● ブレーキペダルに常に足をのせ，フッ

トレストがわりにすることは避けて

ください。

ブレーキ部品が早く摩耗したり，ブ

レーキが過熱して，効きが悪くなるお

それがあります。

J00202600271

● スタックしたときは，タイヤを高速で

回転させないでください。

タイヤがバースト（破裂）したり，異

常過熱により，思わぬ事故につながる

おそれがあります。

→「タイヤがスリップして発進できな

い」P. 15-7

J00202700171

● 寒冷時や雪道走行ではブレーキ装置

に付着した雪や水が凍結し，ブレーキ

の効きが悪くなることがあります。

ブレーキの効きが悪いときは，前後の

車や道路状況に十分注意して低速で

走行しながらブレーキの効きが回復

するまで数回ブレーキペダルを軽く

踏み，ブレーキを乾かしてください。

J00203300086

● 段差などを通過するときは，できるだ

けゆっくり走行してください。

段差や凹凸のある路面を通過すると

きの衝撃によりタイヤおよびホイー

ルを損傷するおそれがあります。

またつぎのような場合，車体，バン

パーなどを損傷するおそれがありま

すので十分注意してください。

•駐車場の出入口

•路肩や車止めのある場所

•勾配の急な場所

•わだちのある道路

J00202900030

● 荷台に人を乗せたまま走行しないで

ください。

万一の場合，重大な事故につながるお

それがあります。

ブレーキペダルをフットレス
トがわりにしない

スタック（立ち往生）したと
きは

寒冷時にブレーキの効きが悪
くなったときは

段差などを通過するときは

トラックの荷台に人を乗せた
まま走行しない
3 - 16
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J00203700019

● 停車中は，むやみにアクセルペダルを

踏み込まないでください。

万一，セレクターレバーが ， 以外

に入っていた場合，思わぬ急発進の原

因になります。

J00203800036

● 駐車するときは，ブレーキペダルを踏

んだまま駐車ブレーキを確実にかけ，

セレクターレバーを に入れます。

● 車が完全に止まらないうちに に入

れると，急停止してけがをするおそれ

があります。

また，車両の故障の原因になります。

● 車から離れるときは，必ずパワース

イッチをLOCKまで回し，READY（走

行可能）表示灯が消灯したことを確認

してください。

READY（走行可能）表示灯が点灯した

ままにしておくと，万一，セレクター

レバーが  ， 以外に入っていた場

合，クリープ現象で車がひとりでに動

き出したり，乗り込むときに誤ってア

クセルペダルを踏み，急発進するおそ

れがあります。

J00203900011

● 車を少し移動させるときでも，正しい

運転姿勢をとり，ブレーキペダルとア

クセルペダルが確実に踏めるように

してください。

● 少しだけ後退したときなどは，セレク

ターレバーが に入っていることを

忘れてしまうことがあります。

後退した後は，すぐに から または

に戻す習慣をつけましょう。

● 車を後退させるときは，身体を後ろに

ひねった姿勢になり，ペダルの操作が

しにくくなります。

ブレーキペダルが確実に踏めるよう

に注意してください。

● 切り返しなどで から ， から

と何度もレバーを操作するときは，

そのつどブレーキペダルをしっかり

と踏み，車を完全に止めてから行って

ください。

車が動いているうちに や に入れ

ると，車両の故障の原因になります。

停車中は

駐車するときは

その他に気をつけること
3 - 17
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J00200500999

● 走行中に READY（走行可能）表示灯

が消灯したときは，運転操作に変化が

おきますので，つぎの点に注意して車

を安全な場所に止めてください。

•ブレーキ倍力装置が働かなくなるこ

とがあり，その場合，ブレーキの効

きが非常に悪くなりますので，通常

よりブレーキペダルを強く踏み続け

てください。

ブレーキペダルから足を離し，再び

踏み直すと，ブレーキの効きがさら

に悪くなります。

•万一，スピードが落ちないときは，駐

車ブレーキを慎重にかけてくださ

い。このときも，ブレーキペダルは

強く踏み続けてください。

•パワーステアリング装置が働かなく

なることがあり，その場合，ハンド

ルが 非常に重くなります。

● 走行中にタイヤがパンクまたはバー

ストすると，車両のコントロールがで

きなくなるおそれがあります。

ハンドルをしっかり持ち，徐々にブ

レーキをかけてスピードを落として

ください。

● つぎのようなときは，パンクやバース

トが考えられます。

•ハンドルがとられるとき

•異常な振動があるとき

•車両が異常に傾いたとき

● 警告灯が点灯または点滅したときは，

安全な場所に停車し，適切な処置をし

てください。

→「警告灯が点灯または点滅したとき

は！」P. 15-2

点灯または点滅したまま走行すると，

思わぬ事故を引き起こしたり，モー

ター（パワーユニット）などを損傷す

るおそれがあります。

● 車体床下に強い衝撃を受けたときは，

すぐに安全な場所に車を止めて下ま

わりを点検してください。

駆動用バッテリー液の漏れ，車体や駆

動用バッテリーの損傷は火災の原因

となります。漏れや損傷などが見つ

かったときは，そのまま使用せず消防

に通報してください。

● 車内または車外に液体の漏れが見つ

かったときは，火気を近づけないでく

ださい。

また，絶対に触れないでください。

駆動用バッテリー液が皮膚についた

り，目に入るとやけどや失明の原因に

なります。すぐに多量の水で洗い，速

やかに専門医の治療を受けてくださ

い。

● ブレーキ液の漏れがあると，思わぬ事

故につながるおそれがあります。

漏れが見つかったときは，そのまま使

用せず三菱自動車販売会社へご連絡

ください。

走行中に異常に気づいたら

走行中に READY（走行可能）
表示灯が消灯したときは

走行中にタイヤがパンクまた
はバースト（破裂）したときは

警告灯が点灯または点滅した
ときは

車体床下に強い衝撃を受けた
ときは
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J00200701174

● 長く停車するときは，パワースイッチ

を LOCK まで回し，READY（走行可

能）表示灯が消灯したことを確認して

ください。

READY（走行可能）表示灯が点灯した

ままにしておくと，航続可能距離が短

くなります。

● 無意識にセレクターレバーを動かし

たり，アクセルペダルの踏み込みによ

り，不用意な発進など，重大な事故に

つながるおそれがあります。

● 車が無人で動き出したり，盗難にあう

おそれがありますので，車から離れる

ときは必ずつぎのことをお守りくだ

さい。

•駐車ブレーキをかける。

•セレクターレバーを に入れる。

•パワースイッチをLOCKにする。

•キーを抜き，ドアを施錠する。

また，施錠していても車内に貴重品を

置いたままにしないでください。

● READY（走行可能）表示灯が点灯して

いないと，ブレーキの効きが悪くなっ

たり，ハンドルが非常に重くなるた

め，思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

坂道で車を移動させるときも，必ずパ

ワースイッチを START まで回し，

READY（走行可能）表示灯を点灯さ

せてください。

● 坂道に駐車するときは，駐車ブレーキ

を確実にかけ，セレクターレバーを

に入れてください。 さらに輪止め

をすると効果があります。

輪止めは，三菱自動車販売会社でお買

い求めください。

輪止めがないときは，タイヤを固定で

きる大きさの石などで代用できます。

● 急な坂道での駐車は避けてください。

無人で車が動き出すなど，思わぬ事故

につながるおそれがあります。

● ハンドル操作力が重くなることがあ

ります。

→「電動パワーステアリング」P. 9-17

駐停車するときは

長時間 READY（走行可能）表
示灯が点灯したままでの停車
は避ける

車から離れるときは

車を移動するときは必ず
READY（走行可能）表示灯を
点灯させる

坂道に駐車するときは

ハンドルをいっぱいにまわし
た状態を長く続けない
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J00206600035

● 走行中はバンの荷室に乗らないでく

ださい。また，走行中は荷室に医療用

電気機器を使用している方を乗せな

いでください。医療用電気機器の作動

に影響をおよぼすおそれがあります。

● 充電による影響について医療用電気

機器製造業者などに確認してから充

電作業を行ってください。充電が医療

用電気機器の作動に影響をおよぼす

おそれがあります。

→「普通充電のしかた（AC 200Vコン

セントまたは AC 100V コンセントで

の充電方法）」P. 5-4

→「急速充電のしかた（急速充電器で

の充電方法）」P. 5-15

● 充電中につぎのことをお守りくださ

い。

•充電ガンやコントロールボックスに

近づかないでください。

•車内にとどまらないでください。

•物を取るときなどに，荷室を含めた

車内に入り込まないでください。

→「普通充電のしかた（AC 200Vコン

セントまたは AC 100V コンセントで

の充電方法）」P. 5-4

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器など
の医療用電気機器を使用している方は

走行中はバンの荷室に乗らな
い，乗せない

充電作業をする前に

普通充電をするときは
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3

J00200901411

● 洗車のときはパワースイッチをLOCK

にしてください。

● 駆動用バッテリーを充電しながら洗

車をしないでください。

火災，感電の原因となります。

● 洗車をする前には，充電リッドおよび

中ブタが確実に閉まっていることを

確認してください。

リッドが開いていると充電装置に水

がかかり，火災，感電の原因となりま

す。

● 運転中，運転者が自動車電話や携帯電

話を使用すると周囲の状況に対する

注意が不十分になり，思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

● 運転中，運転者がハンズフリー以外の

自動車電話や携帯電話を使用するこ

とは法律で禁止されています。

● 走行中にオーディオまたは，カーナビ

ゲーションなどの操作をしないでく

ださい。

操作に気をとられて思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

● 喫煙しながらの運転は控えてくださ

い。

注意がおろそかになり，思わぬ事故を

招くことがあります。

● 車内にライター・炭酸飲料缶・メガネ

などを放置しないでください。

強い直射日光にさらされると車内が

高温になるため，ライターなどの可燃

物は自然発火したり，炭酸飲料やビー

ルなどの缶は破裂するおそれがあり

ます。また，プラスチックレンズまた

はプラスチック素材のメガネは変形，

ひび割れをおこすおそれがあります。

● 灰皿を使用したあとは，マッチやタバ

コの火は確実に消し，必ず閉めてくだ

さい。

万一の場合，火災になるおそれがあり

ます。

こんなことにも注意

洗車をするときは

運転中に自動車電話や携帯電
話を使用しない

オーディオの操作は停車して
から

喫煙しながらの運転は控える

車内にライター・炭酸飲料缶・
メガネなどを放置しない

灰皿を使用したあとは
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● ウインドウガラスなどにアクセサ

リーをつけたり，インストルメントパ

ネルの上に芳香剤などを置かないで

ください。

運転の妨げになったり，吸盤や芳香剤

の容器がレンズの働きをして火災な

ど，思わぬ事故の原因となります。

● 塗装が施されている部分にはアクセ

サリーなどをつけないでください。

吸盤に含まれる特殊な成分により，塗

装面がはがれたり，変色したりするお

それがあります。　

● タイヤ，ホイールのサイズなどは三菱

自動車工業が国土交通省に届け出を

しています。

● 指定サイズ以外のタイヤを使用した

り，種類の異なったタイヤを混ぜて使

用することは，安全走行に悪影響をお

よぼしますので，避けてください。

● ホイールは，リムサイズやオフセット

（インセット）量が同じでも，車体に

干渉したり，強度が不足して使えない

ときがありますので，指定以外のホ

イールは使用しないでください。

→「タイヤ，ホイールのサイズ」 P. 16-4

● READY（走行可能）表示灯を点灯さ

せたままジャッキアップすると，

ジャッキから車体が外れ，思わぬ事故

につながるおそれがあります。

アクセサリー取り付け時の注
意

タイヤ，ホイールは指定サイ
ズを使用

READY（走行可能）表示灯を
点灯させたままジャッキアッ
プしない
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● 法律で認められている改造以外は行

わないでください。

また，三菱自動車純正以外の部品を装

着すると，車の性能や機能に影響し，

思いがけない事故が発生するおそれ

があります。

● 電装品や無線機などを取り付けると

きは，三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

配線が車体に干渉したり，保護ヒュー

ズがないなど取付け方法が適切でな

いと，電子機器部品に悪影響をおよぼ

したり，火災など，思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

違法改造はしない

電装品や無線機などの注意
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4

J00300200362

J00300500017

● 不要な荷物を降ろして重量を軽くし

てください。

J00300600018

● 不必要な急発進，急加速，急減速など，

アクセルペダルをバタつかせるよう

な運転は避け，アクセルペダルの操作

はゆるやかに行ってください。

J00300800010

● 法定速度を守り，できるだけ一定のス

ピードで運転してください。

J00301800020

● READY（走行可能）表示灯が点灯し

たまま長い間駐車すると，航続可能距

離が短くなります。

J00301100010

● タイヤの空気圧はこまめに点検し，常

に規定の空気圧に調整してください。

J00301200053

● エアコン（冷房または暖房）は駆動用

バッテリーの電力を消費するため，過

度に使用すると航続可能距離がいち

じるしく短くなります。

冷やしすぎや暖めすぎにならないよ

うに，風量をこまめに絞り，さらに設

定温度を控えめに調整してください。

J00301300041

● 車間距離を十分にとり，不必要なブ

レーキをかけないようにしてくださ

い。

● 回生ブレーキを使用すると，駆動用

バッテリーに充電することもできま

す。

→「回生ブレーキとは」P. 2-2， 3-15

● 下り坂では早めにアクセルペダルを

戻し，回生ブレーキを使用してくださ

い。

● 高速道路でも不必要な高速走行は避

けてください。

経済的な運転をするために

無駄な荷物を載せない

発進，加速はスムーズに

速度はできるだけ一定に

駐車時はパワースイッチを
LOCKに

タイヤの空気圧は定期的に
チェック

エアコンは控えめに

その他に気を付けること
4 - 2



環境にやさしく快適なドライブのために

4

J00300300015

● 車内で携帯電話を使用すると，オー

ディオから雑音が出ることがありま

す。

このときは，携帯電話をオーディオか

らできるだけ離して使用してくださ

い。

● 車内や車の近くでパソコンなどの電

子機器を使用すると，カーナビゲー

ションが正常に作動しないことがあ

ります。

このときは，電子機器を車からできる

だけ離して使用してください。

J00300400162

J00301500056

● 補機用バッテリーは，鉛や希硫酸が使

われています。

使用済みの補機用バッテリーは，新品

バッテリーを購入した販売店に処分

を依頼してください。

● タイヤを燃やすと，有害なガスを発生

させます。

使用済みのタイヤは，新品タイヤを購

入した販売店に処分を依頼してくだ

さい。

● 冷却水などを地下や河川などに流す

と，水質汚濁の原因となります。

冷却水などを交換する場合は，三菱自

動車販売会社にご相談ください。

J00301600015

● エアコン冷媒は，オゾン層を破壊させ

な い 代 替 フ ロ ン ガ ス HFC-134a

(R134a) を使用していますが，この代

替フロンガスにも地球を温暖化させ

る働きがあります。エアコンの効きが

悪い場合は三菱自動車販売会社でガ

ス漏れの点検を行い，ガスの大気放出

を防止してください。

機能を上手く使うために

携帯電話やパソコンなどの電
子機器からの影響

環境保護のために守ってい
ただきたいこと

廃棄物を処理するときは

エアコンの冷媒ガスについて
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5

J01802100080

駆動用バッテリーを充電するのに以下の方法があります。

充電

種類 充電給電口 充電ガン 電源 充電時間*1 参照

普通充電 
(AC 

200V)

総電力量
16.0kWh車
約7時間

総電力量
10.5kWh車
約4.5時間

P. 5-4

普通充電 
(AC 

100V)*2

A

総電力量
16.0kWh車
約21時間

総電力量
10.5kWh車
約14時間

P. 5-4

急速充電
A

総電力量
16.0kWh車

約35分*3

（満充電の
80％まで）

総電力量
10.5kWh車

約15分*3

（満充電の
80％まで）

P. 5-15

*1: 充電時間はバッテリーの状態，車両の使用環境，急速充電器の仕様によって異な
ります。

*2: AC 100V用の普通充電ケーブルは，標準装備されておりません。
必要なときは，三菱自動車販売会社でお買い求めください。

*3: 急速充電器の出力が50kW仕様の場合の充電時間です。
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J01800100044

お車にはモーター（パワーユニット）お

よびエアコンを作動させる駆動用バッテ

リーとパワーユニットの起動，照明，ワ

イパーなどを作動させる補機用バッテ

リーの 2 種類が搭載されています。本章

では駆動用バッテリーの充電について説

明します。

J01800200146

普通充電はAC 200V*1 またはAC 100V*2

のEV充電用コンセントを電源として，車

載の普通充電ケーブルを使用して行いま

す。

急速充電（タイプ別装備）は，CHAdeMO

（チャデモ）規格に準拠した急速充電器で

行います。

（CHAdeMO とは，日本の電気自動車用急

速充電規格です。）

なお，普通充電は，公共用および家庭用

に市販された充電ケーブル付き普通充電

器を使用して行うことも可能です。ただ

し，これらの充電器には，MINICAB-MiEV

の充電に対応していないものや，車載の

普通充電ケーブルとは充電時間が異なる

ものがある可能性がありますので，各充

電器のマニュアルおよび仕様をご確認の

上，ご使用ください。

バッテリーについて

アドバイス
● 補機用バッテリーは READY（走行可能）

表示灯の点灯中または駆動用バッテリー
の充電中に自動的に充電されます。

● 補機用バッテリーがバッテリー上がりを

起こしているときは，パワーユニットを
起動できません。
また，充電もできません。
→「補機用バッテリーが上がったとき

は！」P. 15-24

充電について

*1: AC 200V普通充電ケーブル使用時

*2: AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ
別装備）使用時

警告
● AC 200V•AC 100V いずれの場合も，

20A 以上の専用分岐回路に接続された

EV 充電用コンセントを使用してくだ

さい。
また，電源回路には漏電遮断器を設置
し，コンセントにはアース接続を施し
てください。EV充電用以外のコンセン

トを使用した場合，または専用の電源
回路を使わない場合は配線の異常過
熱，ブレーカーによる電気回路の遮断，
他の電気機器への悪影響などが発生す
ることがあります。

● 設置場所が屋外，または雨水などで濡

れる可能性がある場合には，防水処理
されたEV充電用コンセントを使用して

ください。
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J01801200130

● 雨や雪の日でも充電はできます。ただ

し，感電を防止するためつぎのことに
注意してください。
•充電給電口，充電ガン，コンセント，

プラグを濡れた手でさわらない。
•充電給電口，充電ガン，コンセント，

プラグの端子部が濡れないように接
続する。

•大雨，大雪，強風，雷などの悪天候の

ときや，今後悪天候が予想されるとき
は，屋外での充電は行わない。

● 充電給電口や充電ガンに水が入ると漏

電の原因となり，火災，感電のおそれ
があります。充電リッドおよび中ブタ
を空けたままにしたり，充電ケーブル
を屋外に放置しないようご注意くださ
い。

● 充電中にコンセントの接続部分が雪に

埋もれてしまったときは，先にコンセ
ントにつながっている手元スイッチま
たはブレーカーを切ってから，雪を除
去してプラグを抜いてください。
充電中に車両が雪に埋もれてしまった
場合も雪を除去してから，充電ガンを
抜いてください。

● 外出先で普通充電をする場合，普通充

電器の一部は，この車両に対応してい
ないことがあります。使用する前に，こ
の車両に対応していることを普通充電
器の管理者または充電器メーカーにお
問い合わせください。また，充電作業
は充電器本体に表示された操作手順に
したがって行ってください。

アドバイス
● 駆動用バッテリーの容量を維持するた

め，つぎのことをおすすめします。
• 2週間に1回程度は，普通充電で満充電に

する。
•満充電付近で充電を繰り返さない。

•できるだけ普通充電で充電する。

● 普通充電と急速充電（タイプ別装備）を

同時に行うと，急速充電が優先され，普
通充電は停止します。

● 充電中に停電が発生したときは，電気の

復旧とともに充電も自動的に再開されま
す。

警告 普通充電のしかた（AC 200V
コンセント *1またはAC 100V
コンセント*2での充電方法）

*1: AC 200V普通充電ケーブル使用時

*2: AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ
別装備）使用時

警告
● 安全のため，充電はお子さまや不慣れ

な方だけで行わないでください。また，
充電ガンを幼児の手の届くところで使
用しないでください。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植

込み型除細動器などの医療用電気機器
を使用している方は，充電による影響
について医療用電気機器製造業者など
に確認してから充電作業を行ってくだ
さい。充電が医療用電気機器の作動に
影響をおよぼすおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植

込み型除細動器などの医療用電気機器
を使用している方は，充電中につぎの
ことをお守りください。
•充電ガンやコントロールボックスに

近づかないでください。
•車内にとどまらないでください。

•物を取るときなどに，荷室を含めた車

内に入り込まないでください。
● 普通充電ケーブルを束ねたり，巻き付

けた状態で充電しないでください。普
通充電ケーブルが過熱し発火の原因と
なります。

● 充電前に，充電給電口および充電ガン

にほこりなどの異物が入っていないこ
とを確認してください。
このとき充電給電口に手を触れないよ
うにしてください。ほこりなどの異物
が入り込んでいる場合は，三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

● 充電ガンと充電給電口を接続する際，

接続部に水やほこりなどの異物が入ら
ないようにしてください。
水やほこりなどの異物が入ったまま接
続すると火災，感電の原因となります。
接続部に強く水などがかかるおそれの
あるときは充電しないでください。
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● 充電機器を取り扱うときはつぎの点に

注意してください。火災，感電，ショー
トの原因となります。
•普通充電ケーブルを抜き差しすると

きは，ケーブル部を引っ張って抜かな
いでください。プラグ部を持って抜い
てください。

•普通充電ガン，コントロールボック

ス，プラグは水の中につけないでくだ
さい。

● 感電など充電中の事故を防ぐため，つ

ぎのことをお守りください。
•普通充電ケーブルは，必ずこの車両用

のものを使用する。
•防水処置のされているコンセントを

使用する。
•ボデーカバーをかけたまま充電しな

い。
•濡れた手でプラグの抜き差しをしな

い。
•落雷のおそれがある場合には充電を

行わない。
● 普通充電ケーブルやプラグが損傷して

いたり，異物が入り接続できない場合
は，無理に接続しないでください。

● プラグや充電ケーブル，コントロール

ボックスに異常な発熱を感じたらすぐ
に使用を中止してください。使用中表
面が暖かくなることがありますが故障
ではありません。

● いつもと違う臭いがしたり，車両から

煙が出ているときは，すみやかに充電
を中止してください。

● 周囲が囲まれた換気の悪い場所で充電

しないでください。また補機用バッテ
リーに火気を近づけないでください。
充電の際に補機用バッテリーから発生
する可燃性ガスが建物内などに充満し
て，爆発するおそれがあります。
やむを得ず充電するときは，換気を十
分に行ってください。

警告 注意
● 発電機などAC 200VまたはAC 100V コ

ンセント以外の電源から充電を行なわ
ないでください。故障の原因となりま
す。

● 充電中，パワースイッチがLOCKの位置

でも，点検口内（運転席／助手席下）の
冷却ファンが自動的に作動することが
あります。
充電中は，冷却ファンに手を近づけな
いでください。

アドバイス
● 普通充電ガンや普通充電給電口に異物が

入り接続ができなくなったときは，無理
に接続せずに三菱自動車販売会社にご連
絡ください。無理に接続しようとすると，
充電装置と車両が破損するおそれがあり
ます。

● 充電中は盗難などを防ぐため，必ずドア

を施錠してください。
5 - 5
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付属の袋に普通充電ケーブルが入ってい

ます。

つぎの普通充電ケーブルが必要なとき

は，三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

トラックの普通充電ケーブルは，収納袋

のフックを助手席の足元にあるひもにか

けて固定することができます。

◆ 普通充電ケーブル

• AC 200V普通充電ケーブル5m

• AC 200V普通充電ケーブル10m
• AC 100V普通充電ケーブル5m

普通充電ケーブルの固定（トラック）

注意
● 普通充電ケーブルを固定しないとき

は，ひもをカーペットの切り欠きの中
に収納してください。収納しないと乗
り降りの際，ひもに足を引っ掛けて，け
がをするおそれがあります。

フック

ひも

切り欠き
5 - 6
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普通充電ケーブルには，コントロールボックスが装備されています。

インジケーターは以下の状況で点灯，点滅します。

：点灯　 ：点滅　 ：消灯

コントロールボックス

POWER FAULT CHARGING
作動状態

普通充電ケーブルのプラグをコンセントに接
続するたびに，作動確認のため，すべてのイン
ジケーターが約0.5秒点灯します。

作動確認が完了した後，普通充電ケーブルを
充電口に接続していないか，充電口に接続し
ていても充電が行われていないことを示しま
す。

駆動用バッテリーが充電されています。

充電が終了したことを示します。

普通充電ケーブル

普通充電ガン
コントロールボックス

プラグ

インジケーター(LED)
5 - 7
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POWER FAULT CHARGING 異常検知時作動状態
および必要な対応

漏電しているか，普通充電ケーブルが故障し
ています。すぐに使用を中止して，三菱自動
車販売会社にご連絡ください。

普通充電ケーブルが故障しています。すぐに
使用を中止して，三菱自動車販売会社にご連
絡ください。

コンセントが通電していないか，普通充電
ケーブルが故障しています。
コンセントに電源がきているにもかかわら
ず，プラグをコンセントに接続してもインジ
ケーターが点灯しないときは，すぐに使用を
中止して，三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。

警告
● コントロールボックスの POWER とCHARGING インジケーターが点灯しないとき，ま

たは充電中にFAULTインジケーターが点滅または点灯したときは，すぐに普通充電ケー

ブルを取り外し，三菱自動車販売会社で点検を受けてください。
● 普通充電ケーブルの改造・分解はしないでください。火災，感電，けがの原因となります。

● 普通充電ケーブルを使用しないときは普通充電ガンのキャップを必ず取り付け，水で濡

れたりほこりが入らない場所に保管してください。普通充電ガンやプラグの金属端子部
に水やほこりなどの異物が入ると火災，故障の原因となります。

● 普通充電ケーブル，普通充電給電口，普通充電ガン，プラグ，コンセントに損傷，腐

食，さびがある場合，またプラグを挿してグラグラするような劣化したコンセントでは
充電しないでください。火災，感電，ショートの原因になります。

● 普通充電ケーブルを取り扱うときはつぎの点に注意してください。

ケーブルの損傷から，火災，感電，ショートの原因となります。
•落としたり，強い衝撃を与えない。

•無理に引っ張らない。

•ねじらない。

•引きずらない。

•上にものを載せない。

•ストーブなどの熱器具に近づけない。
5 - 8
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アドバイス
● 普通充電ケーブルをこの車両以外に使用

しないでください。
● 普通充電ケーブルは，日本国内のEV充電

用AC200Vコンセント*1またはEV充電用

AC100Vコンセント *2専用です。

● プラグをコンセントに差し込んだとき，

作動確認のためコントロールボックスの
全てのインジケーターが一瞬点灯し，そ
の後に POWER インジケーターが点灯，

CHARGING インジケーターが点滅し続

けます。
● 充電が完了したとき，コントロールボッ

クスの CHARGING インジケーターが点

滅します。なお，コンセントがつながっ
ている間は POWER インジケーターが点

灯し続けます。

*1: AC 200V普通充電ケーブル使用時

*2: AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ
別装備）使用時

コントロールボックスの取り扱い

警告
● コントロールボックスを取り扱うとき

はつぎの点に注意してください。コン
トロールボックスの損傷から火災，感
電，けがの原因となります。
•改造・分解はしない。

•水の中につけない。

•強い衝撃を与えたり，落としたりしな

い。

注意
● ケーブルやコントロールボックスに足

を引っ掛けるなどして強い力が加わる
と，コンセントおよびプラグが破損す
るおそれがありますので，注意してく
ださい。

アドバイス
● コントロールボックスにひもを通して，

フックに吊り下げることができます。
● フックおよびひもを使用する際は，普通

充電ケーブルの重さ（約4kg）に耐えられ

るものを使用してください。

フック

ひも
5 - 9
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1.ガーゼなどの柔らかい布に，中性洗剤

の 3%水溶液を含ませて，軽くふき取

ります。

2.真水にひたした柔らかい布を固くし

ぼって，洗剤をきれいにふき取りま

す。

3.水分をよくふき取り，風通しのよい日

陰で乾燥させます。

J01801700106

普通充電ケーブルのお手入れ

警告
● お手入れの際は，必ずプラグおよび普

通充電ガンをコンセントから抜いてく
ださい。また，濡れた手で抜き差しし
ないでください。感電の原因となりま
す。

● 普通充電ガンおよびプラグの金属端子

部には水や中性洗剤を付けないように
してください。水などが付いたままで
使用すると火災，感電の原因となりま
す。

注意
● ベンジン，ガソリンなどの有機溶剤や

酸またはアルカリ性の溶剤は使用しな
いください。変形，変色，故障の原因
になります。また，各種クリーナ類に
はこれらの成分が含まれているおそれ
がありますので，よくご確認のうえ使
用してください。

◆ 充電するときは

警告
● コンセントはつぎの種類のもののみ対

応しています。つぎの種類以外のコン
セントおよび，専用回路ではないコン
セントには，絶対に接続しないでくだ
さい。

AC 200Vコンセント*1：

日本配線システム工業会規格
JWDS-0033
EV充電用コンセント20A 250V

AC 100Vコンセント*2：

日本配線システム工業会規格
JWDS-0033
EV充電用コンセント15A 125V

*:1 AC 200V普通充電ケーブル使用時

*:2 AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ
別装備）使用時

AC 200V

コンセント*1

AC 100V

コンセント*2
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1.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れます。

2.ライトなどの電装品を停止して，パ

ワースイッチをLOCKまで回します。

3.トラックは，車両左側の充電ボックス

にキーを差し込み，車両前方に回して

リッドを開けます。リッドを開けた後

は，キーが元の位置に自動で戻ります

のでキーを抜きます。

バンは，車両右側のフロントドア付近

にあるリッドを開けます。

4.ツメを押して中ブタを開けます。

注意
● コンセントは地上 1m 前後に設置され

たものを使用してください。コンセン
トの接地位置が低い場合，コントロー
ルボックスが地面に接し，水没や踏み
つけてしまうなど，トラブルの原因と
なります。

トラック

バン

施錠

解錠

注意
● トラックの充電ボックスのリッドに

キーを差し込んだまま放置しないでく
ださい。車両盗難のおそれがあります。

警告
● 普通充電給電口および普通充電ガンの

金属端子部に手を触れないでくださ
い。
感電，故障の原因となります。

注意
● トラックの充電ボックスのリッドおよ

び普通充電給電口の中ブタを開けたま
まサイドゲートを開けないでくださ
い。中ブタが破損するおそれがありま
す。

アドバイス
● 普通充電給電口の中ブタおよびリッドを

開けたまま長時間放置しないでくださ
い。普通充電給電口にほこりなどの異物
が入り，充電ができなくなるおそれがあ
ります。

● 普通充電給電口には排水用の穴がありま

す。この穴が詰まったりして普通充電給
電口内に水が溜まったときは，充電を行
わずに三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。

● 普通充電給電口が凍結したときは，ヘア

ドライヤーなどで解凍してください。凍
結したまま普通充電ガンを無理に接続し
ようとすると，故障の原因になります。

中ブタ
ツメ 普通充電給電口
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5.普通充電ケーブルのプラグをコンセ

ントに確実に差し込み，コンセントの

ふたロック機構でプラグをロックし

ます。

警告
● 使用する前にコンセントにプラグが根

元までしっかり差し込まれていること
を確認してください。

● AC 200V•AC 100V いずれの場合も，

20A 以上の専用分岐回路に接続された

EV充電用コンセントを使用してくださ

い。
また，電源回路には漏電遮断器を設置
し，コンセントにはアース接続を施し
てください。EV充電用以外のコンセン

トを使用した場合，または専用の電源
回路を使わない場合は配線の異常過
熱，ブレーカーによる電気回路の遮断，
他の電気機器への悪影響などが発生す
ることがあります。

● 設置場所が屋外，または雨水などで濡

れる可能性がある場合には，防水処理
されたEV充電用コンセントを使用して

ください。

警告
● 普通充電ケーブルの先にプラグアダプ

ターなどを取り付けて他の器具と併用
したり，延長コードを使用すると，コ
ンセントが異常発熱して火災の原因に
なるおそれがあります。

アドバイス
● AC 100V コンセント * にはプラグを差し

込んだあと，時計回りに回して固定する
タイプのものがありますが，これは屋外
に設置される庭園灯 •看板灯や，屋外で使

用される電動工具への給電などを意図し
て設置されたものであり，頻繁な抜き差
し使用を行う電気自動車の充電用として
は耐久性が充分でない場合があります。
こうしたコンセントを充電用に使用する
と，大電流通電時にいちじるしく温度が
上昇し，危険な状態になる場合がありま
すので，使用しないでください。

● つぎの場所に設置されているコンセント

は使用する前に，この車両に対応してい
るか確認してください。
•自宅やマンションなどに設置されてい

るコンセント
•一般の駐車場や車庫に設置されている

コンセント

*: AC 100V 普通充電ケーブル（タイプ
別装備）使用時
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6.普通充電ガンのキャップを取り外し，

普通充電ガンおよび普通充電給電口

の先端部にほこりなど異物が付いて

いないことを確認します。

7.図のように普通充電ガンの下部を握

り，ボタンを押さずにカチッと音がす

るまで差し込みます。

警告
● バンの充電中に運転席ドアを開けると

きは，運転席ドアとケーブルが接触し
ないように注意してください。また，
ケーブルに足を引っ掛けるなどして強
い力が加わると，ケーブルの損傷から
火災，感電，ショートの原因となりま
す。

注意
● 普通充電ガンの頭部を握らないでくだ

さい。

普通充電ガン

キャップ

普通充電ガン

ボタン

● バンはリッドの内側の突起物に気をつ

けてください。

● 充電中は普通充電ガンに無理な力を加

えないでください。また，充電中にト
ラックのサイドゲートを開けないでく
ださい。普通充電ガンや普通充電給電
口が破損して，充電ができなくなる可
能性があります。

アドバイス
● 普通充電ガンを普通充電給電口に差し込

んで，パワースイッチをSTART位置まで

回しても，走行可能状態になりません。
● 充電中に普通充電ガンの穴に南京錠をつ

けることで，普通充電ガンの盗難防止が
できます。南京錠は三菱自動車販売会社
へお問い合わせください。

注意

穴
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8.メーター内の充電ランプが点灯して

いることを確認します。

このとき，駆動用バッテリー残量計も

同時に点灯します。

充電ランプが点灯しない場合は，充電

が開始されていません。 

普通充電給電口およびプラグが正し

く接続されているか確認しながら，再

度手順5.からやり直してください。

9.充電ランプが消灯したら充電は完了

です。図のように普通充電ガンの下部

を握り，ボタンを押しながら引き抜

き，普通充電ガンのキャップを取り付

けます。

アドバイス
● 充電ランプは，充電ガンを充電給電口に

差し込むと点滅し，充電が開始されると
点灯に切り替わります。

● 充電中はメーター内の駆動用バッテリー

残量計が点灯し，充電量を確認すること
ができます。充電が完了すると，消灯し
ます。

駆動用バッテリー残量計

充電ランプ

注意
● 走行する前は，必ず普通充電ガンが普

通充電給電口から取り外されているこ
とを確認してください。普通充電ガン
が根元まで差されておらずロックがか
かっていない場合，パワースイッチを
操作すると走行可能状態にできるた
め，車両が発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

アドバイス
● 充電を途中で中止することもできます。

この場合も，ボタンを押しながら普通充
電ガンを引き抜きます。

ボタン
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10.中ブタを閉じてから，リッドを閉じま

す。

11.普通充電ケーブルのプラグをコンセ

ントから引き抜きます。

12.普通充電ケーブルを付属の袋に入れ

て保管します。

A J01801300128

警告
● 充電が終わった後は普通充電給電口の

中ブタおよびリッドを確実に閉めてく
ださい。
また，普通充電給電口，中ブタおよび
普通充電ガンに水やほこりが入らない
ように注意してください。
水やほこりなどが入ると漏電の原因と
なり，火災，感電の原因となります。

注意
● トラックの充電ボックスのリッドを閉

じた後は，必ずキーを抜き，リッドが
確実に施錠されていることを確認して
ください。施錠されていないと走行中
にリッドが開き，充電給電口などが破
損するおそれがあります。

アドバイス
● 中ブタを閉めずにリッドを強引に閉める

と，中ブタが破損するおそれがあります
ので確実に閉じてください。

急速充電のしかた（急速充電
器での充電方法）

警告
● 必 ず，CHAdeMO 規 格 に 準 拠 し，

CHAdeMO 協議会の認証を受けた急速

充電器を使用してください。それ以外
の急速充電器を使用すると火災，故障
の原因となります。

● 急速充電器の操作は，各急速充電器の

マニュアルにしたがって正しく行って
ください。
無理な操作を行うと故障の原因となり
ます。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植

込み型除細動器などの医療用電気機器
を使用している方は，充電による影響
について医療用電気機器製造業者など
に確認してから充電作業を行ってくだ
さい。充電が医療用電気機器の作動に
影響をおよぼすおそれがあります。

● 充電前に，急速充電給電口および急速

充電ガンにほこりなどの異物が入って
いないことを確認してください。
このとき急速充電給電口に手を触れな
いようにしてください。

● 急速充電ガンと急速充電給電口を接続

する際，接続部に水やほこりなどの異
物が入らないようにしてください。
水やほこりなどの異物が入ったまま接
続すると火災，感電の原因となります。
接続部に強く水などがかかるおそれの
あるときは充電しないでください。

● 充電中は，急速充電ガンをむりやり外

そうとしたり，ゆすったりしないでく
ださい。火災，感電，故障の原因とな
ります。

注意
● 充電中，パワースイッチがLOCKの位置

でも，点検口内（運転席／助手席下）の
冷却ファンが自動的に作動することが
あります。
充電中は，冷却ファンに手を近づけな
いでください。
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 1.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れます。

2.ライトなどの電装品を停止して，パ

ワースイッチをLOCKまで回します。

3.トラックは，車両左側の充電ボックス

にキーを差し込み，車両前方に回して

リッドを開けます。リッドを開けた後

は，キーが元の位置に自動で戻ります

のでキーを抜きます。

バンは，車両左側のフロントドア付近

にあるリッドを開けます。

4.ツメを押して中ブタを開けます。

アドバイス
● 充電中には急速充電ガン，ケーブルが車

体よりはみ出すため，体に引っ掛けたり，
隣の車両に接触しないように注意してく
ださい。

● 急速充電ガンや急速充電給電口に異物が

入り接続ができなくなったときは，無理
に接続せずに三菱自動車販売会社にご連
絡ください。無理に接続しようとすると，
充電装置と車両が破損するおそれがあり
ます。

● 充電中は盗難などを防ぐため，必ずドア

を施錠してください。

トラック

バン

施錠

解錠

注意
● トラックの充電ボックスのリッドに

キーを差し込んだまま放置しないでく
ださい。車両盗難のおそれがあります。

警告
● 急速充電給電口および急速充電ガンの

金属端子部に手を触れないでくださ
い。
感電，故障の原因となります。

注意
● トラックの充電ボックスのリッドおよ

び急速充電給電口の中ブタを開けたま
まサイドゲートを開けないでくださ
い。中ブタがが破損するおそれがあり
ます。

アドバイス
● 急速充電給電口の中ブタを開けたまま長

時間放置しないでください。急速充電給
電口にほこりなどの異物が入り，充電が
できなくなるおそれがあります。

● 急速充電給電口には排水用の穴がありま

す。この穴が詰まったりして急速充電給
電口内に水が溜まったときは，充電を行
わずに三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。

● 急速充電給電口が凍結したときは，ヘア

ドライヤーなどで解凍してください。凍
結したまま急速充電ガンを無理に接続し
ようとすると，故障の原因になります。

ツメ

中ブタ 急速充電給電口
5 - 16



充電

5

5.急速充電給電口に急速充電ガンを取

り付け，充電を開始します。

取り付け方，取り外し方については，

各急速充電器のマニュアルにした

がってください。

警告
● バンの充電中に助手席ドアを開けると

きは，助手席ドアとケーブルが接触し
ないように注意してください。また，
ケーブルに足を引っ掛けるなどして強
い力が加わると，ケーブルの損傷から
火災，感電，ショートの原因となりま
す。

注意
● 急速充電ガンを差し込むときは，急速

充電給電口に対してまっすぐに根元ま
で差し込んでください。急速充電ガン
が根元まで差し込まれないまま充電を
開始すると，駆動用バッテリーが充電
されなかったり，充電機器が破損する
おそれがあります。

● 充電中は急速充電ガンがロックされ取

り外すことができません。無理に急速
充電ガンを外そうとすると急速充電ガ
ンが破損する可能性がありますので，
充電中は急速充電ガンに触らないよう
にしてください。途中で充電を止める
ときは，急速充電器の表示手順に従っ
て充電を停止して，充電が中止された
ことを確認してから急速充電ガンを取
り外してください。

● 充電中は急速充電ガンに無理な力を加

えないでください。また，充電中にト
ラックのサイドゲートを開けないでく
ださい。
急速充電ガンや急速充電給電口が破損
して，充電ができなくなる可能性があ
ります。

注意
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6.メーター内の充電ランプが点灯して

いることを確認します。

このとき，駆動用バッテリー残量計も

同時に点灯します。

充電ランプが点灯しない場合は，充電

が開始されていません。

急速充電器のマニュアルにしたがっ

てください。

7.充電ランプが消灯したら充電は完了

です。充電は下記の条件で終了しま

す。

各急速充電器のマニュアルにした

がって，急速充電ガンを取り外しま

す。

アドバイス
● 充電ランプは，急速充電ガンを急速充電

給電口に差し込むと点滅し，充電が開始
されると点灯に切り替わります。

● 充電中はメーター内の駆動用バッテリー

残量計が点灯し，充電量を確認すること
ができます。充電が完了すると，消灯し
ます。

駆動用バッテリー残量計

充電ランプ

• ほぼ満充電になったとき。
• 充電時間が60分を経過したとき。
• 急速充電器側で充電停止操作を
行ったとき。

• 急速充電器側に設定されている停
止条件 （充電量 •充電時間）となっ
たとき。

注意
● 充電が終わった後は急速充電ガンを取

り付けたまま放置しないでください。
誤ってケーブルに足を引っかけて転倒
したり，いたずらにより急速充電給電
口を破損するおそれがあります。

● 急速充電ガンを落下させるとケガをし

たり，車両や急速充電コネクター，急
速充電給電口を破損したりするおそれ
がありますので，十分注意してくださ
い。

● 走行する前は，必ず急速充電ガンが急

速充電給電口から取り外されているこ
とを確認してください。急速充電ガン
が根元まで差されておらずロックがか
かっていない場合，パワースイッチを
操作すると走行可能状態にできるた
め，車両が発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

アドバイス
● 急速充電は満充電付近になると充電され

る速度が遅くなります。つぎに待ってい
る人がいるときは，必要な量で充電を停
止し，つぎの方にゆずってあげてくださ
い。

● 充電終了後は，充電器の前に車両を駐車

したままにせず，すみやかに車両を移動
してください。

● 急速充電は，充電量が100％になる前に充

電が完了します。これは CHAdeMO 規格

の仕様であり，故障ではありません。
5 - 18



充電

5

8.中ブタを閉じてから，リッドを閉じま

す。

警告
● 充電が終わった後は急速充電給電口の

中ブタおよびリッドを確実に閉めてく
ださい。
また，急速充電給電口，中ブタおよび
急速充電ガンに水やほこりが入らない
ように注意してください。
水やほこりなどが入ると火災，感電，
ショートの原因となります。

注意
● トラックの充電ボックスのリッドを閉

じた後は，必ずキーを抜き，リッドが
確実に施錠されていることを確認して
ください。施錠されていないと走行中
にリッドが開き，充電給電口などが破
損するおそれがあります。

アドバイス
● 急速充電ガンを急速充電給電口に接続し

たままで，パワースイッチをSTART位置

まで回しても，パワーユニットの起動は
できません。
起動させる前に，必ず急速充電ガンを外
してください。

● 充電が終わった後，急速充電給電口の中

ブタを閉めずにリッドを強引に閉める
と，中ブタが破損するおそれがあります
ので確実に閉じてください。
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J01804400061

充電トラブルシューティングガイド

症状 原因 対処法

充電が開始され
ない。

セレクターレバーが

以外の位置にある。
セレクターレバーを の位置にしてくだ

さい。

パワースイッチがON
になっている。

充電前に，パワースイッチをLOCKにして

ください。

駆動用バッテリーがす
でに満充電になってい
る。

駆動用バッテリーがすでに満充電になっ
ているときは，充電が行われません。

駆動用バッテリーの温
度が極端に低い。

駆動用バッテリーの温度が極端に低いと
充電が行われません。→「極寒時の注意事

項と対処方法」P. 2-7

補機用バッテリーがあ
がっている。

パワーユニットが起動できないため，駆動
用バッテリーが充電できません。補機用
バッテリーを充電してください。→「補機

用バッテリーが上がったときは！」 P. 15-
24

車両または充電ケーブ
ルに異常がある。

車両または充電ケーブルに異常がある可
能性があります。 メーター内のパワーユ

ニット警告灯が点灯してないか確認して
ください。→「パワーユニット警告灯」P. 8-
13
また，コントロールボックスのインジケー
ターが異常を示していないか確認してく
ださい。 →「普通充電ケーブル」P. 5-6
警告が表示された場合は，すぐに充電を中
止し三菱自動車販売会社に連絡してくだ
さい。
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普通充電が開始
されない。

コンセントまで電力が
きていない。

停電していたり，漏電遮断機が作動してい
ないか確認してください。なお，電源にタ
イマー機能がついている場合，電源に設定
されている時間帯までは，コンセントに電
力が供給されないものもあります。
コントロールボックスのPOWERインジ

ケーターが点灯しているか確認してくだ
さい。

充電ガンが正しく接続
されていない。

普通充電ガンが正しく接続されているか
確認してください。

他の車種の普通充電
ケーブルを使用してい
る。

MINICAB-MiEV専用の普通充電ケーブル

を使用してください。

MINICAB-MiEVに対応

していない普通充電器
を使用している。

MINICAB-MiEVに対応した普通充電器で

あるか管理者または充電器メーカーにお
問い合わせください。また，充電作業は充
電器本体に表示された操作手順にした
がって行ってください。

普通充電が途中
で止まってしま
う。

コンセントまで電力が
きていない。

充電中に漏電遮断器が作動したり，停電が
起きたりした可能性があります。この場
合，電力が復帰すると自動的に充電も再開
されます。

普通充電ケーブルが抜
けてしまっている。

普通充電ケーブルが正しく接続されてい
るか確認してください。

充電ガンのボタンが押
されている。

充電ガンのボタンがしばらく押されたま
まになっていると，充電が停止します。
もう一度充電開始操作を行ってください。

駆動用バッテリーの温
度が極端に低い。

駆動用バッテリーの温度が極端に低いと
充電が行われません。→「極寒時の注意事

項と対処方法」P. 2-7

普通充電のタイマーで
終了している。

普通充電器本体には，一定時間で充電が停
止するようにタイマーが設定されている
ことがあり，この時間が経過した場合は充
電が停止されます。さらに充電したいとき
は，一度充電ガンを取り外し，もう一度充
電開始操作を行ってください。

症状 原因 対処法
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急速充電が開始
されない。

充電ガンが正しく接続
されていない。

急速充電ガンが正しく接続されているか
確認してください。

急速充電器のセルフ
チェック機能でNGに

なってしまった。

車両が故障している可能性があります。た
だちに充電を停止して，三菱自動車販売会
社にご連絡ください。

急速充電器の電源が
OFFになっている。

急速充電器の電源をONにしてください。

急速充電が途中
で止まってしま
う。

急速充電のタイマーで
終了している。

急速充電器本体には，一定時間で充電が停
止するようにタイマーが設定されている
ことがあり，この時間が経過した場合は充
電が停止されます。さらに充電したいとき
は，各急速充電器のマニュアルにしたがっ
て一度急速充電ガンを取り外し，もう一度
充電開始操作を行ってください。

充電時間が60分経過

した。

急速充電の時間は最大で60分に設定して

いるため，60分が経過した場合は自動的に

充電を停止します。さらに充電したいとき
は，各急速充電器のマニュアルにしたがっ
て一度急速充電ガンを取り外し，もう一度
充電開始操作を行ってください。

急速充電器の電源が
OFFになってしまっ

た。

急速充電器の電源をONにしてください。

症状 原因 対処法
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J00400101428

キー

除く，キーレスエントリー 付き車

1：マスターキー

2：キーナンバープレート

キーレスエントリー 付き車

1：マスターキー

2：マスターキー
（キーレスエントリー用キー）

3：キーナンバープレート

警告
● 航空機内にキーを持ち込むときは，機

内でキーのスイッチを押さないでくだ
さい。スイッチを押すと電波が発信さ
れ，航空機の運航に悪影響をおよぼす
おそれがあります。
かばんなどに入れて持ち込むときも，
簡単にスイッチが押されないようにし
てください。

アドバイス
● キーレスエントリー機能付きのキーは，

信号発信機が内蔵された精密な電子機器
部品です。故障を防ぐため，つぎの点を
お守りください。
•ダッシュボードの上など直射日光が当

たる場所には放置しない
•分解，改造をしない

•キーを無理に曲げたり，強い衝撃を与え

ない
•水にぬらさない

•磁気を帯びたキーホルダーなどを近づ

けない
•オーディオ，パソコン，テレビなど磁気

を帯びた機器の近くに置かない
•携帯電話や無線機など強い電波を発す

る機器の近くに置かない
•超音波洗浄器などで洗浄しない

● 電池交換のとき以外はキーを不用意に分

解しないでください。分解，改造したキー
を使用することは法律で禁止されていま
す。
また，必ず日本国内でご使用ください。

● 万一，キーを紛失したときは，盗難など

を防ぐため，ただちに三菱自動車販売会
社にご相談ください。
また，キーナンバーを三菱自動車販売会
社へ連絡していただければ，キーを作る
ことができます。キーナンバーはキーナ
ンバープレートに打刻してあります。
キーナンバープレートは，キーとは別に
大切に保管してください。
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A J00400301329

リモコンスイッチですべてのドアおよび

テールゲートの施錠・解錠をすることが

できます。

J00405700217

LOCK スイッチを押すとすべてのドアお

よびテールゲートが施錠し，UNLOCKス

イッチを押すとすべてのドアおよびテー

ルゲートが解錠します。

UNLOCKスイッチを押して解錠しても約

30秒以内にドアおよびテールゲートを開

けなければ自動的に施錠されます。

J00405800218

つぎの通り作動を確認することができま

す。ただし，ルームランプの点滅・点灯

はルームランプのスイッチが中間（●）の

位置にあるときに限られます。

キーレスエントリー

ドアおよびテールゲートの施
錠・解錠

アドバイス
● リモコンスイッチを押すと作動表示灯が

点灯します。
● UNLOCKスイッチを押した後，自動的に

施錠されるまでの時間を調整することが
できます。詳しくは三菱自動車販売会社
にご相談ください。

UNLOCK
スイッチ

LOCKスイッチ 作動表示灯

◆ 施錠・解錠時の作動確認

施錠時：ルームランプおよび非常点滅
灯が1回点滅

解錠時：ルームランプが約 15 秒間点灯
し，非常点滅灯が2回点滅

アドバイス
● つぎの機能を変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。
•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

施錠時のみまたは解錠時のみにする。
•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

働かなくする。
•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）の

点滅回数を変更する。
● リモコンスイッチは車から約 1 m 以内で

作動します。
近くにTV塔や変電所，放送局があるなど

周囲の状況により作動距離が変わること
があります。

● つぎのようなときはリモコンスイッチは

作動しません。
•パワースイッチにキーが差してあると

き
•ドア，テールゲートが開いている，また

は半ドアのとき
● リモコンスイッチを紛失したときや，新

しいリモコンスイッチを作りたいときは
三菱自動車販売会社にご相談ください。
最大4個まで作ることができます。

● つぎのときは電池の消耗が考えられま

す。
•正しい距離でリモコンスイッチを押し

ても施錠・解錠しないとき
•作動表示灯が暗い，または点灯しないと

き
電池が消耗した場合は，新しい電池に交
換してください。

→「電池交換のしかた」P. 6-4
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各部の開閉
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J00415100214

1.電池交換をする前に部屋のドアノブ

等の金属部分に触れて，身体の静電気

を除去してください。

2.三菱マークを上にしてネジを取り外

します。

先端に布をかぶせたマイナスドライ

バーなどを差し込んでケースを外し，

トランスミッターを取り出します。

3.先端に布をかぶせたマイナスドライ

バーなどを差し込んでトランスミッ

ターを開きます。

新しい電池は－極を上にして取り付

けます。

4.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

電池交換のしかた

警告
● 電池および取り外した部品は，誤って

お子さまが飲み込まないように注意し
てください。

アドバイス
● 電池交換をする際は，キーを破損するお

それがあるため，三菱自動車販売会社で
の交換をおすすめします。

● キーは信号発信機が内蔵された精密な電

子機器部品です。故障を防ぐため，内部
の金属部分や回路に触れないでくださ
い。また水やゴミを付着させないでくだ
さい。

● 電池は三菱自動車販売会社，時計店また

はカメラ店などでお買い求めください。

使用電池：CR1616

ケース ネジ

トランスミッター

電池
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各部の開閉

6

J00400400567

J00404400897

キーを車両前方に回すと施錠，車両後方

に回すと解錠されます。

ドア

警告
● 車から離れるときは，火災や盗難など

を未然に防ぐため，必ずパワースイッ
チを LOCK にしてドアを施錠してくだ

さい。
法的にも義務づけられています。
お子さま連れのときは必ずお子さまも
一緒に連れて出てください。
また車内に貴重品を置いたままにしな
いでください。

注意
● ドアを閉めるときは，確実に閉め，メー

ター内の半ドア警告灯が消灯している
ことを確認してください。半ドアでは，
走行中にドアが開き思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

車外から施錠・解錠するとき
は

◆ キーを使って施錠・解錠する
ときは

施錠解錠
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各部の開閉
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1.ドア内側のロックノブを車両前方に

倒し，

2.ドアハンドルを引いたまま

3.ドアを閉じます。

1.ドア内側のロックノブを車両前方に

倒します。

2.ドアを閉じます。

J00413300049

パワースイッチがONの位置のままで，運

転席ドアを開くとパワースイッチ切り忘

れ警告ブザーが断続的に鳴り，パワース

イッチの切り忘れを知らせます。

J00404500638

パワースイッチにキーを差したまま運転

席ドアを開くとキー抜き忘れ警告ブザー

が断続的に鳴り，キーの抜き忘れを知ら

せます。

◆ キーを使わずに施錠するとき
は

フロントドア

リヤスライドドア（バン）

注意
● ドアを閉めるときは手をはさまないよ

うに気をつけてください。

◆ パワースイッチ切り忘れ警告
ブザー

◆ キー抜き忘れ警告ブザー
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各部の開閉

6

J00404600857

ロックノブを車両前方へ倒すと施錠し，

車両後方へ戻すと解錠します。

ロックノブを車両前方へ倒すと施錠し，

車両後方へ倒すと解錠します。

J00400501132

つぎの操作ですべてのドアおよびテール

ゲートの施錠・解錠ができます。

運転席ドアのキーを車両前方に回すとす

べてのドアおよびテールゲートが施錠

し，車両後方に回すとすべてのドアおよ

びテールゲートが解錠します。

車内から施錠・解錠するとき
は

フロントドア

リヤスライドドア（バン）

アドバイス
● センタードアロック付き車は，施錠と解

錠を交互に連続操作すると保護回路が働
いてセンタードアロックが一時的に作動
しなくなることがあります。
このようなときはしばらくしてから（約
1分後）操作してください。

施錠

解錠

解錠施錠

センタードアロック（バン）

アドバイス
● 施錠と解錠を交互に連続操作すると保護

回路が働いてセンタードアロックが一時
的に作動しなくなることがあります。
このようなときはしばらくしてから（約
1分後）操作してください。

キーを使って施錠・解錠する
ときは

施錠解錠
6 - 7



各部の開閉

6

運転席ドア内側のロックノブを車両前方

へ倒すとすべてのドアおよびテールゲー

トが施錠し，車両後方へ倒すとすべての

ドアおよびテールゲートが解錠します。

J00411300162

パワースイッチが ON のときにセレク

ターレバーを に入れるとすべてのドア

およびテールゲートが解錠します。

J00401101021

キーを差し込み，右に回すと施錠，左に

回すと解錠されます。

ロックノブを使って施錠・解
錠するときは

セレクターレバーを使って解
錠するときは

工場出荷時は「解錠しない」に設定され
ています。「解錠する」に変更したいとき
は三菱自動車販売会社にご相談くださ
い。

施錠

解錠

テールゲート（バン）

警告
● ラゲッジルームは人が乗る構造になっ

ておりません。お子さまを乗せたり，遊
ばせたりしないでください。万一の場
合，重大な事故につながるおそれがあ
ります。

● テールゲートを開閉するときは，まわ

りに人がいないことを確認し，頭をぶ
つけたり，手や首などをはさまないよ
うに注意してください。

車外から施錠・解錠するとき
は

アドバイス
● センタードアロックまたはキーレスエン

トリーを使って運転席ドアを施錠・解錠
すると，テールゲートも同時に施錠・解
錠されます。

解錠

施錠
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各部の開閉

6

運転席のロックノブを車両前方に倒すと

施錠，車両後方に倒すと解錠されます。

解錠後，ハンドルを引いて持ち上げます。

テールゲートを開くとラゲッジルームラ

ンプが点灯し，閉じると消灯します。

車内から施錠・解錠するとき
は

アドバイス
● 施錠と解錠を交互に連続操作すると保護

回路が働いてセンタードアロックが一時
的に作動しなくなることがあります。
このようなときはしばらくしてから（約
1分後）操作してください。

施錠

解錠

開けるときは 

注意
● テールゲートを開けるときはまわりに

人がいないことを確認してください。
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各部の開閉

6

テールゲートを引き下げ，ハンドルの上

から押さえつけて閉じます。

閉めるときは

注意
● テールゲートを閉じた後は必ずテール

ゲートが確実に閉じていることを確認
してください。走行中に開くと，荷物
が落ちて思わぬ事故につながるおそれ
があります。 

アドバイス
● テールゲートを支えるためのガススプリ

ングがつぎの位置についています。

損傷や作動不良を防ぐため，つぎのこと
をお守りください。
•ガススプリングに手をかけてテール

ゲートを閉めたり，押したり引いたりし
ないでください。

•ビニール片，テープなどがガススプリン

グに付着しないようにしてください。
•ひもなどをガススプリングに巻き付け

ないでください。
•ガススプリングに物をかけないでくだ

さい。
● テールゲートを閉めるときは，テール

ゲートやガススプリングと荷物が干渉し
ていないことを確認してください。干渉
したままテールゲートを閉めるとテール
ゲートやガススプリングが損傷し，テー
ルゲートを閉めることができなくなるお
それがあります。

ガス

スプリング
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J00402400079

1.左右のハンドルを手前に引いてロッ

クを外し，

2.リヤゲートをゆっくり倒します。

1.リヤゲートを少し持ち上げながら

2.チェーンをフックから外します。

1.リヤゲートを閉じてリンクをフック

にかけ，

2.ハンドルを押してロックします。

リヤゲート（トラック）

警告
● 道路上でリヤゲートを開けて駐停車す

るときは，車両後方に停止表示板など
を置いてください。
リヤゲートを開けたときに後続車から
非常点滅灯などが確認できなくなるた
め，思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
● リヤゲートを倒したまま走行しないで

ください。
制動灯や尾灯などが後続車から確認で
きず，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

開けるときは

ハンドル

チェーンの取り外し方

閉めるときは

アドバイス
● リヤゲートには積荷の重量をかけないで

ください。
● ゲートを閉じる前にチェーンをフックに

かけてください。またゲートを閉じると
き，チェーンをはさまないように注意し
てください。

チェーン

フック

フック

リンク ハンドル
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各部の開閉
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1.リヤゲートを開け，ネジを＋ドライ

バーなどで取り外します。

2.リヤゲートを少し起こし，上下にゆら

しながら右側に移動させて取り外し

ます。

リヤゲートを取り付け，ネジを＋ドライ

バーなどで締め付けます。

リヤゲートを倒し，道板をかけます。道

板の使い方や注意事項は，道板に添付の

取扱説明書をお読みください。

取り外すときは

注意
● 車体の端部などで手にけがをしないよ

うに作業を行ってください。
● けがをしないために，リヤゲートを取

り外したり，取り付けたりするときは，
リヤゲートを確実に持って行ってくだ
さい。

アドバイス
● ドライバーは標準装備されておりません

ので市販品をお買い求めください。

ネジ

ドライバー

取り付けるときは

道板を使うときは

注意
● 道板を使うときや作業車の乗降時は，

後部反射器への接触に注意してくださ
い。後部反射器が破損するおそれがあ
ります。

アドバイス
● 道板（パワーブリッジ）は標準装備され

ておりません。三菱自動車販売会社でお
買い求めください。

道板

後部反射器
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J00402500038

1.リヤゲートのハンドルを手前に引き，

ロックを外します。

2.サイドゲート前側のハンドルを手前

に引きロックを外し

3.サイドゲートをゆっくり倒します。

開けるときの逆手順で行います。

1.サイドゲートを開け，ネジを＋ドライ

バーなどで取り外します。

サイドゲート（トラック）

開けるときは

注意
● つぎのようなときはサイドゲートを開

けないでください。
部品が破損するおそれがあります。
•充電給電口に充電ガンを差している

とき
•充電ボックスのリッドにキーを差し

ているとき
•充電ボックスのリッドおよび充電給

電口の中ブタを開けているとき

ハンドル

ハンドル

閉めるときは

アドバイス
● サイドゲートには積荷の重量をかけない

でください。
● リヤゲートを閉じるとき，リヤゲート

チェーンをはさまないように注意してく
ださい。

● 左右のサイドゲートを開けるときは，リ

ヤゲートを開けてから行ってください。
閉じるときは，サイドゲートを先に閉じ
てください。

取り外すときは

アドバイス
● ドライバーは標準装備されておりません

ので市販品をお買い求めください。

ドライバー

ネジ
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各部の開閉
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2.サイドゲートを少し起こし，上下にゆ

らしながら後方に移動させて取り外

します。

サイドゲートを取り付け，ネジを＋ドラ

イバーなどで締め付けます。

J00401400085

ハンドルを車両前方へ回すと開き，車両

後方へ回すと閉じます。

取り付けるときは

注意
● 車体の端部などで手にけがをしないよ

うに作業を行ってください。
● けがをしないために，サイドゲートを

取り外したり，取り付けたりするとき
は，サイドゲートを確実に持って行
なってください。

マニュアルウインドウ

アドバイス
● バンの後席ドアガラスは全開しません。

開ける
閉じる
6 - 14



各部の開閉

6

J00402200107

運転席および助手席を操作することによ

り，ウォッシャー液，ヒューズなどの点

検をすることができます。

1.シートを後方へいっぱいまで移動し

ます。

2.レバーを前へ押して背もたれを前に

倒します。

3.シートクッション下側のカーペット

をめくります。

4.シートクッション下側のレバーを引

き上げロックを外します。

5.シート全体を持ち上げ，運転席シート

右側のひもを金具にかけて確実に固

定します。

6.元に戻すときは逆の手順で行います。

7.元に戻した後はシートを軽くゆすり，

シートが確実に固定されていること

を確認します。

点検口（運転席／助手席下）

トラック（運転席）

ひも
金具
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各部の開閉
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1.シートクッション下側のカーペット

をめくります。

2.シートクッション下側のレバーを引

き上げロックを外します。

3.シートクッションを前方に取り外し

ます。

4.元に戻すときはシートクッション固

定用金具を背もたれ下の取り付け穴

に差し込み，取り外すときと逆の手順

で固定します。

5.元に戻した後はシートクッションを

軽くゆすり，シートクッションが確実

に固定されていることを確認します。

1.運転席シートは後方へいっぱいまで

移動します。

2.シートクッション下側のカーペット

をめくります。

トラック（助手席）

バン

固定用金具

穴
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各部の開閉
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3.シートクッション下側のレバーを引

き上げロックを外します。

4.シート全体をゆっくり後ろに倒しま

す。

5.元に戻すときは逆の手順で行います。

6.元に戻した後はシートを軽くゆすり，

シートが確実に固定されていること

を確認します。

J00413400040

パワーユニット点検口が，トラックは荷

台の下，バンは荷室の下にあります。

パワーユニットルームの点検をするとき

は，ラゲッジフロアマット（バン）およ

びパワーユニットルームリッドを取り外

してください。

ボルト（8箇所）をスパナなどで左に回し

て外し，パワーユニットルームリッドを

取り外します。

注意
● シートを後ろに倒すときは，シート後

方に人や荷物がないことを確認してか
ら行ってください。

パワーユニット点検口

注意
● パワーユニットルームリッドおよびそ

の周辺は熱くなっていることがありま
すので注意してください。

開けるときは

◆ トラック

アドバイス
● スパナは標準搭載されていませんので市

販品をお買い求めください。

パワーユニットルーム

リッド

ボルト
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1.テールゲートを開けます。

→「キーレスエントリー」P. 6-3

→「センタードアロック」P. 6-7

→「テールゲート」P. 6-8

2.ラゲッジフロアマットを車両前方に

めくり，パワーユニットルームリッド

のネジ（4 箇所）を左に回して外し，

パワーユニットルームリッドを取り

外します。

開けたときと逆の手順で行います。

◆ バン

アドバイス
● パワーユニットルームリッドを地面に置

くときは，パワーユニットルームリッド
裏側のゴム面を上にして置いてくださ
い。
下にして置くとゴムにゴミなどが付き，
パワーユニットルームリッドを元に戻す
ときに確実に取り付けられなくなりま
す。

パワーユニットルームリッド

ラゲッジフロアマット

閉めるときは
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安全装備

7

J00509901244

● 前後調整（運転席）P. 7-5

● 背もたれの角度調整 (バン）P. 7-5

● 背もたれの前倒し（バン／助手席）

P. 7-6

● シートヒーターAP. 7-6

● 折りたたむときはP. 7-8

シート

フロントシート リヤシート

バン

トラック

シート

フロントシート リヤシート（バン）A
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J00500100640

お好みに合わせて，つぎのようなシートアレンジをすることができます。

シートアレンジ（バン）

通常の使い方

背もたれの前倒し（助手席）
→ P. 7-6

荷室の作り方A

→P. 7-7
7 - 3
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J00500200452

シート各部の調整は走行前に行ってくだ

さい。

正しい運転姿勢がとれるように，つぎの

点に注意してシートを調整してくださ

い。

シート調整

警告
● シートの調整は必ず走行前に行ってく

ださい。走行中にシートを調整すると
必要以上に動くことがあり，重大な事
故につながるおそれがあります。

● シートの調整をした後は，シートが確

実に固定されていることを確認してく
ださい。シートが固定されていないと
シートが動き，重大な事故につながる
おそれがあります。

● シートの背もたれを必要以上に倒して

走行しないでください。急ブレーキを
かけたときや衝突したときなどに，身
体がシートベルトの下にもぐり，重大
な傷害を受けるおそれがあります。

注意
● シートの調整は必ず大人が行ってくだ

さい。お子さまが操作すると思わぬ事
故を起こすおそれがあります。

● シートを操作しているときは，シート

の下や動いている部分に手足を近づけ
ないでください。

警告
● 背もたれと背中の間にクッションなど

を入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないため，思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

注意
● 後方へシートを移動したり，背もたれ

を倒すときは乗員に注意してくださ
い。（バン）

ハンドルが楽に操作できる

ペダルが十分に

踏み込める

背すじをのばし背もたれに

軽くつける

シートベルトが正しく

着用できる→P. 7-9
7 - 4
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J00513500013

レバーを引いたまま調整します。

調整後はシートを前後に軽くゆすり，

シートが確実に固定されたことを確認し

ます。

J00513600014

レバーを引いたまま調整します。

調整後は背もたれを軽くゆすり，背もた

れが確実に固定されたことを確認しま

す。 

前後調整（運転席） 背もたれの角度調整（バン）

注意
● レバーを操作するときは，背もたれに

身体を添わせるか，手を添えて行って
ください。
背もたれが急に戻り顔などにあたるお
それがあります。
7 - 5
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J00513700015

助手席シートの背もたれを前倒しするこ

とにより，大きな荷物を積むことができ

ます。

レバーを引いたまま背もたれを前へ倒し

ます。

背もたれを確実にロックするまで起こし

ます。戻したあとは，背もたれが確実に

固定されていることを確認します。

A J00513800016

パワースイッチが ON のときにスイッチ

の上側を押すとヒーターが作動し，ス

イッチ内の表示灯が点灯します。

シートヒーターを切りたいときはスイッ

チの下側を押します。

背もたれの前倒し（バン／助
手席）

警告
● 背もたれを前倒しにした状態で人を乗

せて走行しないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどに重大な傷害を受けるおそれが
あります。

注意
● レバーを操作するときは，背もたれに

手を添えて行ってください。背もたれ
が急に戻り顔などにあたるおそれがあ
ります。

◆ 倒すときは

◆ 戻すときは

シートヒーター

注意
● READY（走行可能）表示灯が消灯して

いるときの連続使用は補機用バッテ
リーが上がる原因になります。

● 長時間の連続使用は低温やけど（水ぶ

くれなど）の原因になります。特につ
ぎのような方は注意してください。
•乳幼児，お子さま，お年寄，病気の方，

身体の不自由な方
•皮膚の弱い方

•疲労の激しい方

•飲酒した方およびねむけをさそう薬

などを飲んだ方（かぜ薬など）
● 重い荷物をシートの上に置いたり，針

やくぎなどをシートに刺したりしない
でください。

表示灯

助手席用スイッチ（バン）

運転席用スイッチ
7 - 6
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A J00503500414

リヤシートを折りたたむことにより，大

きな荷物を積むことができます。

● 毛布や座ぶとんなど保温性のよいもの

をシートにかけないでください。過熱
の原因となります。

● シートを手入れするとき，ベンジン，ガ

ソリン，およびアルコールなどの有機
溶剤を使用しないでください。シート
表面およびヒーターの損傷原因となり
ます。

● 水，ジュースなどをこぼしたときは十

分乾かしてから使用してください。

アドバイス
● ご使用にならないときはスイッチを OFF

にしてください。

注意 荷室の作り方（バン）

警告
● 荷室を作るときは必ず走行前に行って

ください。走行中にシートを操作する
と必要以上に動くことがあり，重大な
事故につながるおそれがあります。

● シートを折りたたんだり，または元に

戻したときは，シートが確実に固定さ
れていることを確認してください。
シートが固定されていないとシートが
動き，重大な事故につながるおそれが
あります。

● 走行中に荷室に人が乗ったり，お子さ

まを遊ばせないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどに重大な傷害を受けるおそれが
あります。

注意
● 室内にはシートの高さ以上に荷物を積

まないでください。また，荷物は確実
に固定してください。
後方の確認ができなくなったり，急ブ
レーキをかけたときに荷物が飛び出し
て思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● シートを操作するときは，手足をはさ

まないように注意してください。けが
をするおそれがあります。
7 - 7
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J00507600282

1.シートベルトのバックルを荷室側へ

押し出します。

2.ノブを引き上げたまま，背もたれを前

へ倒します。

3.シート後方のバンドを引いてロック

を外し，シート全体を前方へ倒しま

す。

4.シートベルトのバックルをフロアの

切り抜き部に格納します。

J00507700241

1.シート全体を後方へ起こします。

2.シート後部をカチッと音がするまで

押し付けるか，またはシートを少し持

ち上げた位置（約 30cm）から離し確

実に固定します。 

折りたたむときは

戻すときは

切り抜き部

格納後
7 - 8
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3.ノブを引き，背もたれを確実にロック

するまで起こします。

4.背もたれとクッションの間を通して

シートベルトのバックルを元の位置

に戻します。

5.操作後はシートを軽くゆすり，シート

が確実に固定されたことを確認しま

す。

J00505100687

シートベルトは万一の場合，運転者と同

乗者の安全を守ります。シートベルトは

つぎの使用方法，注意を守り，運転する

前に必ず着用してください。

シートベルト

警告
● 肩部ベルトは脇の下を通さないで，肩

に十分かかるように着用してくださ
い。ベルトが肩に十分かかっていない
と衝突したときなどに身体が前方に投
げ出され，重大な傷害を受けるおそれ
があります。

● 腰部ベルトは腹部にかけないでくださ

い。衝突したときなどに腹部などに強
い圧迫を受け，シートベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがあります。

● ベルトは1人用です。2人以上で使用し

ないでください。衝突のときなどにベ
ルトが正常に働かず，重大な傷害を受
けるおそれがあります。

上体を起こし深く座り

シートを正しい位置に

調整する
肩に十分

かかるように

腰部ベルトは必ず腰骨の

できるだけ低い位置にかける

ねじれて

いない

ように
7 - 9
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● シートの背もたれを必要以上に倒して

走行しないでください。急ブレーキを
かけたときや衝突したときなどに，身
体がシートベルトの下にもぐり，重大
な傷害を受けるおそれがあります。

● 車に乗るときは必ず全員がシートベル

トを着用してください。ベルトを着用
しないと急ブレーキをかけたときや衝
突したときなどに身体がシートに保持
されず，車外に投げ出されたりして，重
大な傷害を受けるおそれがあります。

● シートベルトは上体を起こして，シー

トに深く腰かけた状態で着用してくだ
さい。正しい姿勢で着用しないと十分
な効果を発揮しないおそれがありま
す。正しい姿勢については「シート調
整」を参照してください。→ P. 7-4

● シートベルトはねじれのないように着

用してください。ねじれがあるとベル
トの幅が狭くなり，衝突したときなど
に局部的に強い力を受けてシートベル
トにより重大な傷害を受けるおそれが
あります。

● ハンドルやインストルメントパネルに

必要以上に近づいて運転しないでくだ
さい。衝突したときなどにシートベル
トが十分な効果を発揮しないおそれが
あります。

● お子さまでもシートベルトを必ず着用

させてください。ひざの上でお子さま
を抱いていても，急ブレーキをかけた
ときや衝突したときなどに十分に支え
ることができず，お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

警告
● 妊娠中の女性や疾患のある方も，万一

のときのためにシートベルトを着用し
てください。ただし，局部的に強い圧
迫を受けるおそれがありますので，医
師にご相談のうえ注意事項を確認して
からご使用ください。
妊娠中の方は，腰部ベルトを腹部を避
けて腰部のできるだけ低い位置にぴっ
たりと着用してください。肩部ベルト
は確実に肩を通し，腹部を避けて胸部
にかかるように着用してください。

● シートベルトを着用する場合は洗たく

ばさみやクリップなどでベルトにたる
みをつけないでください。ベルトにた
るみがあると十分な効果を発揮しない
おそれがあります。

● ほつれや切り傷ができたり，金具部な

どが正常に動かなくなったときは，
シートベルトを交換してください。異
常がある状態で使用すると衝突時に正
常に動かず，性能を十分発揮できない
おそれがあります。

● 万一，事故にあって，シートベルトに

強い衝撃を受けた場合は，外観に異常
がなくても必ず交換してください。軽
い事故の場合も三菱自動車販売会社で
点検を受けてください。ベルト自体が
壊れている場合があり，性能を十分発
揮できないおそれがあります。

● シートベルトを修理または交換する場

合は三菱自動車販売会社へご相談くだ
さい。

● バックルや巻き取り装置の内部に異物

などを入れないようにしてください。
またシートベルトの改造や取り付け，
取り外しをしないでください。衝突し
たときなどに十分な効果を発揮できな
いおそれがあります。

● ベルトが汚れた場合は，中性洗剤を使

用してください。ベンジンやガソリン
などの有機溶剤の使用や漂白，染色は
絶対にしないでください。
シートベルトの性能が落ち，十分な効
果を発揮できなくなるおそれがありま
す。

警告
7 - 10
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J00505200239

ベルトの長さを調整する必要はありませ

ん。ベルトは身体の動きに合わせて伸縮

しますが，強い衝撃を受けたときは，ベ

ルトが自動的にロックされ身体を固定し

ます。 

J00507800170

1.プレートを持ってシートベルトを

ゆっくりと引き出します。 

2.ベルトがねじれていないか確認した

後，プレートをバックルにカチッと音

がするまではめ込みます。

3.腰部ベルトを腰骨のできるだけ低い

位置にかけ，ベルトを引いて腰部に密

着させます。

J00507900328

プレートを持ってバックルのボタンを押

します。

ベルトは自動的に巻き取られますので，

プレートに手を添えて，ゆっくり戻して

ください。

3点式シートベルト

アドバイス
● ベルトをすばやく引き出すことにより，

ベルトがロックするか確認できます。

◆ 着用するときは

アドバイス
● シートベルトがロックしたまま引き出せ

ないときは，一度ベルトを強く引いてか
らベルトをゆるめ，再度ゆっくりと引き
出してください。

バックル

プレート

◆ 外すときは

警告
● お子さまをシートベルトで遊ばせない

でください。
ベルトを身体に巻き付けたりして遊ん
でいると，窒息などの重大な傷害を受
けるおそれがあります。
万一，シートベルトが外せなくなった
ときは，はさみなどでベルトを切断し
てください。

引く

腰骨のできるだけ

低い位置

ボタン
7 - 11
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J00509700782

運転席および助手席（バン）のシートベ

ルトを着用しないままパワースイッチを

ONにすると，警告灯が点灯し，約6秒間

ブザーが鳴ってシートベルトの着用を促

します。

そのままシートベルトを着用せずに走行

したとき，パワースイッチをONにしてか

ら約1分が経過していると警告灯が点灯・

消灯を繰り返し，ブザーが断続的に鳴り

ます。

警告灯とブザーの警告は約90秒で止まり

ます。

その後，シートベルトを着用しないまま

停車・発進を繰り返すと，発進するたび

に警告灯とブザーによってシートベルト

の着用を促します。また，走行中にシー

トベルトを外しても同じようにシートベ

ルトの着用を促します。

シートベルトを着用すれば警告は止まり

ます。

J00505701101

プリテンショナー付シートベルトは，運

転席および助手席に装備されています。 

プリテンショナー機構は，パワースイッ

チが ON のときに運転者または助手席同

乗者に重大な危害がおよぶような強い衝

撃を車両前方より受けたときに，シート

ベルトを瞬時に引き込み，シートベルト

の効果をいっそう高める装置です。

◆ シートベルト警告

アドバイス
● バンの助手席用の警告は，助手席に組み

込まれた乗員検知センサーが助手席に掛
かる重量を検知したときに作動します。
助手席に荷物などを置くと，センサーが
重量を検知して，警報が作動することが
あります。

プリテンショナー機構／
フォースリミッター機構付
シートベルト     

プリテンショナー機構

警告
● プリテンショナー付シートベルトの効

果を十分に発揮させるため，つぎのこ
とをお守りください。
•シートを正しい位置に調整してくだ

さい。
→「シート調整」P. 7-4

•シートベルトを正しく着用してくだ

さい。
 →「シートベルト」P. 7-9

● プリテンショナー付シートベルトやフ

ロアコンソール付近の修理，カーオー
ディオなどの取り付けをする場合はプ
リテンショナー機構に影響をおよぼす
おそれがありますので，三菱自動車販
売会社にご相談ください。

注意
● 廃車するときは三菱自動車販売会社へ

ご相談ください。プリテンショナー付
シートベルトが思いがけなく作動し，
けがをするおそれがあります。

アドバイス
● プリテンショナー付シートベルトはシー

トベルトを装着していなくても，前方か
らの強い衝撃を受けると作動します。
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J00510100021

衝突時に，シートベルトにかかる荷重を

効果的に吸収し，乗員への衝撃をやわら

げる装置です。

J00510000378

正常なときはパワースイッチを ON にす

ると点灯し，数秒後に消灯します。

また，SRS エアバッグおよびプリテン

ショナー機構が作動すると，点灯したま

まとなります。

SRS エアバッグ警告灯はプリテンショ

ナー機構警告灯と兼用しています。

● プリテンショナー付シートベルトは一度

作動すると再使用できません。
三菱自動車販売会社で運転席，助手席側
を同時に交換してください。

フォースリミッター機構

アドバイス SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告灯

注意
● 警告灯がつぎのようになったときはシ

ステムの異常が考えられます。
衝突したときなどにSRSエアバッグお

よびプリテンショナー付シートベルト
が正常に作動せずけがをするおそれが
ありますので三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。
•パワースイッチを ON にしても警告灯

が点灯しない，または点灯したまま
•走行中に警告灯が点灯する
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J00506001172

チャイルドシート

警告
● シートベルトは大人の体格に合わせて

設計されています。シートベルトを着
けたとき肩部ベルトが首，あご，顔な
どに当たる場合や，腰部ベルトが腰骨
にかからないような小さなお子さまは
通常のシートベルトでは衝突のとき強
い圧迫を受け，シートベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがあります。
体格に合ったチャイルドシートを使用
してください。

● ６才未満のお子さまはチャイルドシー

トの使用が法律で義務付けられていま
す。

● チャイルドシートの取り付けは後席を

推奨しています。トラックへのチャイ
ルドシートの取り付けはおすすめしま
せん。

● 助手席SRSエアバッグ付き車は，助手

席に乳児用シート（ベビーシート）な
ど後ろ向き装着のチャイルドシートは
絶対に取り付けないでください。
また，幼児用シート（チャイルドシー
ト）など前後向きとも装着可能なシー
トでも後ろ向きには絶対に取り付けな
いでください。
助手席 SRS エアバッグが膨らむとき，

強い力が後ろ向きチャイルドシートの
上部にかかり，背もたれに押しつけら
れて命にかかわる重大な傷害を受ける
おそれがあります。

助手席

● 助手席SRSエアバッグ付き車は，助手

席に後ろ向き装着のチャイルドシート
を取り付けることを禁止するラベル
が，サンバイザーに貼り付けてありま
す。

● やむを得ず助手席にチャイルドシート

を取り付ける場合は，必ず前向きの
チャイルドシートを取り付けてくださ
い。

注意
● バンのフロントシートを後方へ移動し

たり背もたれを倒すときは，チャイル
ドシートに座ったお子さまに十分注意
してください。
お子さまがシートとチャイルドシート
の間にはさまれるおそれがあります。

警告
7 - 14
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J00506200904

下の表から，装着位置に応じてチャイルドシートを選択してください。

記号の説明

● U: 国連の安全基準ECE-R44に適合している汎用型（ユニバーサル）カテゴリーの

チャイルドシートのみが取り付け可能です。

● UF: 国連の安全基準ECE-R44に適合している汎用型（ユニバーサル）カテゴリーの

前向きチャイルドシートのみが取り付け可能です。

● L: 以下のリストに示す三菱自動車純正チャイルドシートの取り付けが可能です。

● X: チャイルドシートを取り付けることはできません。

三菱自動車純正チャイルドシート

ご購入，ご使用に関しては三菱自動車販売会社へご相談ください。

シート位置別チャイルドシートの適合性一覧表（シートベルト
使用による取り付け）

質量グループ
（お子さまの体重）

トラック（助手席） バン

エアバッグ
付き車

除く，エア
バッグ付き

車
助手席

リヤシート
左右席

0 10㎏まで X U X U

0+ 13㎏まで X U X U, L*1

Ⅰ 9～18㎏ UF U UF, L*2 U, L*2

Ⅱ 15～25㎏ UF U UF, L*3 U, L*3

Ⅲ 22～36㎏ UF U UF, L*3 U, L*3

記号 純正部品番号 ECE NO.

L*1 MZ525277 E1-04301146

L*2 MZ525280 E1-04301133

L*3 MZ525270 E1-04301169
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アドバイス
● ECE-R44に適合したチャイルドシートには，つぎの認可マークが表示されています。

法規番号

カテゴリー

体重範囲

国番号

認可番号
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J00506500949

チャイルドシートを取り付けるときは，

つぎの手順で確実に取り付けてくださ

い。 

1.チャイルドシートを取り付けたい席

に置きます。

2.チャイルドシートに添付の取扱説明

書にしたがって，チャイルドシートを

シートベルトで固定します。

3.チャイルドシートを前後左右にゆす

り，確実に固定されていることを確認

します。

プレートをバックルから外して，シート

ベルトをチャイルドシートから取り外し

ます。

ベルトは自動的に巻き取られますので，

プレートに手を添えて，ゆっくり戻して

ください。

チャイルドシートの取り付け
方

◆ 取り付けるときは

警告
● チャイルドシートの種類によって取り

付け方法が異なります。
必ずチャイルドシートの取扱説明書に
したがって正しく取り付けてくださ
い。
チャイルドシートによってはチャイル
ドシートに付属のロッキングクリップ
での固定が必要です。

ロッキングクリップ

◆ 取り外すときは
7 - 17
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J00506601224

SRSとはSupplemental Restraint System

の略語で補助拘束装置の意味です。

パワースイッチが ON のときに，運転者

または助手席同乗者に重大な危害がおよ

ぶような強い衝撃を車両前方から受けた

ときに，シートベルトの働きを補って，運

転者または助手席同乗者の頭部や胸部へ

の衝撃をやわらげる装置です。

SRSエアバッグ

警告
● SRS エアバッグはシートベルトに代わ

るものではありません。シートベルト
は必ず着用してください。
シートベルトをしていないと急ブレー
キなどで身体が前方へ放り出されるこ
とがあり，その際にSRSエアバッグが

膨らむとその強い衝撃で命にかかわる
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。シートベルトはつぎの理由により
必ず着用してください。
• SRSエアバッグが膨らんだとき，シー

トベルトがあなたの身体を正しい位
置に保ちます。

• SRS エアバッグが作動しないときで

も，シートベルトによりけがを軽減す
ることができます。

● シートは正しい位置に調整し，背もた

れに背中をつけた正しい姿勢でシート
に座ってください。
SRS エアバッグは非常に速い速度で膨

らむため，SRS エアバッグに近づきす

ぎた姿勢で乗車していると SRS エア

バッグが膨らむ際，エアバッグにより
命にかかわる重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● SRS エアバッグ構成部品およびその周

辺は膨らんだ後，高温になりますので
さわらないでください。やけどをする
おそれがあります。

注意
● SRS エアバッグが収納されている部分

に傷がついていたり，ひび割れがある
ときは三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。
衝突したときなどにSRSエアバッグが

正常に作動せずけがをするおそれがあ
ります。

アドバイス
● SRS エアバッグは非常に速い速度で膨ら

むため，SRS エアバッグとの接触により

すり傷や打撲などを受けることがありま
す。

● SRS エアバッグが膨らむときかなり大き

な音がし，白煙が出ますが火災ではあり
ません。また人体への影響もありません。
ただし，呼吸器系の疾患がある人や皮膚
が弱い人の場合，一時的にのどや皮膚に
刺激を感じることがあります。また，残
留物（カスなど）が目や皮膚など身体に
付着したときは，できるだけ早く水で洗
い流してください。
皮膚が弱い人の場合，まれに皮膚を刺激
することがあります。

● 膨らんだSRSエアバッグはすぐにしぼむ

ので視界を妨げません。
● SRS エアバッグは一度膨らむと再使用で

きません。三菱自動車販売会社でSRSエ

アバッグ構成部品を交換してください。
● 衝撃や助手席SRSエアバッグが膨らむこ

とにより，前面ガラスが破損する場合が
あります。

運転席SRS
エアバッグ

助手席SRS
エアバッグ

A
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J00506700390

運転席SRSエアバッグはハンドルの中に

装備されています。

A J00506801183

助手席SRSエアバッグはグローブボック

ス上のインストルメントパネルの中に装

備されています。

助手席SRSエアバッグは同乗者がいなく

ても運転席SRSエアバッグと同時に作動

します。

運転席SRSエアバッグ

警告
● ハンドルの交換や，パッド部にステッ

カーを貼ったり，カバーを付けること
はしないでください。SRS エアバッグ

が正常に作動せず重大な傷害を受ける
おそれがあります。

● ハンドルに顔や胸を近づけた姿勢で運

転しないでください。
SRS エアバッグが膨らむ際，エアバッ

グにより命にかかわる重大な傷害を受
けるおそれがあります。

パッド部

ステッカー

助手席SRSエアバッグ

警告
● インストルメントパネルの上に物を置

いたり，前面ガラスやルームミラーに
アクセサリーなどを取り付けたりしな
いでください。SRS エアバッグが膨ら

むときにこれらの物が飛んで重大な傷
害を受けるおそれがあります。
また，インストルメントパネルの上に
ステッカーを貼ったりしないでくださ
い。SRS エアバッグが正常に膨らむの

を妨げるおそれがあります。

ステッカー
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警告
● お子さまを乗せるときには，必ずつぎのことをお守りください。SRS エアバッグが膨

らむときの強い衝撃でお子さまの命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。
•必ずシートベルトを着用させてください。

•シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまには，チャイルドシートを装着し

てご使用ください。
• 6 才未満のお子さまはチャイルドシートの使用が法律で義務付けられています。

•助手席SRSエアバッグ付き車は，助手席に乳児用シート（ベビーシート）など後ろ向

き装着のチャイルドシートは絶対に取り付けないでください。
また，幼児用シート（チャイルドシート）など前後向きとも装着可能なシートでも後
ろ向きには絶対に取り付けないでください。
助手席SRSエアバッグが膨らむとき，強い力が後ろ向きチャイルドシートの上部にか

かり，背もたれに押しつけられて命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。

•助手席SRSエアバッグ付き車は，助手席に後ろ向き装着のチャイルドシートを取り付

けることを禁止するラベルが，サンバイザーに貼り付けてあります。

•やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合は，必ず前向きのチャイルド

シートを取り付けてください。

助手席
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J00507301026

正常なときはパワースイッチを ON にす

ると点灯し，数秒後に消灯します。

また，SRS エアバッグおよびプリテン

ショナー機構が作動すると，点灯したま

まとなります。

SRS エアバッグ警告灯はプリテンショ

ナー機構警告灯と兼用しています。

警告
● 助手席同乗者は，シートの前端に座っ

たり，インストルメントパネルに手や
足を乗せたり，顔や胸を近づけた姿勢
で座らないでください。また，お子さ
まをインストルメントパネルの前に立
たせたり，ひざの上に抱いたりしない
でください。SRS エアバッグが膨らむ

際，SRS エアバッグにより命にかかわ

る重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● 助手席同乗者は，かばんなどの荷物を

ひざの上にかかえるなど，SRS エア

バッグとの間に物を置いたりしないで
ください。SRS エアバッグが膨らむ際

に物が飛ばされ重大な傷害を受けるお
それがあります。 

 SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告灯

注意
● 警告灯がつぎのようになったときはシ

ステムの異常が考えられます。
衝突したときなどにSRSエアバッグお

よびプリテンショナー付シートベルト
が正常に作動せずけがをするおそれが
ありますので三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。
•パワースイッチを ON にしても警告灯

が点灯しない，または点灯したまま
•走行中に警告灯が点灯する
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J00506900363

乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を車両前方から受けたときに作動します。

運転席・助手席SRSエアバッグの作動条件

◆ 作動するとき

アドバイス
● コンクリートのような固い壁でなく，衝撃を吸収できるもの（車やガードレールのように変

形，移動するもの）に衝突した場合は，エアバッグが作動するときの衝突速度（車速）は高
くなります。

約25km/h以上の速度でコンクリートのような

固い壁に正面から衝突したとき

車両の前方左右約30度以内の方向から

強い衝撃（左記と同等）を受けたとき
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衝突により車両前部が大きく変形しても，衝突した位置や角度，衝突したものの形状

や状態などによってSRSエアバッグは作動しないことがあります。車両の変形や損傷

の大きさとSRSエアバッグの作動は必ずしも一致しません。

SRSエアバッグが膨らんでも乗員保護の効果がないため作動しません。

また，一度作動したSRSエアバッグは，2回目以降の衝突では再作動しません。

◆ 作動しないことがあるとき

◆ 作動しないとき

電柱や立木など狭い範囲に衝突したとき トラックなどの荷台へ潜り込んだとき

斜め前方から衝突したとき

追突されたとき 側面から衝突されたとき

横転，転覆したとき
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走行中，車両下部に強い衝撃を受けたときに作動することがあります。

◆ 作動することがあるとき

中央分離帯や縁石などに衝突したとき 深い穴や溝に落ちたとき

ジャンプして地面にぶつかったとき
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J00507400756

取り扱い上の注意

警告
● ハンドル周り，インストルメントパネル，フロアコンソール付近の修理，カーオーディ

オなどの取り付け，および車両前部の修理をする場合は， SRS エアバッグシステムに

影響をおよぼしたり， SRS エアバッグが思いがけなく作動しけがをするおそれがあり

ますので，三菱自動車販売会社へご相談ください。
● サスペンションを改造しないでください。車高が変わったり，サスペンションの硬さが

変わるとSRSエアバッグの誤作動につながるおそれがあります。

● ステアリングパッドやインストルメントパネル上部など SRS エアバッグ展開部付近を

強くたたくなど，過度の力を加えないでください。
SRSエアバッグが正常に作動せず重大な傷害を受けるおそれがあります。

● SRS エアバッグコントロールユニットの取り扱いについてはつぎのことをお守りくだ

さい。取り扱いを誤ると SRS エアバッグが正常に作動せず重大な傷害を受けるおそれ

があります。
• SRSエアバッグコントロールユニットの取り外し，分解をしない。

• SRSエアバッグコントロールユニットおよびその周辺に水をかけない。

• SRSエアバッグコントロールユニットおよびその周辺に重い荷物を落としたり，強く

けるなど，過度の力を加えない。

注意
● 廃車するときは三菱自動車販売会社へご相談ください。SRS エアバッグが思いがけな

く作動し，けがをするおそれがあります。
● 電気テスターを使って，エアバッグの回路診断はしないでください。SRS エアバッグ

の誤作動につながるおそれがあります。
● 無線機の電波などは，SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を与える

おそれがありますので，無線機などを取り付けるときは，三菱自動車販売会社にご相談
ください。

アドバイス
● お車をゆずられるときは SRS エアバッグ装着車であることを説明し，取扱説明書を車につ

けておいてください。 

SRSエアバッグ

コントロールユニット
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J00600100960

メーター

1- 駆動用バッテリー残量計→P. 8-9
2- パワーメーター →P. 8-3
3- オドメーター（積算距離計）／トリップメーター（区間距離計）／

メーター照度表示／サービスリマインダー／航続可能距離表示→P. 8-3
4- スピードメーター →P. 8-3
5- リセットボタン／メーター照度調整ボタン／切り換えボタン→P. 8-3
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J00600200150

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときに，走行速度を示します。

J00616900035

パワーユニット，エアコンの消費電力お

よび回生ブレーキで発生した電気エネル

ギーの充電電力を示します。

READY（走行可能）表示灯を点灯させる

と指針が基準の位置に移動し，車両の使

用状況に応じて指針が左右に振れます。

パワーユニットおよびエアコンの消費電

力を示します。

右に振れる量が大きいほど，電力を多く

消費しています。

回生ブレーキで発生した電気エネルギー

の充電電力を示します。

左に振れる量が大きいほど，電気エネル

ギーを多く充電しています。

J00600600558

パワースイッチが ON のとき，オドメー

ター表示，トリップメーター表示，メー

ター照度表示，サービスリマインダー，ま

たは航続可能距離表示を表示します。

スピードメーター

パワーメーター

基準の位置より右に振れたとき

基準の位置より左に振れたとき

基準の位置

オドメーター（積算距離計）／
トリップメーター（区間距離
計）／メーター照度表示／
サービスリマインダー／航続
可能距離表示
8 - 3
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切り換えボタンを軽く（約1秒未満）押す

たびに表示が切り換わります。
走行した総距離をkm単位で表示します。

2地点間の走行距離をkm単位で表示しま

す。

0に戻すにはリセットボタンを約1秒以上

押し続けます。この場合，表示されてい

る方だけリセットされます。

表示を切り換えるときは

アドバイス
● 航続可能距離表示は，パワースイッチが

ONのときに表示されます。

● メーター照度表示またはサービスリマイ

ンダー表示のとき約10秒間何も操作しな

いとオドメーター表示に戻ります。

オドメーター表示

トリップメーター

 表示

トリップメーター

 表示

メーター照度表示

サービスリマインダー

　次回点検までの

　残り走行距離

サービスリマインダー

　次回点検までの

　残り月数

航続可能距離表示

◆ オドメーター

◆ トリップメーター

＜トリップメーター ，トリップメー
ター の使用例＞

トリップメーター で自宅を出発
してからの距離を測りながら，ト
リップメーター で途中の経由地
からの距離を測ることができます。

リセットするときは

＜例＞

トリップメーター が表示されて
いればトリップメーター だけリ
セットされます。

アドバイス
● トリップメーターはA，B共に9999.9kmま

で計測することができます。
● パワースイッチをACCまたはLOCKにし

た後でもリセットボタンを押すと約30秒
間オドメーターまたはトリップメーター
を表示します。

● 補機用バッテリーの端子を外すと，ト

リップメーターの 表示， 表示とも
記憶が消去され，表示が0に戻ります。
8 - 4
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メーターの明るさを表示します。

明るさ表示の数が多いほどメーター照明

が明るくなります。

ボタンを押し続けると明るさ表示がオー

トスクロールし，手を離すと止まります。

お好みの明るさに調整してください。

◆ メーター照度表示

メーターの明るさを変えるときは

アドバイス
● 尾灯の点灯・消灯に応じてそれぞれ調整

することができます。

● ライトスイッチが または 位置に

あるときは，メーターの照明が自動的に
調整した明るさに切り換わります。

● パワースイッチをACCまたはLOCKにし

た後でも，メーターの明るさの状態を記
憶しています。

明るさ表示

照度調整ボタン

明るい 暗い
8 - 5
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J00611400107

新車1 ヶ月点検(1.000km)，新車6 ヶ月点検 (5.000km)とその後の12 ヶ月ごとの定期点

検までの残り走行距離または残り月数を表示します。

点検時期が近づいたときは，　“------”を表示して知らせます。

また，このときパワースイッチをLOCKまたはACCからONにするとスパナマークが

数秒間表示されます。

◆ サービスリマインダー

次回点検までの残り走行距離／

次回点検までの残り月数

スパナマーク

リセットボタン
8 - 6
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1.次回点検までの残り走行距離または次回点検までの残り月数を表示します。

2.点検時期が近づいたことを“------”を表示して知らせます。三菱自動車販売会社で

点検を受けてください。

このときパワースイッチをLOCKまたはACCからONにするとスパナマークが数秒

間表示されます。

3.三菱自動車販売会社で点検を受けると，次回点検までの残り走行距離または次回点

検までの残り月数を表示します。

アドバイス
● 距離は100km 単位，期間は1ヶ月単位で減少します。

● 新車6ヶ月点検を過ぎると，期間のみを表示します。

● サービスリマインダーの設定を変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

次回点検までの残り走行距離

次回点検までの残り月数
8 - 7
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パワースイッチがLOCKまたはACCのときに，スパナマーク，“------”表示をリセット

することができます。

リセットすると次回点検までの残り走行距離または次回点検までの残り月数を表示

し，パワースイッチをLOCKまたはACCからON にしたときに表示されていたスパナ

マークは表示されなくなります。

1.リセットボタンを押して，次回点検までの残り走行距離または次回点検までの残り

月数を表示させます。

2.リセットボタンを長く（約2 秒以上）押して“スパナマーク”を点滅表示させます。

（点滅中，約10 秒間何も操作しないと元の表示画面に戻ります。）

3.点滅中にリセットボタンを軽く押すと “------” が“cLEAr ”表示にかわります。

4.その後，次回点検までの残り走行距離または次回点検までの残り月数を表示しま

す。

リセットするときは

注意
● 日常点検整備と定期点検整備は，お客様の責任において実施していただくことが法律で

義務付けられています。
事故や故障を未然に防ぐために必ず実施してください。

アドバイス
●“------”表示はパワースイッチがON のときはリセットできません。

●“------”表示後，一定距離及び一定期間が経過すると自動的にリセットされてつぎの定期点

検までの時期を表示します。
● 誤ってリセットした場合は，三菱自動車販売会社にご相談ください。

“スパナマーク”点滅

リセットボタン
8 - 8
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J00618700053

おおよその航続可能距離（あと何km走行

できるか）を表示します。航続可能距離

が短くなると“---”を表示します。

J00617000033

充電中またはパワースイッチが ON のと

きに，駆動用バッテリーの残量を表示し

ます。

J00617100050

パワースイッチが ON のときに駆動用

バッテリー残量計の目盛が 2 つ以下にな

ると，つぎのように警告灯，目盛が点滅

します。

警告灯が点滅したら早めに充電してくだ

さい。

→「充電のしかた」P.  5-4， 5-15

◆ 航続可能距離表示

アドバイス
● 航続可能距離は今までの走行データをも

とに表示されますが，走行状態（道路状
況，運転のしかたなど）およびエアコン

（冷房または暖房）の作動状態により変化
します。
例えば，渋滞路走行，登坂路走行，急加
速の繰り返し，エアコン作動時などは，航
続可能距離表示の値が大きく下がりま
す。
また，補機用バッテリーの端子を外した
ときは，今までの駆動用バッテリーの消
費電力データが消去されるので，それま
でとは異なった値が表示されることがあ
ります。表示はあくまでも参考としてご
利用ください。

● 充電すると航続可能距離が更新されま

す。
ただし，充電量が少ないと正しい数値が
表示されません。

駆動用バッテリー残量計

F- 満充電です。
E- 充電してください。

アドバイス
● 充電中は，充電ランプも同時に点灯しま

す。
→「充電ランプ」P. 8-11

◆ 駆動用バッテリー残量警告灯

目盛2つのとき：警告灯が点滅

目盛1つのとき：警告灯と目盛が交互に
点滅

アドバイス
● エアコン（冷房または暖房）使用中に目

盛が0になると，エアコンが停止して，送

風のみに切り換わります。
● 目盛が0になると，パワーダウン警告灯が

点灯し，出力を制限します。
● 充電中は，目盛が2つのときは警告灯が点

滅し，目盛が1つのときは警告灯と目盛が

交互に点滅します。

警告灯

目盛
8 - 9
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J00601501261

表示灯・警告灯

1- 駆動用バッテリー残量警告灯→P. 8-9
2- セレクターレバー位置表示灯→P. 9-9
3- 車両接近通報装置OFF表示灯→P. 9-14
4- ヘッドライト上向き表示灯→P. 8-11
5- 方向指示表示灯／非常点滅表示灯→P. 8-11
6- 車幅灯表示灯→P. 8-11
7- サービスリマインダー →P. 8-6
8- 半ドア警告灯→P. 8-12
9- シートベルト警告灯→P. 7-12

10- SRSエアバッグ／プリテンショナー機構警告灯→P. 7-13， 7-21
11- READY（走行可能）表示灯→P. 8-11
12- 補機用バッテリー充電警告灯→P. 8-12
13- パワーユニット警告灯→P. 8-13
14- パワーダウン警告灯→P. 8-13
15- トラクションコントロール (TCL)作動表示灯→P. 9-20
16- トラクションコントロール (TCL)OFF表示灯→P. 9-20
17- 充電ランプ→P. 8-11
18- 電動パワーステアリング警告灯→P. 9-18
19- ブレーキ警告灯→P. 8-11
20- ABS警告灯→P. 9-16
8 - 10
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J00601600018

J00601700396

J00601800010

J00602100108

J00617200022

J00617300023

J00602500014

J00602601054

J00617700030

ブレーキの負圧が不足するとブザーが鳴

り，ブレーキの効きが悪くなるおそれが

あることを運転者に知らせます。

表示灯

方向指示表示灯／非常点滅表
示灯

方向指示レバー，非常点滅灯を
作動させると点滅します。

アドバイス
● 点滅が異常に早くなったときは，方向指

示灯の球切れが考えられますので三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

ヘッドライト上向き表示灯

ヘッドライトを上向きにする
と点灯します。

車幅灯表示灯

車幅灯，尾灯を点灯させると表
示灯が点灯します。

READY（走行可能）表示灯

パワースイッチを START まで
回し走行が可能な状態になる
と点灯します。

充電ランプ

普通充電ケーブルまたは急速
充電ケーブルが接続されると
点滅します。
その後，充電が開始されると点
灯に切り換わり，充電が完了す
ると消灯します。

警告灯

ブレーキ警告灯（ブレーキ警
告ブザー）

パワースイッチをONにすると
点灯し，数秒後に消灯します。
また，つぎのようなときに点灯
します。
走行する前に，必ず警告灯が消
えていることを確認してくだ
さい。
● 駐車ブレーキをかけたまま

のとき
● ブレーキ液が不足している

とき
● ブレーキ負圧発生システム

に異常があるとき
● ブレーキ力配分機能に異常

があるとき

◆ ブレーキ警告ブザー

アドバイス
● ブレーキペダルを何度も繰り返して踏み

込むと，ブレーキ警告灯が点灯し，ブレー
キ警告ブザーが鳴ります。ブレーキ操作
をやめて数秒後に警告灯が消灯し，ブ
ザーが鳴り止めば異常ではありません。
8 - 11
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J00617900032

J00603200597

注意
● つぎの場合はブレーキの効きが悪く

なったり，急ブレーキをかけたとき車
体姿勢が不安定になるおそれがありま
すので，急ブレーキや高速走行を避け
ただちに車を安全な場所に止めて三菱
自動車販売会社へご連絡ください。
•駐車ブレーキをかけてもブレーキ警

告灯が点灯しない，または戻してもブ
レーキ警告灯が消灯しない

•走行中ブレーキ警告灯が点灯したま

ま消灯しない
•ブレーキ警告灯と ABS 警告灯が同時

に点灯する
→「ABS警告灯とブレーキ警告灯が同

時に点灯したときは」P. 9-17
•ブレーキ警告ブザーが鳴り止まない

● ブレーキの効きが悪い場合はつぎの処

置により車を止めてください。
•ブレーキペダルを通常より強く踏ん

でください。
ブレーキペダルが奥まで踏み込まれ
た状態になることがありますが，その
ままブレーキペダルを強く踏み続け
てください。

•万一，ブレーキが効かないときは，回

生ブレーキでスピードを落としてか
ら駐車ブレーキを慎重にかけてくだ
さい。
このとき後続車に注意をうながすた
め，ブレーキペダルを踏んでストップ
ランプを点灯させてください。

アドバイス
● パワースイッチを ON にした直後やブ

レーキペダルを踏み込んだときに，パ
ワーユニットルームからブレーキ負圧電
動ポンプの作動音が聞こえることがあり
ます。
これは装置が正常に作動していることを
示すもので異常ではありません。

補機用バッテリー充電警告灯

補機用バッテリーの充電系統
に異常があると点灯します。
正常なときは パワースイッチ
をONにすると点灯し，パワー
ユニットが起動すると消灯し
ます。

注意
● パワーユニットが作動しているときに

点灯したときは，必ずつぎのことをお
守りください。
•ただちに安全な場所に停車し，三菱自

動車販売会社へご連絡ください。
•補機用バッテリーに充電しないでく

ださい。

半ドア警告灯

いずれかのドア（含む，テール
ゲート）が完全に閉められてい
ないときに点灯します。
半ドアのまま車速が約8km/h以
上になると，警告灯が 16 回点
滅すると同時にブザーが 16 回
鳴り，半ドアを知らせます。

注意
● 走行する前に，警告灯が消灯している

ことを確認してください。

アドバイス
● 警告灯の点滅とブザーの機能を働かなく

することができます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

● 運転席ドアが開いていると，パワース

イッチ切り忘れ警告ブザーまたはキー抜
き忘れ警告ブザーが鳴るため，半ドアを
知らせる警告ブザーは鳴りません。
8 - 12
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J00617400024

J00617800057

パワーダウン警告灯が点灯したときは，

つぎのように処置してください。

● 駆動用バッテリーの残量が少ないと

きは，早めに駆動用バッテリーを充電

してください。

→「充電」P. 5-2

● 外気温が高いときや上り坂を連続で

走行した後などに警告灯が点灯した

ときは，モーター（パワーユニット）

や駆動用バッテリーを冷却するため

に安全な場所に停車してください。し

ばらく放置しても警告灯が点灯した

ままのときは，三菱自動車販売会社に

ご連絡ください。

● 外気温が低いときに警告灯が点灯し

たときは，車を暖かい場所へ移動して

ください。

パワーユニット警告灯

高電圧部位に異常があると点
灯します。
→「点検・整備をするときは」
P. 3-3

注意
● 走行中に点灯したときは，ただちに安

全な場所に停車し，三菱自動車販売会
社にご連絡ください。

パワーダウン警告灯

つぎのようなときに点灯し，安
全装置が働いて出力を制限し
ます。
● 駆動用バッテリー残量計の

目盛が0のとき
● 駆動用バッテリーの残量が

少ないときや，電圧が低下
しているとき，モーター（パ
ワーユニット）や駆動用
バッテリーの温度が高いと
きまたは低いとき

注意
● 走行中にパワーダウン警告灯が点灯し

たときは，アクセルペダルを踏んでも
車速が上がらなくなることや減速する
ことがあります。また，減速によって
他の車両よりも速度が落ち，衝突の危
険が高まるおそれがあります。急加速
や急発進を避け周囲の状況に十分注意
して走行してください。

アドバイス
● パワーダウン警告灯の点灯は，車の故障

を示すものではありません。
● エアコン（冷房または暖房）使用中にパ

ワーダウン警告灯が点灯すると，エアコ
ンが停止して送風のみに切り換わること
があります。
8 - 13
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J00604000967

パワースイッチの位置に関係なく使用で

きます。

レバー先端のツマミを回すと下表の○印

のランプが点灯します。

J00606000844

*1 ヘッドライトや車幅灯などの車外照

明

● ライトスイッチが または の位

置でも，パワースイッチをLOCKにし，

運転席ドアを開くと，ランプ類が自動

的に消灯します。

•キーを抜き運転席ドアを開いた場合

は，ブザーが鳴り，ランプ類の消し

忘れを知らせます。

•キーを差したまま運転席ドアを開い

た場合は，ブザーが断続的に鳴り，

キーの抜き忘れを知らせます。

● ライトスイッチが または の位

置でも，パワースイッチをLOCKにし，

運転席ドアを開かないまま約3分たつ

とランプ類が自動的に消灯します。

ライトスイッチ

ツマミの位置

ヘッドライト ○ —

車幅灯 ○ ○

尾灯 ○ ○

番号灯 ○ ○

計器類照明灯 ○ ○

注意
● 点灯中および消灯直後は，レンズの表

面が高温になっているため触らないで
ください。やけどをするおそれがあり
ます。

アドバイス
● 雨の日や洗車後などにレンズ内側が曇る

ことがあります。これは湿気の多い日な
どに窓ガラスが曇るのと同様の現象で，
機能上の問題はありません。ランプを点
灯すると熱で曇りは取れます。ただし，ラ
ンプ内に水がたまっているときは三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

ヘッドライト *1 オートカット
機能（自動消灯）
8 - 14
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J00615600051

降車後も約 3 分間ランプ類を点灯させて

おくことができます。

1.ライトスイッチをOFFにし，パワース

イッチをLOCKにします。 

2.ライトスイッチを の位置にし，降

車します。

3.約 3 分後にランプ類が自動消灯しま

す。

J00606100308

ライトスイッチが または の位置の

ままでキーを抜き，運転席のドアを開く

と，ブザーが鳴り，ランプ類の消し忘れ

を知らせます。

ヘッドライトオートカット機能が働く，

ライトスイッチをOFFにする，またはド

アを閉じればブザーは止まります。

◆ 降車後，照明として利用する
ときは

アドバイス

● ライトスイッチを 位置にすると降車

後照明として利用できません。（自動消灯
せず通常通り，ランプ類が点灯し続けま
す。） 

● 運転席から降車するとき，キーが抜かれ

ていればライト消し忘れ警告ブザーが鳴
り，キーが差さっていればキー抜き忘れ
警告ブザーが鳴りますが，ドアを閉じれ
ば止まります。

アドバイス
● つぎの機能を変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

• ライトスイッチが 位置でも降車後

照明として利用できるようにする。
• ランプ類のオートカット機能を働かな

くする。

ライト消し忘れブザー
8 - 15



計器盤・スイッチ

8

J00606200413

レバーを(1)まで引くたびにヘッドライト

の照らす方向が上向き，下向きと交互に

切り換わります。

レバーを(2)まで軽く引くと，引いている

間ヘッドライトが上向きになり，メー

ター内の表示灯も点灯します。

J00604100896

ヘッドライトの照らす方向（光軸）は，乗

員の人数や荷物の重さなどによって変化

します。人や荷物をのせて，ヘッドライ

トの光軸がいつもより上向きになった場

合は，ダイヤルを回してヘッドライトの

光軸を下向きに調整します。

ダイヤルの数字が大きくなるほど下向き

になります。

荷物の重さに応じて下記の表を目安にダ

イヤル位置を調整してください。

荷物をおろした後は，必ずダイヤルを “0”

の位置に戻してください。

上下切り換え

アドバイス
● ライトスイッチがOFF位置でも，レバー

を(2)まで軽く引いている間ヘッドライト

が上向きで点灯します。
● ヘッドライトを上向きにしたまま戻し忘

れても，次回ライトスイッチを の位置
にすると必ず下向きで始まります。

ヘッドライトレベリングダ
イヤル

注意
● 調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故
につながるおそれがあります。

乗員や荷室の積載状態
ダイヤル
位置

運転席乗車時 0

運転席乗車時＋荷
室最大積載時

（後席折りたたみ）

2
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計器盤・スイッチ

8

J00604200930

パワースイッチが ON のときにレバーを

(1) まで操作すると，方向指示灯とメー

ター内の表示灯が点滅します。

レバーはハンドルを戻すと自動的に戻り

ます。ゆるいカーブなどで戻らないとき

は手で戻してください。

車線変更などのときは，レバーを (2)まで

軽く操作すると操作している間だけ方向

指示灯とメーター内の表示灯が点滅しま

す。

また，レバーを (2)まで軽く操作し，すぐ

離すと3回，方向指示灯とメーター内の表

示灯が点滅します。

アドバイス
● 車検などで光軸調整をするときは，ダイ

ヤルを “0”の位置（光軸が一番上向きの位

置）にしてから行ってください。

方向指示レバー

1- 方向指示
2- 車線変更

アドバイス
● 点滅が異常に早くなったときは，方向指

示灯の球切れが考えられますので三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

● つぎの機能を変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。
•パワースイッチがONまたはACCのとき

にレバーを操作すると，方向指示灯と
メーター内の表示灯が点滅する。

•車線変更時，方向指示灯の3回点滅機能

を働かなくする。
•車線変更時，方向指示灯の3回点滅機能

のレバー操作時間を調整する。
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計器盤・スイッチ
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J00604300742

故障したときなど，やむを得ず路上に車

を止めたいときに使用します。

スイッチを押すとすべての方向指示灯が

点滅し，メーター内の表示灯も点滅しま

す。もう一度押すと消灯します。

J00604801005

パワースイッチがONまたはACCのとき

に使用できます。

非常点滅灯スイッチ

アドバイス
● READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長時間使用すると補機用バッテ
リーが上がり，パワーユニットの起動が
できなくなることがあります。

ワイパー／ウォッシャース
イッチ

注意
● 寒冷時にウォッシャーを使用するとガ

ラスに噴きつけられたウォッシャー液
が凍結し，視界を妨げることがありま
す。ウォッシャー使用前にヒーターや
リヤウインドウデフォッガーを使っ
て，ガラスを暖めてください。

アドバイス
● ガラスがほこりや泥で汚れているとき

は，洗車するかウォッシャー液を噴射し
てからワイパーを使用してください。
汚れたままでワイパーを動かすとガラス
に傷がつくことがあります。

● ウォッシャー液が出ないとき，ウォッ

シャースイッチを操作し続けるとポンプ
が故障するおそれがあります。ウォッ
シャー液量やノズルのつまりを点検して
ください。
→「ウォッシャー液の点検・補給」
P. 13-2

● 凍結などでワイパーブレードがガラスに

張り付いたまま作動させないでくださ
い。ガラスに張り付いたまま作動させる
とワイパーブレードを傷めたり，ワイ
パーモーターが故障するおそれがありま
す。
凍結のおそれがあるときや長時間ワイ
パーを使用しなかったときは，ワイパー
ブレードがガラスに張り付いていないこ
とを確認してください。

● ワイパーを作動中，積雪などによりワイ

パーブレードが途中で止まったときはワ
イパースイッチをOFFにしてもモーター

に電流が流れておりパワースイッチを
LOCK にしないとモーターが焼き付くこ

とがあります。必ず車を安全な場所に止
めてパワースイッチを LOCK にし，ワイ

パーブレードが作動できるように積雪な
どを取り除いてください。
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計器盤・スイッチ

8

J00615400264 J00618200032

レバーが INT（間けつ作動）位置のときに

ノブを回すと間けつ時間を調整できま

す。

フロントワイパースイッチ

MIST 1回作動（ワイパーミスト機能）
OFF 停止
INT 間けつ作動（車速感応）

車速に応じてワイパーが間けつ
作動します。
車速が速くなると間けつ時間が
短くなります。

LO 低速作動
HI 高速作動

アドバイス
● 車速感応の機能を働かなくすることがで

きます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

除く，リヤワイパー付き車

リヤワイパー付き車

◆ 間けつ時間の調整のしかた

除く，リヤワイパー付き車

ノブ

遅い

速い

ノブ

遅い

速い
リヤワイパー付き車
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計器盤・スイッチ

8

J00618300046

レバーを MIST 位置に上げて離すとワイ

パーが1回だけ作動します。霧雨のときな

どにご使用ください。レバーをMIST位置

に上げている間はワイパーが連続作動し

ます。

J00604900562

レバーを手前に引いている間ウォッ

シャー液が噴射します。

ワイパーが作動していないときや間けつ

作動中にウォッシャー液を噴射するとワ

イパーが数回作動します。

◆ ワイパーミスト機能 フロントウォッシャースイッ
チ

アドバイス
● ワイパーを作動させずにウォッシャー液

を噴射するときは，レバーを手前に引い
た状態でパワースイッチを ON または

ACC にするとワイパーは連動せず，

ウォッシャー液のみが噴射します。
● ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させないようにすることがで
きます。詳しくは三菱自動車販売会社に
ご相談ください。
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計器盤・スイッチ

8

A J00605000892

パワースイッチがONまたはACCのとき

に使用できます。

レバー先端のツマミを回すとつぎの通り

作動します。 

リヤワイパー／ウォッシャー
スイッチ

INT 間けつ作動
数回作動し，その後約8秒おきに作
動

OFF 停止
この位置に回している間，ウォッ
シャー液を噴射。同時にワイパー
が数回作動。

アドバイス
● 後方の視界を確保するため，INTの位置で

間けつ作動中にセレクターレバーを に
入れるとワイパーが自動的に数回作動
し，その後間けつ作動に戻ります。

● ワイパーを作動させずにウォッシャー液

を噴射するときは，レバー先端のツマミ

を の位置に回した状態でパワース
イッチを ON または ACC にするとワイ

パーは連動せず，ウォッシャー液のみが
噴射します。

● つぎの機能を変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。
•ワイパーの間けつ作動時間を調整する。

この調整をした場合，間けつ作動だけで
なく 1 秒以内にレバー先端のツマミを

INT（間けつ作動）の位置に 2 回繰り返

して回すと，ワイパーを連続作動に切り
換えることができます。（連続作動モー
ド）

•ワイパーの間けつ作動を連続作動にす

る。
•ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させない。

アドバイス
8 - 21



計器盤・スイッチ

8

A J00605500738

リヤガラスにプリントされた電熱線でガ

ラスを暖めて曇りを取ると同時に，ガラ

ス表面の霜や氷を取り除きやすくしま

す。

パワースイッチが ON のときにスイッチ

を押すと作動し，表示灯が点灯します。

もう一度押すとスイッチが切れます。

J00605600511

ハンドルの マーク部付近を押すとホー

ン（警音器）が鳴ります。

リヤウインドウデフォッ
ガー（曇り取り）スイッチ

アドバイス
● READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに使用しないでください。補機用
バッテリーが上がり，パワーユニットの
起動ができなくなることがあります。

● この装置は補機用バッテリーの消費電力

が大きいので曇りが取れたら停止させて
ください。
長時間使うと補機用バッテリーの電圧が
低下し，パワーユニットの起動ができな
くなることがあります。

● リヤガラス付近に物を置かないでくださ

い。車の振動で物が当たると電熱線が切
れることがあります。

● リヤガラスの内側を清掃するときは，電

熱線を傷つけないように柔らかい布を使
い電熱線に沿ってふいてください。

表示灯

ホーンスイッチ
8 - 22
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運転装置

9

J00700101098

ブレーキペダルを踏み込んだまま，ボタ

ンを押さずに駐車ブレーキレバーをいっ

ぱいまで引きます。 

1.ブレーキペダルを踏み込んだまま，レ

バーを少し引き上げ

2.ボタンを押したまま

3.完全に戻します。

解除したときはメーター内のブレーキ警

告灯が消灯していることを確認してくだ

さい。

駐車ブレーキ

かけるときは

注意
● 坂道に駐車するときは駐車ブレーキを

確実にかけ，セレクターレバーを に
入れてください。

● 駐車ブレーキをかけるときはブレーキ

ペダルをしっかり踏み，完全に車を止
めてから駐車ブレーキレバーを引いて
ください。
車が動いているうちに駐車ブレーキレ
バーを引くと後輪がロックして車体姿
勢が不安定になるおそれがあります。
また，駐車ブレーキの故障の原因にな
ります。

解除するときは

注意
● 駐車ブレーキをかけたまま運転すると

ブレーキが過熱し，ブレーキの効きが
悪くなるとともにブレーキが故障する
原因になります。
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運転装置
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J00700300077

ミラーの本体を上下左右に動かして角度

を調整します。

J00700500604

ミラー全体を動かして角度を調整しま

す。

ルームミラー

注意
● 調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故
につながるおそれがあります。 

ミラーの角度調整

ドアミラー

注意
● 調整は必ず走行前に行ってください。

● ドアミラーは凸面鏡を採用していま

す。
凸面鏡は平面鏡に比べ，物が遠くに見
え，実際と距離感覚が異なりますので
注意してください。

ミラーの角度調整
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手でミラーを車両後方に倒して格納しま

す。

戻すときは車両前方へ起こします。

J00700600100

発進時またはごく低速時に助手席側の車

両側面を確認するときに使用します。

ドアミラーの格納・復帰

注意
● ミラーを倒したままで運転しないでく

ださい。ミラーによる後方確認ができ
ず思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

サイドアンダーミラー

ミラーに映るおよその範囲

注意
● 後方の確認はルームミラー，ドアミ

ラーで行ってください。

ドアミラー

サイドアンダーミラー
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A J00700700039

ミラー本体を上下左右に動かして，後方

の死角が十分確認できる位置に調整しま

す。

● 車の直前，後方および左斜め前方は運

転席からでは十分に確認しにくい箇所
です。駐車場などで前進または後退を
行うときはミラーだけにたよらず，一
度車から降りて周りの状況をよく確認
して車を動かしてください。

● 信号待ちなどで一旦停止したときでも

周りの状況に注意し，安全を十分に確
認してから発進してください。

注意 リヤアンダーミラー

アドバイス
● 車をバックするときはミラーだけにたよ

らず，一度車から降りて周りの状況を確
認してから車を動かしてください。
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J00719000041

J00719100039

パワースイッチ

各位置の働き

ハンドルがロックされ
る位置
キーが抜き差しできま
す

READY（走行可能）表示
灯が消灯しているとき
でもオーディオ，シガ
レットライターなどが
使用できる位置

パワーユニット作動中
の位置
すべての電気系統が働
きます

パワーユニットを起動
する位置
手を離すと自動的に ON
の位置へ戻ります 

アドバイス
● READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときはパワースイッチを LOCK にして

ください。パワースイッチを ON または

ACCのままオーディオなどの電気製品を

長時間使用すると，補機用バッテリーが
上がり，パワーユニットの起動ができな
くなるおそれがあります。

● パワースイッチがLOCKからACCに回ら

ないときはハンドルを軽く左右に動かし
ながらパワースイッチを回してくださ
い。
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J00719200043

セレクターレバーを確実に に入れてか

ら，パワースイッチを LOCK まで回して

キーを抜きます。

→「セレクターレバーの動かし方」P. 9-8

J00719300057

1.正しい運転姿勢をとります。

ブレーキペダルが確実に踏め，ハンド

ル操作が楽にできるように，シート位

置を調整します。

→「シート調整」P. 7-4

2.駐車ブレーキがかかっていることを

確認します。

3.セレクターレバーが にあることを

確認します。

キーを抜くときは

アドバイス

● セレクターレバーを確実に に入れてい

ないと，パワースイッチを LOCK まで回

せないため，キーを抜くことはできませ
ん。

パワーユニット起動のしか
た

注意
● 窓越しなど車外からパワーユニットを

起動しないでください。思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● READY（走行可能）表示灯が点灯中に

パワーユニット警告灯が点灯したとき
は，高速走行を避けてできるだけ早く
三菱自動車販売会社で点検を受けてく
ださい。
→「パワーユニット警告灯」P. 8-13

アドバイス

● セレクターレバーが の位置以外ではパ

ワーユニットを起動することはできませ
ん。
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4.ブレーキペダルを右足で踏み， パワー

スイッチを押しながらいっぱいまで

回し，START位置で1~2秒間保持した

後，ONの位置までゆっくり戻します。

起動音と共にREADY（走行可能）表示

灯が点灯すればパワーユニットの起

動は完了です。

J00719400016

「安全なドライブのために：走行するとき

は」も合わせてお読みください。→P. 3-11

J00719500033

警告
● アクセルペダルとブレーキペダルの踏

み間違いを防ぐため，各ペダルの位置
を右足で確認してください。
アクセルペダルをブレーキペダルと間
違えて踏んだり，両方のペダルを同時
に踏んでしまうと，車が急発進し，重
大な事故につながるおそれがありま
す。

アドバイス
● READY（走行可能）表示灯が点灯しない

場合は，パワースイッチをいったんLOCK
まで戻し，しばらくしてからSTARTに回

してパワーユニットを起動してくださ
い。

● パワーユニットを起動したまま運転席ド

アを開くとパワースイッチ切り忘れ警告
ブザーまたはキー抜き忘れ警告ブザーが
断続的に鳴ります。
→「パワースイッチ切り忘れ警告ブザー」
P. 6-6
→「キー抜き忘れ警告ブザー」P. 6-6

ブレーキペダル
アクセルペダル

トランスミッション

セレクターレバーの動かし方

ブレーキペダルを踏んだまま，ボ
タンを押して操作します。

ボタンを押さずに操作します。

ボタンを押したまま操作します。

警告
● の操作は必ずボタンを押さずに行っ

てください。いつもボタンを押したま

ま操作すると誤って ， ， に入れ
てしまい，思わぬ事故の原因となり重
大な傷害を受けるおそれがあります。

ボタン
9 - 8
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セレクターレバーの位置をメーター内に

表示します。

J00719700048

セレクターレバー位置表示灯が点滅した

ときは，トランスミッションに何らかの

異常が発生し，安全装置が働いていると

考えられます。ただちに安全な場所に停

車し，三菱自動車販売会社へご連絡くだ

さい。

● セレクターレバーを → または

→ に操作するときは，安全のため

必ずブレーキペダルを右足で踏んだま
ま行ってください。絶対にアクセルペ
ダルを踏み込んだまま行わないでくだ
さい。車が急発進し，重大な事故につ
ながるおそれがあります。また，車両
の故障の原因になります。

アドバイス
● レバーの操作は誤操作防止のため，各位

置ごとに一旦止めて確実に行ってくださ
い。操作後は必ず表示灯でポジションを
確認してください。

● ブレーキペダルを踏んでいないと，シフ

トロック装置が働いて から他の位置に
操作できません。また，パワースイッチ
が LOCK 位置のときはブレーキペダルを

踏んでも から他の位置に操作できませ

ん。

● の操作はブレーキペダルを先に踏ん

でから行ってください。ブレーキペダル
を踏む前に操作すると，セレクターレ
バーが動かなくなることがあります。

● から ， から および に入れる

ときはブレーキペダルをしっかりと踏
み，完全に車を止めてから入れてくださ

い。車が動いているうちに や に入れ
ると車両の故障の原因になります。

セレクターレバー位置表示灯

警告

セレクターレバー位置表示灯

セレクターレバー位置表示灯
が点滅したときは

アドバイス

● セレクターレバー位置が のとき，セレ

クターレバー位置表示灯は点滅しませ
ん。
9 - 9
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セレクターレバーの位置・働き

（パーキング）
駐車およびパワーユ
ニットを起動すると
き

車輪が固定されます。駐車のときは必ず駐
車ブレーキをかけて に入れてください。

でのみパワースイッチをLOCKまで回す
ことができます。

（リバース）
後退させるとき

に入れるとブザーが鳴り， にあること
を運転者に知らせます。

注意
● ブザーは車外の人には聞こえませんのでご注意ください。

（ニュートラル）
中立

動力が発生しません。
また，車輪も固定されません。

（ドライブ）
通常走行

通常走行するときに使います。

（エコ）
経済的な走行および
ゆるやかな下り坂走
行

電力の消費を抑えた走行をしたいときおよ
び軽い回生ブレーキが必要なときに使いま
す。

（回生ブレーキ）
急な下り坂走行

回生ブレーキが必要なときに使います。
→「回生ブレーキ」P. 3-15

警告
● ぬれた道路や凍結した道路では急激な回生ブレーキは避けてください。スリップして重

大な事故につながるおそれがあります。

アドバイス
● 駆動用バッテリーの充電量が満充電に近いときまたは駆動用バッテリーの温度が低いとき

は回生ブレーキの効きが弱くなることがあります。このようなときはスピードを控えて走行
してください。
9 - 10
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J00720000025

1. READY（走行可能）表示灯が点灯して

いることを確認します。

2.ブレーキペダルを右足で踏みます。

3.セレクターレバーを前進は または

，後退は に入れます。

4.セレクターレバーの位置を確認しま

す。

5.周囲の安全を確認し，駐車ブレーキを

解除します。

6.ブレーキペダルを徐々にゆるめ，アク

セルペダルをゆっくりと踏み込んで

発進します。

1.車が動き出さないよう駐車ブレーキ

をかけたまま，ブレーキペダルから足

を離します。

2.アクセルペダルをゆっくり踏みなが

ら，車が動き出す感触を確認し，駐車

ブレーキを解除して発進します。

運転のしかた

発進

警告
● ブレーキペダルは必ず右足で踏んでく

ださい。
左足でのブレーキ操作は，緊急時の反
応が遅れるなど適切な操作ができず，
重大な事故につながるおそれがありま
す。

注意
● セレクターレバーを ， 以外の位置

（前進または後退の位置）に入れるとク
リープ現象により，ブレーキペダルか
ら足を離すとアクセルペダルを踏まな
くても車が動き出します。

クリープ現象とは…

●セレクターレバーを ， 以外に入れ
ると，アクセルペダルを踏まなくても
車がゆっくりと動き出す現象。

警告
● セレクターレバーの操作は必ずブレー

キペダルを右足で踏んだまま行ってく
ださい。絶対にアクセルペダルを踏み
込んだまま行わないでください。車が
急発進し，重大な事故につながるおそ
れがあります。また，車両の故障の原
因になります。

◆ 急な上り坂での発進

ブレーキ

ペダル
9 - 11
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セレクターレバーを または で走

行します。

アクセルペダルとブレーキペダルの操作

だけで加速，減速を行います。

アクセルペダルを深く踏み込みます。

アクセルペダルをゆっくり踏み込み，ス

ピードを調節します。

長い下り坂や急な下り坂など回生ブレー

キを必要とする場合は，坂道の程度やス

ピードに応じてセレクターレバーを

または に入れます。

長い下り坂でフットブレーキのみを多く

使用すると，ベーパロックやフェード現

象を起こし，ブレーキの効きが悪くなる

ことがあり危険です。必ず回生ブレーキ

を併用してください。

→「回生ブレーキ」P. 3-15

→「ベーパロック」P. 3-15

→「フェード現象」P. 3-15

走 行

警告
● 走行中はセレクターレバーを に入れ

ないでください。誤って ， に入れて
しまったり，回生ブレーキが効かなく
なり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。また，車両の故障の原因に
なります。

◆ 通常走行

◆ 急加速したいとき

◆ 上り坂走行

◆ 下り坂走行

アドバイス
● 駆動用バッテリーの充電量が満充電に近

いときまたは駆動用バッテリーの温度が
低いときは回生ブレーキの効きが弱くな
ることがあります。このようなときはス
ピードを控えて走行してください。
9 - 12
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1.セレクターレバーは または の

ままブレーキペダルをしっかりと踏

みます。

2.必要に応じて駐車ブレーキをかけま

す。

3.渋滞などで停車時間が長くなりそう

なときはセレクターレバーを に入

れます。

4.再発進するときは，セレクターレバー

が または 位置にあることを確

認してから駐車ブレーキを解除して

発進してください。

J00720300028

1.車を完全に止めます。

2.ブレーキペダルを踏んだまま駐車ブ

レーキを確実にかけます。

3.セレクターレバーを に入れます。

4.パワースイッチをLOCKにします。

停車

注意
● 坂道ではクリープ現象が働いても，車

が後退することがあります。停止時は
ブレーキペダルを踏み，しっかりと駐
車ブレーキをかけてください。

● 上り坂でブレーキペダルを踏まずに，

アクセルペダルを踏みながら停止状態
を保つことはしないでください。車両
の故障の原因になります。

駐車

注意
● では車輪が固定されるため，車が動

き出す心配がなく安全です。駐車時に

は必ずセレクターレバーが に入って
いることを確認してください。

● 車が完全に止まらないうちに に入れ

ると，急停止してけがをするおそれが
あります。また，車両の故障の原因に
なります。

アドバイス
● 坂道では，駐車ブレーキをかける前にセ

レクターレバーを に入れると，発進時
のセレクターレバー操作が重くなること
があります。

注意
● 車から離れるときは必ずパワースイッ

チを LOCK まで回し，READY（走行可

能）表示灯が消灯したことを確認して
ください。
READY（走行可能）表示灯が点灯した

ままにしておくと，万一，セレクター

レバーが 以外に入っていた場合，ク
リープ現象で車がひとりでに動き出し
たり，乗り込むときに誤ってアクセル
ペダルを踏み，急発進するおそれがあ
ります。
9 - 13
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車両接近通報装置は，車速が約25km/h以

下のとき，通報音で歩行者などに車両の

接近などを知らせる装置です。

車両接近通報装置がONのとき，つぎの場

合に前進時，後退時ともに通報音が鳴り

ます。

● 車速が約3km/h以下で，ブレーキペダ

ルを踏んでいないとき

● 車速が約3~約25km/hのとき

つぎの場合は通報音は鳴りません。

● 車速が約3km/h以下で，ブレーキペダ

ルを踏んだとき

● 車速が約25km/ｈ以上のとき

● セレクターレバーを に入れたとき

● メーター内の車両接近通報装置 OFF

表示灯が点灯しているとき

パワースイッチをONにすると，メーター

内の車両接近通報装置OFF表示灯が点灯

し，数秒後に消灯します。

車両接近通報装置

警告
● 車両接近通報装置が鳴っていても，歩

行者には特に注意してください。歩行
者は車両の接近や発進に気付かずに，
事故が発生して重大な傷害または死亡
につながるおそれがあります。

注意
● 走行する前に，必ず表示灯が消えてい

ることを確認してください。
表示灯が点滅しているときは，パワー
スイッチを LOCK にし，再度パワース

イッチをONにします。表示灯が消灯す

れば異常ありません。再度表示灯が点
滅するときは，装置の故障が考えられ
ますので，できるだけ早く三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。
9 - 14
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パワースイッチを ON にすると，自動的

に車両接近通報装置はONになります。

通常走行時は車両接近通報装置が ON で

走行してください。 

自動車専用道路などを走行する際，車両

接近通報装置OFFスイッチでOFFにする

こともできます。

車両接近通報装置 OFF スイッチを押す

と，通報音が鳴らない状態になり，メー

ター内の車両接近通報装置表示灯が点灯

します。

もう一度押すと車両接近通報装置は ON

になります。

J00703000756

アンチロックブレーキシステム (ABS) と

は，急ブレーキや滑りやすい道路でブ

レーキを踏んだときに車輪のロックを防

止し，制動力を維持し，かつ安定した車

体姿勢とハンドル操舵性を保つ装置で

す。 

車両接近通報装置の ON/OFF
作動切り換え

警告
● 歩行者がいる可能性があるときは，絶

対に車両接近通報装置を OFF にしない

でください。

アドバイス
● 車両接近通報装置をOFFにしているとき

に，パワースイッチをACCまたはLOCK
にして，再度パワースイッチをONにする

と車両接近通報装置がONになります。

● 車両接近通報装置をOFFにした後もOFF
スイッチを押し続けると，誤操作防止機
能が働いて車両接近通報装置は ON に戻

ります。

アンチロックブレーキシス
テム(ABS)

注意
● ABS は制動時の車体安定性を確保する

ためのもので必ずしも制動距離が短く
なるとはかぎりません。ABS を過信せ

ず，十分な車間距離をとって安全運転
を心がけてください。

● 雪道を走行した後は足回りに付いた雪

や泥を取り除いてください。足回りを
清掃するときはホイール付近に付いて
いる車速感知装置や配線などを傷付け
ないよう十分注意してください。

● 指定サイズ，同一種類，同一銘柄およ

び摩耗差の少ないタイヤを使用してく
ださい。指定サイズ，種類や銘柄が異
なったり，磨耗度合いがいちじるしく
異なるタイヤを使用すると，ABS が正

常に作動しなくなるおそれがありま
す。
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正常なときは，パワースイッチをONにす

ると点灯し，数秒後に消灯します。 

アドバイス
● つぎのような場合は，ABS の付いていな

い車に比べて制動距離が長くなることが
ありますので，速度はひかえめにし，車
間距離を十分とって運転してください。
•  砂利道や深い新雪路を走行するとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

•道路の継ぎ目や段差を乗り越えるとき

•  凸凹道などの悪路を走行するとき

● マンホール，工事用の鉄板，白線の上，段

差を乗り越えるときなど，車輪が滑りや
すい状況では，車輪のロックを防止する
ため急制動以外でもABSが作動すること

があります。
● ABSが作動すると車体，ハンドル，ブレー

キペダルに振動を感じたり，作動音が聞
こえます。
また，ブレーキペダルを踏み込んだとき
に固く感じることがあります。
これは装置が正常に作動していることを
示すもので異常ではありません。そのま
まブレーキペダルを強く踏み続けてくだ
さい。

● 走行開始後，シートの下より作動音がし

たり，ブレーキペダルにショックを感じ
ることがありますが，これはABS装置の

作動をチェックしているためで異常では
ありません。

● ABSは，発進後車速が約10km/hになるま

で 作 動 し ま せ ん。ま た，車 速 が
約 5km/h まで下がると作動を停止しま

す。

ABS警告灯

注意
● パワースイッチを ON にしても点灯し

ない，または点灯したままのときは装
置の故障が考えられますので三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。
9 - 16



運転装置

9

J00704600629

急ブレーキや高速走行を避け安全な場所

に車を止めます。

セレクターレバーを に入れてパワース

イッチを LOCK にした後 START まで回

し，パワーユニットを起動します。その

後しばらく走行して点灯しなければ異常

ありません。

しばらく走行しても点灯したままのとき

は三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。この場合，ABS は作動せず，普

通のブレーキとして作動します。

● ブレーキ力の配分機能が作動しない

ことがあるため，急ブレーキをかけた

ときに車体姿勢が不安定になるおそ

れがあります。

急ブレーキや高速走行を避け，車を安

全な場所に止めて三菱自動車販売会

社へ連絡してください。

● 補機用バッテリーが電圧不足のとき

にパワーユニットを起動すると，警告

灯 が 点 灯 す る こ と が あ り ま す

が ABS の故障ではありません。

駆動用バッテリーを充電すると補機

用バッテリーも同時に充電され，警告

灯は消灯します。

充電しても点灯したままのときや，た

びたび点灯するときは三菱自動車販

売会社で点検を受けてください。

J00703100252

READY（走行可能）表示灯が点灯してい

るときにパワーアシストが作動し，ハン

ドルの操作力を軽くする装置です。

もしパワーアシストが作動しなくなった

ときは，ハンドルが重くなります。

この場合は三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

走行中に警告灯が点灯したと
きは

◆ ABS 警告灯のみ点灯したと
きは

◆ ABS 警告灯とブレーキ警告
灯が同時に点灯したときは

電動パワーステアリング

警告
● 走行中は パワースイッチを ACC にし

ないでください。パワースイッチを
ACC にすると，ハンドルが非常に重く

なり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

アドバイス
● 駐車するときなどに，ハンドルをいっぱ

いに回す操作を繰り返すと，システムの
過熱を防止するため保護機能が働きハン
ドル操作が徐々に重くなります。この場
合，しばらくハンドル操作を控えてくだ
さい。
システムの温度が下がるとハンドルの操
作力は元に戻ります。

● ヘッドライトを点灯したままで停車して

いるとき，ハンドル操作をするとヘッド
ライトが暗くなることがありますが異常
ではありません。しばらくすれば元の明
るさに戻ります。
9 - 17
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システムに異常があると点灯します。

正常なときはパワースイッチを ON にす

ると点灯し，パワーユニットが起動する

と消灯します。

J00710300230

トラクションコントロール (TCL)は，滑り

やすい路面での駆動輪の空転を防止して

発進しやすくする装置です。また，旋回

加速時には適切な駆動力・操舵能力を向

上させ，急激な回生ブレーキをかけたと

きには車輪のロックを防止します。

電動パワーステアリング警告
灯

注意
● パワーユニット起動中に警告灯が点灯

したときは，ハンドルが重くなること
がありますので，できるだけ早く三菱
自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

トラクションコントロール
(TCL)

注意
● TCL が作動した状態でも車両の安定確

保には限界があり，無理な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
TCL を過信せず，常に道路状況に合っ

た安全運転を心がけてください。
● 指定サイズ，同一種類，同一銘柄およ

び磨耗差の少ないタイヤを使用してく
ださい。指定サイズ，種類や銘柄が異
なったり，磨耗度合いがいちじるしく
異なるタイヤを使用すると，TCL が正

常に働かなくなるおそれがあります。
● 雪道や凍結路を走行するときは，冬用

タイヤを装着して速度は控えめにし，
車間距離を十分とって運転してくださ
い。

● 市販のリミテッドスリップディファレ

ンシャル (LSD) を装着しないでくださ

い。TCL が正常に作動しなくなるおそ

れがあります。
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J00710800509

パワーユニットを起動すると自動的に

TCLはONになります。TCLをOFFにし

たいときはTCL OFFスイッチを押し続け

ます。

スイッチを押し続けると， 表示灯が点

灯します。もう一度押すと ON になりま

す。

TCLのON/OFF作動切り換え

アドバイス
● ぬかるみ，砂地または新雪などからの脱

出時に，アクセルペダルを踏み込んでも
TCL の働きによりモーターの回転が上が

らないことがあります。このようなとき
は，TCL OFFスイッチでTCLを一時的に

OFFにします。

→「タイヤがスリップして発進できない」
P. 15-7

注意
● 安全のため，TCL OFFスイッチの操作

は停車しているときに行ってくださ
い。

● 通常走行時は必ず TCL を ON にしてく

ださい。

アドバイス
● TCL OFFスイッチを押してTCLをOFFに

していても，急激な回生ブレーキをかけ
たときは，車輪のロックを防止するため
TCLが作動します。

● TCLをOFFにした後もTCL OFFスイッチ

を押し続けると，誤操作防止機能が働い
てTCLはONに戻ります。
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J00711600230 J00715700226

システムに異常があると 表示灯と

表示灯が同時に点灯します。

このような場合は，つぎの方法で処置し

てください。

1.安全な場所に車を止め，セレクターレ

バーを に入れます。

2.パワースイッチをLOCKにします。

3.再度パワーユニットを起動し， 表示

灯および 表示灯が消灯するか確認

します。

表示灯が消灯すれば異常ありません。消

灯しないときや，たびたび点灯するとき

は，通常走行には支障はありませんが，で

きるだけ早く三菱自動車販売会社で点検

を受けてください。

TCL作動表示／TCL OFF表示

-
TCL作動表示灯
TCLが作動すると点滅します。

-
TCL OFF表示灯
TCL OFFスイッチでTCLをOFF
にしているとき点灯します。

注意
● 表示灯が点灯したときは，つぎの状

況が考えられます。
スピードを控えめにし，ハンドルやブ
レーキ操作を慎重に行い安全運転を心
がけてください。
•路面が滑りやすくなっている。

•加速しすぎている。

TCL警告表示
9 - 20



10
サンバイザー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 2

灰皿 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 2

シガレットライター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 3

室内灯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 4

荷台作業灯  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 6

グローブボックス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 7

カップホルダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 7

アシストグリップ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 8

フロアマット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10- 8

室内装備
10 - 1



室内装備

10
J00900100383

前面だけでなく，側面にも回せます。

運転席サンバイザーの裏側にあり，通行

券などをはさむことができます。

J00900300659

使用するときはフタを開けます。

掃除するときは，灰落としを押したまま

手前に外します。

サンバイザー

カードホルダー

カードホルダー

灰皿

注意
● タバコ・マッチの火は確実に消してか

ら灰皿に入れ，使用後は必ず閉めてく
ださい。開けたままにしておくと他の
吸いがらに火が燃え移るおそれがあり
ます。

● 灰皿には吸いがらをためすぎたり，紙

くずなど燃えやすいものを入れないで
ください。
火災の原因となります。

灰落とし
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10
取り付けるときは，灰皿下部を溝に差し

込んでから灰落としを押したまま押し込

みます。
J00900400807

パワースイッチがONまたはACCのとき

にシガレットライターを押し込んで手を

離します。

しばらくすると音がして戻ります。

灰落とし

シガレットライター

注意
● お子さまにシガレットライターを扱わ

せないでください。
● シガレットライターが過熱し，火災を

招くことがありますのでつぎのことを
お守りください。
•押さえつけたままにしないでくださ

い。
•シガレットライターを改造したりし

ないでください。
•他車のシガレットライターを使用し

ないでください。
● 市販の電気製品を使用しないでくださ

い。ソケットが損傷する原因となりま
す。
ソケットが損傷した場合に使用する
と，シガレットライターが飛び出した
り，押し込まれたまま戻らなくなるお
それがあります。

● シガレットライターを扱うときは，熱

している部分や，その近くはさわらず
にノブのみをさわってください。

● シガレットライターを押し込んでから

30 秒以上たっても戻らないときは故障

のおそれがありますので手で引き抜
き，三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。
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10
J00900800641

J00900901580

アドバイス
● シガレットライターをソケットから外し

たまま放置しないでください。
ソケットにゴミや金属片などの異物が入
ると火災やショートの原因となるおそれ
があります。

● ソケットを使用するときは，必ず 12V で

電気容量が 120W 以下の電気製品を使用

してください。
また，READY（走行可能）表示灯が消灯

しているときに長い間使用すると補機用
バッテリーが上がることがあります。

室内灯

アドバイス
● READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長い間ランプを点灯させておく
と補機用バッテリーが上がることがあり
ます。
車から離れるときは必ずランプが消えて
いることを確認してください。

ルームランプ

1.（OFF）
ドアまたはテールゲート（バン）の
開閉に関係なく消灯します。

2.（●）
● いずれかのドアまたはテール

ゲート（バン）を開けると点灯，
閉じると約15秒後に消灯します

（遅延消灯）。ただし，つぎのよ
うなときはすぐに消灯します。
•ドアおよびテールゲート（バ
ン）を閉じてパワースイッチを
ONにしたとき

•ドアおよびテールゲート（バ
ン）を閉じてセンタードアロッ
クの機能を使って施錠したと
き

•キーレスエントリーのリモコ
ンスイッチを使って施錠した
とき
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10
J00901500586

● パワースイッチが LOCK または
ACC の位置にあるときにドアま
たはテールゲート（バン）を開
け点灯したままにすると，約 30
分後に自動的に消灯します。
つぎのようなときは，再び点灯
します。
•パワースイッチを ONの位置に
したとき。

•キーレスエントリーの操作を
したとき。

•すべてのドアおよびテール
ゲート（バン）を閉じた後，い
ずれかのドアまたはテール
ゲート（バン）を開けたとき。

アドバイス
● ドアおよびテールゲート（バン）が閉まっ

ているときにパワースイッチを LOCK に

してキーを抜くと点灯し，約15秒後に消

灯します。
● 遅延消灯までの時間を調整することがで

きます。詳しくは三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

● 自動的に消灯する機能は，ルームランプ

のスイッチが ON の位置にあるときは働

きません。
また，自動的に消灯する機能を働かなく
することができます。詳しくは三菱自動
車販売会社にご相談ください。

3. （ON）
ドアまたはテールゲート（バン）の
開閉に関係なく点灯します。

ラゲッジルームランプ

バン

1.（OFF）
ドアまたはテールゲートの開閉に
関係なく消灯します。

2.（●）
● いずれかのドアまたはテール

ゲートを開けると点灯，閉じる
と約15秒後に消灯します（遅延
消灯）。ただし，つぎのようなと
きはすぐに消灯します。
•ドアおよびテールゲートを閉
じてパワースイッチを ON にし
たとき

•ドアおよびテールゲートを閉
じてセンタードアロックの機
能を使って施錠したとき

•キーレスエントリーのリモコ
ンスイッチを使って施錠した
とき

● パワースイッチが LOCK または
ACC の位置にあるときにドアま
たはテールゲートを開け点灯し
たままにすると，約30分後に自
動的に消灯します。
つぎのようなときは，再び点灯
します。
•パワースイッチを ON の位置に
したとき。

•キーレスエントリーの操作を
したとき。

•すべてのドアおよびテール
ゲートを閉じた後，いずれかの
ドアまたはテールゲートを開
けたとき。
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A J00902100042

夜間など荷台での作業時にご使用くださ

い。パワースイッチがONまたはACCで

駐車ブレーキをかけた状態のときに使用

できます。

アドバイス
● ドアおよびテールゲートが閉まっている

ときにパワースイッチを LOCK にして

キーを抜くと点灯し，約15秒後に消灯し

ます。
● 遅延消灯までの時間を調整することがで

きます。詳しくは三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

● 自動的に消灯する機能は，ラゲッジルー

ムランプのスイッチが ON の位置にある

ときは働きません。
また，自動的に消灯する機能を働かなく
することができます。詳しくは三菱自動
車販売会社にご相談ください。

3. （ON）
ドアまたはテールゲートの開閉に
関係なく点灯します。

荷台作業灯

注意
● 作業時以外はスイッチを点灯の位置に

しないでください。
停車時などに駐車ブレーキをかける
と，荷台作業灯が点灯し，後続車の迷
惑になるおそれがあります。

アドバイス
● 駐車ブレーキをかけていないと荷台作業

灯は，点灯しません。
● READY（走行可能）表示灯が消灯してい

るときに長い間荷台作業灯を点灯したま
まにしておくと補機用バッテリーが上が
ることがあります。
車から離れるときは必ずランプが消えて
いることを確認してください。

点灯

消灯
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J00902200216

レバーを引くと開きます。 

J00903800815

左右の吹き出し口の前にカップホルダー

があります。

グローブボックス

注意
● 走行中はグローブボックスのフタを必

ず閉めておいてください。万一の場合，
フタや内部の小物でけがをするおそれ
があります。 

アドバイス
● 車を離れるときはグローブボックス内に

貴重品を入れたままにしないでくださ
い。

カップホルダー

注意
● 走行中の振動や揺れなどで飲み物がこ

ぼれることがあります。熱い飲み物の
場合，やけどをするおそれがあります
ので注意してください。

● カップホルダーに手をかけて乗り降り

しないでください。
カップホルダーが外れて思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

運転席側

助手席側
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J00912900388

座ったときに手で身体を支えるためのグ

リップがあります。

A J00922800058

お客様のお車には，専用のフロアマット

が設定されています。

フロアカーペットに装着されている固定

クリップを使用し，つぎの手順で確実に

固定してください。

J00922900150

1.フロアマットを床の形状に合わせて

敷きます。

2.フロアマットの取り付け穴に固定ク

リップを通し，確実に固定します。

アシストグリップ

注意
● アシストグリップに手をかけて乗り降

りしないでください。
アシストグリップが外れて思わぬ事故
につながるおそれがあります。

フロアマット

固定のしかた

アドバイス
● 車種により，フロアマットの形状や固定

クリップの数が異なる場合があります。
詳しい固定方法はフロアマットの取扱説
明書をお読みください。
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警告
● 運転席にフロアマットを敷くときは，

つぎのことを必ずお守りください。お
守りいただかないと，フロアマットが
ずれて各ペダルと干渉し，思わぬス
ピードが出たりブレーキが効きづらく
なるなど重大な事故につながるおそれ
があります。
•固定クリップを使用し確実に固定す

る
•フロアマットを前後逆さまにしたり，

裏返して使用しない
•フロアマットでペダルをおおわない

•フロアマットの上または下に，別のフ

ロアマットを重ねて敷かない
•アクセルペダルの下に敷かない

•三菱自動車純正フロアマットであっ

ても，他車種または年式の異なるフロ
アマットを使用しない

● 運転する前につぎのことを確認してく

ださい。
•フロアマットがすべての固定クリッ

プで正しく固定されていることを定
期的に確認し，車内の清掃などでフロ
アマットを取り外した後は必ず確認
する

•パワーユニット停止時およびセレク

ターレバーが のときに，各ペダルを
いっぱいに踏み込み，フロアマットと
干渉がなく運転に支障がないことを
確認する
10 - 9
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J01000100626

J01000300699

ダイヤルを動かして上下の風向きを調整

します。

左右の風向きは吹き出し口の左側，また

は右側を押して調整します。

また，ダイヤルを下側いっぱいに動かす

と送風を停止します。

吹き出し口

右側吹き出し口中央吹き出し口

左側吹き出し口

風向き調整

送風停止
ダイヤル

アドバイス
● 冷房時まれに吹き出し口から霧が吹き出

したように見えることがありますが，こ
れは湿った空気が急に冷やされたときに
発生するもので異常ではありません。

● 冷房，除湿効果が悪いときは三菱自動車

販売会社で点検を受けてください。
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J01000400847

吹き出し口切り換えダイヤルを操作し，

使用目的に合わせて吹き出し口を切り換

えます。

→「吹き出し口切り換えダイヤル」P. 11-5

:風量弱

:風量中

:風量強

上半身に送風したいとき

上半身と足元に送風したいとき

足元に送風したいとき

ウインドウガラスに送風したいとき

吹き出し口の切り換え

アドバイス

● 吹き出し口切り換えダイヤルを と

の間にすると上半身へ多く， と

の間にすると足元へ多く送風されま

す。
● 夏期，足元付近に暑さを感じる場合は吹

き出し口切り換えダイヤルを の位置
にセットし送風すると効果的です。

足元とウインドウガラスに送風し
たいとき

アドバイス

● 吹き出し口切り換えダイヤルを と

の間にすると足元へ多く， と の

間にするとウインドウガラスへ多く送風
されます。
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J01000500431

READY（走行可能）表示灯が点灯しているときに使用できます。

● スイッチの使い方 P. 11-5

● 目的に合った使い方

•暖房したいときはP. 11-7

•冷房したいときはP. 11-7

•ウインドウガラスの曇り，霜を取りたいときはP. 11-8

•曇り止めと暖房を同時にしたいときは P. 11-8

•換気したいときは（冷暖房を使用しない場合）P. 11-9

•排気ガス，ほこりなどを車室内に入れたくないときはP. 11-9

マニュアルエアコン

アドバイス
● 駆動用バッテリー残量計の目盛が0のとき，またはパワーダウン警告灯が点灯しているとき

は，ダイヤルまたはスイッチを操作しても冷房／暖房効果を得られないことがあります。ま
た，曇り取り効果も低下することがあります。
→「駆動用バッテリー残量計」P. 8-9
→「パワーダウン警告灯」P. 8-13

吹き出し口切り換え

ダイヤル

風量調整ダイヤル 温度調整ダイヤル

リヤウインドウデフォッガー

（曇り取り）スイッチA→P. 8-22
エアコンスイッチ

内外気切り換えレバー
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J01000600012

J01000700185

風量を強くするときは右へ，弱くすると

きは左へ回します。

J01000900318

送風温度を調整します。

温度を上げるときは右へ，下げるときは

左へ回します。

J01001100261

使用目的に合わせて吹き出し口を切り換

えます。

→「吹き出し口の切り換え」P. 11-3

スイッチの使い方

◆ 風量調整ダイヤル

◆ 温度調整ダイヤル

アドバイス
● エアコンが作動していない状態で，ダイ

ヤルを冷房側（青色の範囲）へ動かして
も送風温度は変わりません。

弱く

強く

下げる 上げる

◆ 吹き出し口切り換えダイヤル

注意
● と の間で使用するときは，窓の

曇りを防止するため内外気切り換えレ
バーを外気導入にしてください。
→「内外気切り換えレバー」P. 11-6
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エアコン

11
J01001400046

外気導入（外気を車内に入れる）と内気

循環（外気をしゃ断する）の切り換えが

できます。

J01001500278

スイッチを押すとエアコン（冷房・除湿

機能）が作動し，スイッチ内の作動表示

灯が点灯します。もう一度押すとエアコ

ンは停止します。

◆ 内外気切り換えレバー

- 通常走行時

- 早く冷房したいときや外気が汚れ
ているとき

注意
● 窓の曇りを防止するため通常は外気導

入で使用してください。
● 早く冷房したいとき内気循環にしま

す。ただし，長時間内気循環にしてお
くとウインドウガラスが曇りやすくな
るため，ときどき外気導入に切り換え
て換気してください。

内気循環 外気導入

◆ エアコンスイッチ

作動表示灯
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エアコン

11
J01001700010

J01001800356

1.吹き出し口切り換えダイヤルを に

します。

2.温度調整ダイヤルを暖房側（赤色の範

囲）に設定し，お好みの温度になるよ

う調整します。

3.内外気切り換えレバーを外気導入に

します。

4.風量調整ダイヤルで風量をお好みに

設定します。

J01001900302

1.吹き出し口切り換えダイヤルを に

します。

2.温度調整ダイヤルを冷房側（青色の範

囲）に設定し，お好みの温度になるよ

う調整します。

3.内外気切り換えレバーを外気導入に

します。

4.風量調整ダイヤルで風量をお好みに

設定します。

5.エアコンスイッチを押してエアコン

を作動させます。

目的に合った使い方

◆ 暖房したいときは

アドバイス

● 吹き出し口切り換えダイヤルが のと

き，ウインドウガラスにも少し送風され
ますが，これはウインドウガラスの曇り
を防止するためのものです。

◆ 冷房したいときは

注意
● 早く冷房したいとき内気循環にしま

す。ただし，長時間内気循環にしてお
くとウインドウガラスが曇りやすくな
るため，ときどき外気導入に切り換え
て換気してください。
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エアコン

11
J01002100398

1.吹き出し口切り換えダイヤルを

（曇り取り）にします。

2.温度調整ダイヤルを暖房側（赤色の範

囲）に設定し，お好みの温度になるよ

う調整します。

3.内外気切り換えレバーを外気導入に

します。

4.風量調整ダイヤルで風量をお好みに

設定します。

5.エアコンスイッチを押してエアコン

を作動させます。

早く曇り，霜を取りたいときは風量調整

ダイヤルで風量を最大にし，温度調整ダ

イヤルで温度を最高に設定して，エアコ

ンを使用してください。

J01002200331

1.吹き出し口切り換えダイヤルを に

します。

2.温度調整ダイヤルを暖房側（赤色の範

囲）に設定し，お好みの温度になるよ

う調整します。

3.内外気切り換えレバーを外気導入に

します。

4.風量調整ダイヤルで風量をお好みに

設定します。

◆ ウインドウガラスの曇り，霜
を取りたいときは

注意
● と の間で使用するときは，窓の

曇りを防止するため内外気切り換えレ
バーを外気導入にしてください。

● 安全のため，ウインドウガラスの曇り

や霜は早めに取り除いて視界確保に努
めてください。

アドバイス

● 位置でエアコンを使用しているとき

は設定温度を最低温度付近にしないでく
ださい。ウインドウガラスの外側に露が
付くことがあります。

◆ 曇り止めと暖房を同時にした
いときは

アドバイス
● 曇り止めを優先するときは，吹き出し口

切り換えダイヤルを と の間に，暖

房を優先するときは， と の間にし
てください。

● エアコンを使用すると除湿効果がありま

す。
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エアコン

11
J01002300316

1.温度調整ダイヤルを冷房側（青色の範

囲）に設定します。

2.内外気切り換えレバーを外気導入に

します。

3.風量調整ダイヤルで風量をお好みに

設定します。

J01009600060

トンネルや渋滞など外気が汚れていると

きは内外気切り換えレバーを内気循環に

します。

→「内外気切り換えレバー」P. 11-6

J01009400723

車室内の温度は大変高くなります。

このようなときはドアガラスを開けて車

室内の熱気を車外に追い出してくださ

い。

長時間冷風を直接身体に当てないでくだ

さい。冷やしすぎは身体によくありませ

んので，少し涼しいと感じる温度に調整

してください。

◆ 換気したいときは（冷暖房を
使用しない場合）

アドバイス
● 冷暖房を使用しないと，エアコンによる

駆動用バッテリーの電力消費が抑えら
れ，航続可能距離の低下が小さくなりま
す。

◆ 排気ガス，ほこりなどを車室
内に入れたくないときは

エアコンの上手な使い方

長時間炎天下に駐車したとき
は

冷やしすぎに注意
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エアコン

11
暑い季節になる前に冷媒ガス量の点検を

行ってください。冷媒ガスが不足すると

冷房効果が悪くなります。

J01013100037

エアコンは駆動用バッテリーの電力を消

費するため，過度に使用すると航続可能

距離がいちじるしく短くなります。

冷やしすぎや暖めすぎにならないよう

に，風量をこまめに絞り，さらに設定温

度を控えめに調整してください。

J01009500610

ほこりなどを取り除くため，内気循環の

ときに効果のあるフィルターを装着して

います。フィルターにほこりなどが付着

すると効果が低下しますので，フィル

ターは定期的に清掃することをおすすめ

します。

→「エアフィルターの清掃」P. 13-5

定期点検を忘れずに

注意
● エアコンの冷媒ガスを充填する場合

は，グローブボックス下の右側面に貼
付のエアコン冷媒ラベルに記載されて
いる冷媒量をお守りください。規定量
を超えて充填したり，冷媒量が少ない
まま使用を続けた場合，エアコンコン
プレッサが故障するおそれがありま
す。

アドバイス
● エアコンの効きが悪い場合は冷媒ガスが

不足またはないことが考えられます。三
菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

航続可能距離を延ばすために

クリーンエアフィルター

アドバイス
● 吹き出し風量が極端に減少したりガラス

が曇りやすくなったときは清掃時期です
のでフィルターの清掃をしてください。

（清掃時期の目安 :1年または12,000kmの

いずれか早いとき）
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12
アンテナ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12- 2

● Mitsubishi Multi Entertainment System （三菱マルチエンターテイメントシステム）

付き車のオーディオ操作については，別冊の取扱説明書をご覧ください。

オーディオ
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オーディオ

12
J01102200954

ラジオを聞くときはアンテナをいっぱい

に伸ばしてからお聞きください。

A

テレビ用アンテナ線が右側のリヤクォー

ターガラスの内側にプリントされていま

す。

アンテナ

ピラーアンテナ

アドバイス
● つぎのようなときは，アンテナを損傷す

るおそれがあるため，必ずアンテナを格
納してください。
•天井の低い所へ入るとき

•自動洗車機を使用するとき

•ボデーカバーをかけるとき

テレビアンテナ

アドバイス
● リヤクォーターガラスを清掃するとき

は，アンテナ線を傷つけないようにアン
テナ線に沿って柔らかい布でふいてくだ
さい。

● リヤクォーターガラスに鏡面タイプの

フィルムや金属物（市販のアンテナなど）
を貼り付けると，受信感度が低下する原
因となります。
また，フィルムを貼り付ける際，カッター
などでアンテナ線を傷つけると受信感度
が低下するおそれもあります。

アンテナ線
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ウォッシャー液の点検・補給 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13- 2
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簡単な整備・車のお手入れ

簡単な整備

車のお手入れ
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01200200788

タンク内の液面の位置で液量を点検しま

す。

タンクは助手席シートの下にあります。

点検をするときは，助手席シートを操作

して行います。

→「点検口（運転席／助手席下）」P. 6-15

ウォッシャー液が不足している場合は，

三菱自動車純正ウォッシャー液を気温に

適した濃度で補給してください。

ウォッシャー液の点検・補
給

フロント・リヤ共用

使用地域•
季節

希釈割合 凍結温度

通常 原液1に水2 －10℃程度

寒冷地の
冬期

原液1に水1 －20℃程度

極寒冷地の
冬期

原液のまま －50℃程度

注意
● 冬期は，ウォッシャー液を薄めすぎる

と液がウインドウガラスに凍りついて
しまうことがあります。

アドバイス
● ウォッシャー液の代わりに石けん水など

を使用すると，ノズルのつまり，塗装の
しみなどの原因となることがありますの
で使用しないでください。
13 - 2



簡単な整備・車のお手入れ

13
J01200300066

運転席側インストルメントパネル上部を

手前に引いて外し，ブレーキ液の量を点

検してください。 

J01202100143

J01202400263

タイヤの摩耗を均一にして寿命を延ばす

ため，タイヤローテーションを 5,000km

走行ごとに行ってください。

ブレーキ液タンク

アドバイス
● ブレーキ液の量の点検，補給方法は別冊

の「メンテナンスノート」をお読みくだ
さい。

良好

タイヤメンテナンス

タイヤローテーション

前

スペアタイヤを使用する場合（トラックのみ）

前

スペアタイヤを使用しない場合

回転方向を示す矢印が付いている場合

前
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01202500017

ウェアインジケーター（溝の深さ 1.6mm

以下）が現れたら，スリップしやすくな

り危険ですのでタイヤを交換してくださ

い。

J01202600018

タイヤの空気圧は定期的に点検し，必ず

規定の空気圧に調整してください。

→「タイヤの空気圧」P. 16-5

注意
● 応急用スペアタイヤ（バン）はローテー

ション作業を行うとき，外したタイヤ
のかわりに一時的に使用することがで
きますが，ローテーションには加えな
いでください。

● タイヤに回転方向を示す矢印が付いて

いるときは，4輪で前後ローテーション

を行ってください。
タイヤを取り付けるときは車両前進時
の回転方向と矢印の向きが同じになる
ように取り付けてください。矢印の向
きが異なるとタイヤの性能が十分に活
かされません。

● 種類の異なったタイヤを混ぜて使用す

ることは，安全走行に悪影響をおよぼ
しますので避けてください。

車両前方
回転方向を

示す矢印

タイヤの摩耗

アドバイス
● ウェアインジケーターのマークや位置

は，タイヤメーカーによって異なります。

タイヤ空気圧の点検・調整

警告
● タイヤの空気圧が不足したまま走行す

ると，タイヤが偏摩耗したり，車の安
定性や操縦性を確保できなくなるおそ
れがあります。また，バースト（破裂）
するなど重大な事故につながるおそれ
があります。

アドバイス
● 点検方法は別冊の「メンテナンスノート」

をご覧ください。
● 規定の空気圧は運転席ドアを開けたボ

デー側のラベルにも表示しています。

ウェアインジケーター

（摩耗限度表示）

ウェアインジ

ケーター位置を

示すマーク
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01201800039

エアフィルターは運転席足元にありま

す。

1.ツメを内側に押さえながらフィル

ターを取り外します。

2.掃除機などで大きなほこりを取り除

いた後，水洗いします。

3.乾いた柔らかい布で水分をふき取り，

風通しのよい日陰で乾燥させます。

4.フィルターの裏表に注意して，ツメを

内側に押さえながらフィルターを取

り付けます。

エアフィルターの清掃

注意
● エアフィルターを取り外したり取り付

けたりするときに，けがをしないよう
に注意してください。

アドバイス
● エアフィルターを装着せずにヒーター・

エアコンを使用しないでください。故障
の原因となる事があります。

ツメ
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01200601066

1.電気掃除機などでほこりを取り除き

ます。

2.ガーゼなどの柔らかい布に，中性洗剤

の 3%水溶液を含ませて，軽くふき取

ります。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし

ぼって，洗剤をきれいにふき取りま

す。

4.水分をよくふき取り，風通しのよい日

陰で乾燥させます。

内装品のお手入れ 注意
● 車内を直接水洗いすることはできるだ

けしないでください。やむを得ず洗車
をする場合は，つぎのことをお守りく
ださい。
• SRS エアバッグコントロールユニッ

トおよびその周辺に水がかからない
ように行ってください。
水がかかると SRS エアバッグが正常

に作動せず重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

•バンはEV-ECU，バッテリーマネジメ

ントユニットおよびその周辺に水が
かからないように行ってください。
水がかかるとEV-ECU，バッテリーマ

ネジメントユニットが正常に作動せ
ず，走行や充電ができなくなるおそれ
があります。

•ブレーキペダルの上部に取り付けて

ある電動パワーステアリング ECU お

よびその周辺に水がかからないよう
に行ってください。
水がかかると電動パワーステアリン
グが正常に作動せず，ハンドルが重く
なり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

SRSエアバッグ

コントロールユニット

EV-ECU，

バッテリー

マネジメント

ユニット
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01200701155

お車を美しく保つために，走行後は塗装

面に付着したほこりを毛ばたきなどでは

らい落としてください。

つぎのような汚れは，そのままにしてお

きますと，腐食，変色，しみになるおそ

れがありますので，できるだけ早く洗車

してください。

● 海水や道路凍結防止剤など

● 工場のばい煙，油煙，粉じん，鉄粉，

化学物質（酸，アルカリ，コールター

ルなど）など

● 鳥のふん，虫の死がい，樹液，花粉など

● シリコンやワックスを含むクリーナー

や保護剤を使用しないでください。
インストルメントパネルなどに使用す
ると使用箇所がウインドウガラスに映
り込み，視界の妨げになるおそれがあ
ります。
また，各種スイッチなどに付着すると
電装品の故障につながるおそれがあり
ます。

● シートの下など，見えにくい場所や狭

い場所のお手入れをするときは，手袋
などを使用して，手にけがをしないよ
う注意してください。

アドバイス
● ベンジン，ガソリンなどの有機溶剤や酸

またはアルカリ性の溶剤は使用しないで
ください。変色やしみ，割れの原因にな
ります。
また，各種クリーナー類にはこれらの成
分が含まれているおそれがありますので
よく確認のうえ使用してください。

● 液体芳香剤は，こぼれないよう容器を確

実に固定してください。
また，インストルメントパネルの上やラ
ンプ類，メーターの近くには置かないで
ください。
含まれる成分によって樹脂部品や布材の
変色，ひび割れをおこすおそれがありま
す。

注意 外装品のお手入れ

注意
● 下まわりやホイールを洗うときは，厚

手のゴム手袋などを使用して，手にけ
がをしないよう注意してください。
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01202800472

1.水をかけながら，車体の下まわりを洗

います。

2.車体上部から水をかけながら，スポン

ジなどで汚れを洗い落とします。

3.水洗いで落ちにくい汚れには，中性洗

剤を使用してください。

洗車後は，中性洗剤を水で完全に洗い

落とします。

4.鳥のふんや虫の死がいなどの汚れは，

水で洗い落とし，必要に応じてワック

スで汚れを落とします。

5.柔らかい布またはセーム皮で，塗装面

にはん点が残らないよう水分をふき

取ります。

洗車のしかた

警告
● 駆動用バッテリーを充電しながら洗車

をしないでください。
火災，感電の原因となります。

● 洗車をする前には，充電リッドおよび

中ブタが確実に閉まっていることを確
認してください。
リッドが開いていると充電装置に水が
かかり，火災，感電の原因となります。

● パワーユニットルーム内には水をかけ

ないでください。 火災，感電の原因とな

ります。

注意
● 洗車時はパワースイッチを LOCK にし

てください。
● 高圧の洗浄機を使用して下回りの洗車

をしないでください。
パワーユニットの不調や故障の原因に
なります。

● 洗車後は，低速で走行しながら数回ブ

レーキペダルを軽く踏み，ブレーキを
乾かしてください。
ぬれたままにしておくとブレーキの効
きが悪くなったり，凍結やさびによっ
てブレーキが固着し，走行できなくな
ることがあります。

アドバイス
● 自動洗車機を使用すると塗装面にブラシ

の傷がつき，塗装の光沢が失われたり，劣
化を早めるおそれがあります。

● 洗浄機（コイン洗車機など）は機種によっ

て高温，高圧のものがあります。
車体樹脂部品の熱変形，破損，接着式マー
ク類のはがれ，室内への水侵入などのお
それがありますので，つぎのことをお守
りください。
•洗車ノズルと車体との距離を十分離す。

（約70cm以上）

•ドアガラスまわりを洗うときは，洗車ノ

ズルをガラス面に垂直に向け，洗車ノズ
ルとガラスとの距離を十分離す。（約
70cm以上）

● 自動洗車機を使用するときは，部品が破

損したり，車両を傷つけるおそれがあり
ますので，アンテナおよびドアミラーを
格納してください。
リヤアンダーミラー付き車は，使用する
前に必ず係員にご相談ください。 係員の

いないコイン洗車機などは，操作要領に
従って洗車してください。
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01202900369

月に 1~2 回または，水をはじかなくなっ

たときにかけます。

ワックスかけは，洗車後の塗装面が体温

以下のときに直射日光を避けて行ってく

ださい。

塗装面が熱いときにワックスをかける

と，しみの原因になります。

J01203000194

ワイパーのふきが悪くなったときは，ウ

インドウガラス洗浄剤（ガラスクリー

ナーなど）で清掃してください。

J01201100104

ワイパーゴムに異物が付着していたり，

摩耗しているとふきが悪くなりますの

で，つぎのように処置してください。

● 異物が付着しているときは，水を含ま

せた柔らかい布でワイパーゴムを清

掃してください。

● ワイパーゴムが摩耗しているときは，

早めにワイパーゴムを交換してくだ

さい。

ワックスのかけ方

アドバイス
● 三菱自動車純正ワックスの使用をおすす

めします。
● コンパウンド（研磨剤）入りのワックス

は使用しないでください。
コンパウンド入りのワックスを使用する
と，汚れ落ちはよくなりますが，塗装面
を削り取るため塗装面の光沢が失われる
原因になります。
また，使用した布に色が付着し色落ちす
るおそれがあります。
特に濃彩色は変色部分がめだちやすくな
ります。

● 黒色のつや消し塗装部にワックスをかけ

ると，色むらなどが起こるおそれがあり
ますので，ワックスをかけないでくださ
い。
ワックスが付着したときは，温水を用い
柔らかい布できれいにふき取ってくださ
い。

● 洗車やワックスがけを行うときは，車体

の一点に強い力がかからないよう注意し
てください。
力のかけぐあいや場所によっては，万一
の場合，車体がへこむおそれがあります。

ウインドウガラスのお手入れ

アドバイス
● 三菱自動車純正ウインドウガラス洗浄剤

の使用をおすすめします。
● ガラスの内側を清掃するときは，電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか
い布でふいてください。

ワイパーのお手入れ

アドバイス
● ワイパーゴムの交換については，別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ
い。
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簡単な整備・車のお手入れ

13
J01203300038

番号灯の内側が汚れたり，水がたまった

場合は，まず車体から番号灯を外し，つ

ぎにバルブを外してからレンズを水洗い

してください。

→「番号灯」P. 15-46

J01201500241

スポンジまたはセーム皮で清掃します。

黒色や灰色系統で表面がざらざらしてい

る部分（バンパーやモールディングなど）

およびランプ類にワックスが付着すると

白くなることがあります。

ワックスが付着したときは，温水を用い

柔らかい布またはセーム皮などできれい

にふき取ってください。

J01201700083

飛び石や引っかき傷などは，腐食の原因

になります。

見つけたら早めにタッチアップペイント

で補修してください。

番号灯のお手入れ

アドバイス
● レンズの表面をワックス，ベンジンやガ

ソリンなどの有機溶剤で拭いたり，硬い
ブラシなどでこすったりしないでくださ
い。破損したり劣化を早める原因となり
ます。

● 番号灯を外すときは，車体を傷つけない

よう十分注意してください。

樹脂部品のお手入れ

アドバイス
● たわしなどの硬いものは，表面を傷つけ

るおそれがありますので使用しないでく
ださい。

● コンパウンド（研磨剤）入りワックスは，

樹脂の表面を傷つけるおそれがあります
ので使用しないでください。

● ガソリン，軽油，ブレーキ液，エンジン

オイル，グリース，塗装用シンナー，硫
酸（バッテリー液）を付着させると，変
色，しみ，ひび割れの原因になりますの
で，絶対に避けてください。
万一，付着したときは，すみやかに中性
洗剤の水溶液を用い柔らかい布または
セーム皮などでふき取ったあと，多量の
水で洗い流してください。

● [未塗装の材料色（ホワイト）バンパーの

お手入れについて ]
汚れが落ちにくい場合は，三菱自動車純
正ワックスを使用してください。
未塗装の材料色（ホワイト）バンパーに，
三菱自動車純正ワックスを使用すること
は問題ありません。

塗装の補修

アドバイス
● 三菱自動車純正タッチアップペイントの

使用をおすすめします。

アドバイス
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寒冷時の取り扱い

14
J01300101147

冷却水・温水ヒーター液（三菱自動車純

正品）の濃度を50%にします。

ウォッシャー液（三菱自動車純正品）の

濃度を50%以上にします。

→「ウォッシャー液の点検・補給」P. 13-2

液量，比重の確認をし，必要に応じて液

の補給や補充電をしてください。

タイヤチェーンは必ず三菱自動車純正部

品をご使用ください。またタイヤに合っ

たサイズのものを使用してください。

→「タイヤチェーン」P. 14-5

冬用タイヤに取り替えるときは，4輪とも

交換します。

→「タイヤ交換のしかた」P. 15-21

寒冷地用ワイパーは，雪が付着するのを

防ぐために金属部分をゴムでおおってあ

ります。

寒冷地用ワイパーに交換するときは，必

ず三菱自動車純正品をご使用ください。

冬期前の点検と準備

冷却水・温水ヒーター液

アドバイス
● 冷却水・温水ヒーター液の補給は「メン

テナンスノート」をお読みください。

ウォッシャー液

補機用バッテリー

アドバイス
● バッテリー液の補給は「メンテナンス

ノート」をお読みください。

タイヤチェーン，または冬用
タイヤの準備

ワイパー
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寒冷時の取り扱い

14
J01300200688

日常点検時につぎの点検を追加してくだ

さい。

ウインドウガラスの雪や霜を落として視

界を確保してください。また，ワイパー

ブレードがウインドウガラスに凍りつい

ていないかも確認してください。

足まわりに付着した氷塊を取り除いてく

ださい。走行中に氷塊が部品を損傷する

おそれがあります。

ドアが凍結したときに無理に開けようと

するとドアまわりのゴムがはがれたり，

き裂が入るおそれがあります。お湯をか

けて氷を溶かしてください。その後すみ

やかに水分を十分ふき取ってください。

ペダルのすべりや，ウインドウガラスの

曇りを防止するため，靴についた雪はよ

く落としてから乗車してください。

● ペダルやハンドルの動きは円滑かど

うか確認してください。

● ブレーキ装置に付着した雪や水が凍

結し，ブレーキの効きが悪くなること

があります。走り始めの極低速時にブ

レーキペダルを踏んで，効き具合を確

認してください。

走行前の点検

ウインドウガラスの雪や霜を
落とす

アドバイス
● 冬期はワイパーブレードが凍結しフロン

トガラスに張り付くことがあります。そ
の場合はヒーターでフロントガラスを暖
めてください。
→「ウインドウガラスの曇り，霜を取り
たいときは」P. 11-8
フロントガラスに張り付いたまま動かす
とワイパーブレードを傷めたり，ワイ
パーモーター故障の原因となります。

足まわりの確認

注意
● 足まわりにはブレーキ関連部品が集

まっています。部品や配線などを損傷
させないように注意して取り除いてく
ださい。

ドアの凍結

アドバイス
● キー穴部にはお湯をかけないでくださ

い。凍結すると，キーが差し込めなくな
ります。

車に乗る前に

ペダル，ハンドル，ブレーキ
の効きの確認
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寒冷時の取り扱い

14
J01300300533

● 速度はひかえめにしてください。

● タイヤチェーンを後輪に装着，または

4 輪とも冬用タイヤに交換してくださ

い。

● 橋の上，日陰，水たまり，トンネルの

出入口付近などは路面が凍結してい

ることがあります。慎重な運転を心が

け，急ブレーキ，急ハンドル，急なア

クセル操作は避けてください。

雪道，凍結路は滑りやすいため，ブレー

キの効きが悪くなります。走行中は車間

距離を十分にとってください。

走行中にはね上げた雪がフェンダー内に

着氷しハンドルの切れが悪くなることが

あります。氷塊を取り除いてください。

雪道走行時にブレーキ装置に着氷し，ブ

レーキの効きが悪くなることがありま

す。走行中は前後の車や道路状況に注意

し，ときどき軽くブレーキペダルを踏ん

で効き具合を確認してください。

ブレーキ装置への着氷により車輪がロッ

クしていることがあります。

車のまわりの安全を十分確認してから

ゆっくり発進してください。

寒冷地では道路に凍結防止剤がまかれて

いることがあります。さびの原因になり

ますので，下回りを中心に早めに洗車し

てください。

雪道，凍結路の走行

雪道や凍結した道路はスリッ
プに注意

車間距離は十分に

フェンダー内の雪は早めに取
り除く

ブレーキの効き具合を確認

駐車後の発進は慎重に

注意
● 急にアクセルペダルを踏み込まないで

ください。着氷によるロックが外れた
ときに急発進し，思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

洗車は早めに

注意
● 高圧の洗浄機を使用して下回りの洗車

をしないでください。
パワーユニットの不調や故障の原因に
なります。
14 - 4



寒冷時の取り扱い

14
J01300400358

駐車ブレーキが凍結するおそれがありま

す。駐車ブレーキはかけず，セレクター

レバーを  に入れさらに輪止めをして

ください。

また軒下や樹木の下には駐車しないでく

ださい。落雪や積雪の重みで車の屋根な

どがへこむことがあります。

J01300701127

後輪駆動車ですので，タイヤチェーンは

後輪に取り付けてください。

タイヤチェーンは必ず三菱自動車純正部

品をご使用ください。またタイヤに合っ

たサイズのものを使用してください。

三菱自動車純正部品以外のタイヤチェー

ンを装着すると，ボデーなどにあたり傷

をつけるおそれがあります。詳しくは三

菱自動車販売会社にご相談ください。

取り付け要領は，タイヤチェーンに添付

の取扱説明書をご参照ください。

寒冷地での駐車

アドバイス
● ワイパーアームを立てておけば，ワイ

パーブレードがウインドウガラスに凍り
つくのを防ぐことができます。

● 輪止めは，三菱自動車販売会社でお買い

求めください。
● 輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

タイヤチェーン

注意
● タイヤチェーンは前輪に取り付けない

でください。

注意
● 応急用タイヤ（バン）にはタイヤチェー

ンは装着できません。後輪がパンクし
たときは前輪を後輪に取り付けてから
チェーンを装着してください。

● 路上でタイヤチェーンをかけるとき

は，交通のじゃまにならず，安全に作
業できる平らで硬い場所を選びます。
また，非常点滅灯や停止表示板で後続
車に注意を促し同乗者は安全な場所に
待機させてください。

● 車体の端部などで手にけがをしないよ

うに作業してください。

アドバイス
● タ イ ヤ チ ェ ー ン を 装 着 し た と き は

30km/h以下で走行してください。

● 雪道，凍結路以外でのタイヤチェーンの

装着はチェーンの寿命を短くしますの
で，避けてください。
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もしものときの処置

15
J01400101119

ただちに安全な場所に停車し，最寄りの三菱自動車販売会社へ連絡してください。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯が点灯または点滅したときは！

補機用
バッテリー充電

警告灯

P. 8-12 パワーユニット
警告灯

P. 8-13

セレクター
レバー位置
表示灯

P. 9-9

• 安全な場所に停車し，まず車を点検してください。点検後も消灯しないときは，最
寄りの三菱自動車販売会社へ連絡してください。

• ブレーキ警告灯が点灯し，ブレーキ警告ブザーが鳴りやまないときは，車を安全な
場所に停めて最寄りの三菱自動車販売会社に連絡してください。

• ブレーキ警告灯とABS警告灯が同時に点灯したときは，急ブレーキや高速走行を避
け，車を安全な場所に停めて最寄りの三菱自動車販売会社に連絡してください。

ブレーキ警告灯
（ブレーキ警告

ブザー）

P. 8-11

電動パワーステ
アリング警告灯

P. 9-18
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もしものときの処置

15
すぐに停車する必要はありませんが，できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。

• 安全な場所に停車し，セレクターレバーを に入れてパワースイッチをLOCKにし
てください。
再度パワーユニットを起動し，その後しばらく走行しても点灯しなければ異常あり
ません。
消灯しないときやたびたび点灯するときは，できるだけ早く三菱自動車販売会社で
点検を受けてください。

• ABS警告灯とブレーキ警告灯が同時に点灯したときは，急ブレーキや高速走行を避
け，車を安全な場所に停めて最寄りの三菱自動車販売会社に連絡してください。

ABS警告灯 P. 9-16 および

トラクション
コントロール

(TCL)
作動表示灯

および

TCL OFF
表示灯

P. 9-20

SRSエアバッグ

／プリテンショ
ナー機構警告灯

P. 7-13， 
7-21
15 - 3



もしものときの処置

15
参照ページをお読みになり処置してください。

定期点検時期が近づいたことを知らせます。三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ

さい。

シートベルト
警告灯

P. 7-12
駆動用

バッテリー残量
警告灯

P. 8-9

半ドア警告灯 P. 8-12 パワーダウン
警告灯

P. 8-13

サービス
リマインダー

P. 8-6
15 - 4



もしものときの処置

15
J01400200764

誤操作や盗難防止などのため警報ブザーで注意を促す機能が装備されています。参照

ページをお読みになり正しく操作してください。

ブザーが聞こえたときは !

現象 機能 参照ページ

運転席ドアを開けるとブザー
が鳴る。

「パワースイッチ切り忘れ警告ブザー」
「キー抜き忘れ警告ブザー」
「ライト消し忘れブザー」

→P. 6-6
→P. 6-6
→P. 8-15

パワースイッチをONにした

ときにブザーが鳴る。

「シートベルト警告」 →P. 7-12

走行中にブザーが鳴る。 「シートベルト警告」
「半ドア警告灯」

→P. 7-12
→P. 8-12

車を後退しようとするとブ
ザーが鳴る。

「後退（リバース）ブザー」 →P. 9-10

ブレーキペダルを何度も繰り
返して踏み込むとブザーが鳴
る。

「ブレーキ警告ブザー」 →P. 8-11
15 - 5



もしものときの処置

15
J01400301690

こんなことでお困りのときは !

現象 処置

水たまりに入った後にブレー
キの効きが悪い。

前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しな
がらブレーキの効きが回復するまで数回ブレーキペ
ダルを軽く踏み，ブレーキを乾かしてください。

「雨天時や水たまりを走行するときは」→ P. 3-14

走行中にREADY（走行可能）

表示灯が消灯した

通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
「走行中に READY（走行可能）表示灯が消灯したとき

は」
→ P. 3-18

パワースイッチが回らない。 LOCKからACCに回らない

ハンドルを軽く左右に動かしながらパワースイッチ
を回してください。
ACCからLOCKに回らない

セレクターレバーが に入っているか確認してくだ

さい。
「キーを抜くときは」→ P. 9-7

セレクターレバーが から動

かない。

ブレーキペダルを踏んでからセレクターレバーを操
作してください。
パワースイッチがONになっているか確認してくださ

い。
「セレクターレバーの動かし方」→ P. 9-8

雨の日，湿気の多い日などに
窓が曇る。

外気導入になっているか確認してください。
エアコンを入れると効果的です。

「ウインドウガラスの曇り，霜を取りたいときは」
　→ P. 11-8
15 - 6



もしものときの処置

15
パンクした。 1.あわてずに，ハンドルをしっかり持ち，安全な場所
に車を停止します。

2.スペアタイヤに交換します。
「タイヤ交換のしかた」→ P. 15-21

•

•
•

•

パワーユニットが起動しな
い。

［READY（走行可能）表示灯

が点灯しない。］
ライトが点灯しない，暗い。
ホーンが鳴らない，音が小
さい。
充電ができない

補機用バッテリーが上がっているおそれがあります。
「補機用バッテリーが上がったときは !」→ P. 15-24

タイヤがスリップして発進で
きない。
（ぬかるみ，雪道，凍結路など
の発進時）

1.毛布か布などがあるときは，それをスリップして
いるタイヤの前に差し入れて滑り止めにします。
そして，ゆっくりとアクセルペダルを踏んで発進
してください。

2.何も滑り止めにするものがないときは，前後進を
くり返して車の反動を利用して脱出します。

注意
● 車の反動を利用して脱出するときは，車の周囲に人がいないことを確認してから行って

ください。
● ぬかるみなどにはまったときは，むやみにタイヤを空転させないでください。タイヤが

もぐり込み，かえって脱出しにくくなります。また，モーターの高回転を続けると車両
の故障につながるおそれがあります。数回試して脱出できないときは，専門業者に依頼
してください。

現象 処置
15 - 7



もしものときの処置

15
J01400400652

故障して動けなくなったときは，同乗者

または付近の人に応援を求め，安全な場

所まで車を押して移動します。

このとき，セレクターレバーを に入れ

てください。

脱輪などで，すぐに車を動かせないとき

は，すみやかに同乗者を避難させ，踏切

の非常ボタンを押します。

追突などの事故を防ぐため，車を路肩に

寄せ，非常点滅灯を点滅させるか，停止

表示板などで故障表示します。

高速道路や自動車専用道路では，車両後

方に停止表示板を置くことが義務づけら

れています。

人は車内に残らず，路肩を歩いて安全な

場所に避難してください。

別冊の「メンテナンスノート」をご覧く

ださい。

故障したときは！

踏切内で動けなくなったとき
は

注意
● 電車が近づいているときや，緊急を要

するときは，発炎筒で合図してくださ
い。

アドバイス
● パワースイッチをSTARTの位置で保持し

ても，緊急避難的に車を動かすことはで
きません。

一般道路での故障表示

高速道路，自動車専用道路で
の故障表示

アドバイス
● 停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。

修理の連絡先
15 - 8



もしものときの処置

15
J01400500376

発炎筒は，高速道路や踏切などで故障し

たときに使用します。

使用したときや期限切れのときは，三菱

自動車販売会社でお買い求めください。

発炎筒は，グローブボックスの左下部に

備えつけてあります。

J01400600449

J01405800286

工具とジャッキハンドルは運転席シート

の後ろに，ジャッキは運転席シートの横

に格納されています。

発炎筒を使うときは！

警告
● お子さまには，発炎筒をいじらせない

でください。
● 人の顔や体に向けて絶対に使用しない

でください。やけどをするおそれがあ
ります。

● ガソリンなど燃えやすいものの近くで

は使用しないでください。
火災をまねくおそれがあります。

● トンネル内では使用しないでくださ

い。煙により視界が悪くなり，重大な
事故につながるおそれがあります。非
常点滅灯など他の方法を用いてくださ
い。

アドバイス
● 使い方は発炎筒に記載されています。

あらかじめよく読んでおいてください。
● 発炎時間は約5分です。非常点滅灯など他

の方法を併用してください。
→「非常点滅灯スイッチ」P. 8-18

● 発炎筒には有効期限（発炎筒に記載）が

あります。 

工具とジャッキ

注意
● ジャッキは，タイヤ交換とタイヤ

チェーンの取り付け以外の目的には使
用しないでください。

● 車両に搭載されているジャッキは，お

客様のお車専用です。他の車両に使用
したり，他の車両のジャッキをお客様
のお車に使用しないでください。車両
を損傷したり，思わぬ事故につながる
おそれがあります。

アドバイス
● 工具の種類，ジャッキの使い方は，万一

のとき困らないようあらかじめ確認して
おきましょう。

格納場所

◆ トラック

ジャッキ 工具
ジャッキハンドル
15 - 9



もしものときの処置

15
リヤシートの右下部に格納されていま

す。

J01404300646

J01404200805

1.ジャッキカバーをひろげながら取り

外します。

◆ バン

注意
● 工具やジャッキを使用した後は，元の

位置に確実に格納してください。
室内などに放置すると，思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

リヤシート

工具

ジャッキ

工具の種類

アドバイス
● 工具袋の中にワッシャーが入っている場

合がありますが，お客様のお車には使用
しないでください。

ジャッキ，工具の脱着

◆ ジャッキ（トラック）

取り出すときは

ジャッキバー（バン）

ホイールナットレンチ

工具袋
15 - 10



もしものときの処置

15
2.固定バンドを外してジャッキを取り

出します。

1.ジャッキを縮めてブラケットのフッ

クにかけます。

2.固定バンドで固定します。

3.ジャッキマークが付いている側を上

にして，ジャッキカバーを確実に取り

付けます。

格納するときは

固定バンド

フック

縮む

アドバイス
● ジャッキを格納した後は，ジャッキが確

実に固定されていることを確かめてくだ
さい。

ジャッキ

マーク
15 - 11



もしものときの処置

15
ジャッキを矢印の方向に回して縮めてか

ら取り出します。

1.ジャッキを縮めてから指定位置に置

きます。

2.ジャッキを取り付け金具に当たるま

で広げて確実に固定します。

1.運転席シートのレバーを前へ押して

背もたれを前に倒します。

2.固定バンドを外し取り出します。

取り出すときの逆の手順で行います。

◆ ジャッキ（バン）

取り出すときは

格納するときは

指定位置

取り付け金具
リヤシート

クッション（右）

◆ 工具，ジャッキハンドル（ト
ラック）

取り出すときは

格納するときは

固定バンド
15 - 12



もしものときの処置

15
1.ジャッキを取り出します。

→「ジャッキ，工具の脱着」P. 15-10

2.固定バンドをフックから外して，工具

を取り出します。

取り出すときの逆の手順で行います。

J01400701649

1.交通のじゃまにならず，安全に作業で

きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れて，パワース

イッチをLOCKにします。 

3.必要に応じて非常点滅灯を点滅させ，

人や荷物を車から降ろし，停止表示板

を車両後方に置きます。

◆ 工具（バン）

取り出すときは

格納するときは

フック

固定バンド

ジャッキアップのしかた

警告
● ジャッキアップしたら車の下には絶対

にもぐらないでください。万一ジャッ
キが外れたとき，重大な傷害を受ける
おそれがあります。

注意
● ジャッキアップするときは安全のた

め，つぎのことを必ず守ってください。
万一の場合，ジャッキが外れ思わぬ事
故につながるおそれがあります。
• READY（走行可能）表示灯を点灯さ

せたままにしない。
•人や荷物を乗せたままにしない。

•地面が平坦で固い場所以外では使用

しない。
•凍結した路面では使用しない。

•ジャッキの上や下に物をはさまない。

•ジャッキアップ中に車をゆすらない。

•ジャッキアップしたタイヤを回転さ

せない。
•ジャッキアップしたまま放置しない。

アドバイス
● 停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。
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もしものときの処置

15
4.ジャッキアップするタイヤと対角の

位置にあるタイヤの前後に輪止めを

します。

5.工具とジャッキを取り出します。

→「工具とジャッキ」P. 15-9

6.ジャッキアップするタイヤに近い指

定位置にジャッキをセットします。

7.ジャッキ頭部がジャッキ指定位置に

当たるまで，ジャッキを手で右に回し

て上げます。

注意
● ジャッキアップするときは，必ず輪止

めを使用してください。
万一，ジャッキアップ中に車両が動い
たとき，ジャッキが外れ，思わぬ事故
につながるおそれがあります。

アドバイス
● 輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

● 輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

ジャッキアップ

するタイヤ

輪止め

フロント指定位置 リヤ指定位置

トラック
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もしものときの処置

15
8.タイヤが地面から少し浮くまで，車体

をジャッキアップします。

トラックはジャッキハンドルを使用

して静かに右に回します。

バンはホイールナットレンチの穴に

ジャッキバーを差し込んで静かに右

に回します。

警告
● ジャッキは，指定された位置以外にか

けないでください。指定された位置以
外にかけると，車体がへこんだり，
ジャッキが倒れて，重大な傷害を受け
るおそれがあります。

フロント指定位置 リヤ指定位置

バン

注意
● 地面からタイヤが少し離れた高さ以上

にジャッキアップしないでください。
必要以上にジャッキアップすると，思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

ジャッキハンドル

ジャッキバー

ホイールナットレンチ

トラック

バン
15 - 15



もしものときの処置

15
J01407100078

ガレージジャッキを使用する
ときは

警告
● ガレージジャッキを使用するときは，

必ず指定のガレージジャッキセット位
置に当ててジャッキアップしてくださ
い。指定された位置以外に当てて
ジャッキアップすると，車両を損傷し
たり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

◆ ガレージジャッキセット位置

フロント

ガレージジャッキ

車両前方

ガレージジャッキセット位置

リヤ

警告
● リヤ側をジャッキアップするときは，

トランスミッション部にガレージ
ジャッキを当ててジャッキアップしな
いでください。トランスミッション部
にガレージジャッキを当ててジャッキ
アップすると，車両を損傷するおそれ
があります。

トランスミッション部

（ジャッキアップ不可）ガレージジャッキ

セット位置

車両前方

トランスミッション部

に当てない

トランスミッション
15 - 16
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15
J01400801158

タイヤがパンクしたとき，パンク修理す

るまでの応急用として，一時的に使用す

るタイヤです。できるだけ早く標準タイ

ヤに交換してください。

応急用スペアタイヤは，図のように標準

タイヤに比べて直径がいくぶん小さく

なっています。

スペアタイヤが，トラックは荷台床下部

に，バンは荷室右側に格納されています。 

スペアタイヤ

応急用スペアタイヤ（バン）

注意
● 応急用スペアタイヤを装着したとき

は，80km/h以下のスピードで走行して

ください。
● 応急用スペアタイヤは，標準タイヤに

比べて直径が小さくなります。標準タ
イヤ装着時と同じ感覚で運転しないよ
う注意してください。特に車高が少し
低くなりますので，突起物などを乗り
越えるときは十分注意してください。

● 応急用スペアタイヤにタイヤチェーン

は装着できません。後輪がパンクした
ときは，前輪を後輪に取り付けてから
チェーンを装着してください。

● この応急用スペアタイヤとホイールは

お客様のお車専用です。他のタイヤや
ホイールと組みあわせたり，お客様の
お車以外に使用しないでください。

標準タイヤ 応急用スペアタイヤ

● 空気圧は，定期的に点検してください。

空気圧が不足している状態で走行する
と，思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。空気圧が不足しているときは，
最寄りの三菱自動車販売会社またはガ
ソリンスタンドまで控えめな速度で走
行し，指定の空気圧に調整してくださ
い。
→「タイヤの空気圧」P. 16-5 

格納場所

注意

トラック

バン
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15
1.ホイールナットレンチを取り出しま

す。

→「格納場所」P. 15-9

2.ホイールナットレンチを使用して，タ

イヤキャリア取り付けボルトをゆる

めます。

3.ワイヤーがタイヤキャリアに装着さ

れていることを確認し，タイヤキャリ

アを持ち上げてホルダーから外し，下

に降ろしてタイヤを取り出します。 

1.ホイールの表側を下にしてホイール

中央の穴をタイヤキャリアのホイー

ルガイドに確実にはめます。

2.タイヤキャリアを持ち上げてホル

ダーにかけます。

3.タイヤキャリアの溝にホルダーを

いっぱいまで入れ，ワイヤーが図のよ

うな状態になっていることを確認し

ます。このとき，ワイヤーが周辺部品

にはさまっていないことを確認して

ください。

スペアタイヤの脱着

◆ トラック

取り出すときは

タイヤキャリア

取り付けボルト ゆるむ

タイヤキャリア

ホルダー

ワイヤー

格納するときは

タイヤキャリア

ホイール

ホイールガイド

ホルダー

タイヤキャリア

タイヤキャリアの溝

ホルダー
ワイヤー
15 - 18



もしものときの処置

15
4.ホイールナットレンチを使用して，タ

イヤキャリア取り付けボルトを確実

に締め付けます。

1.ホイールナットレンチを取り出しま

す。

→「ジャッキ •工具の脱着」P. 15-10

2.テールゲートを開きます。

3.スペアタイヤカバーから樹脂ボード

を取り外します。

4.ホイールナットレンチを使用して，ス

ペアタイヤ取り付けボルトをゆるめ

て，取り外します。

注意
● スペアタイヤを格納した後は，タイヤ

キャリアが確実に固定されていること
を確認してください。タイヤキャリア
が固定されていないと走行中に脱落し
て思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● タイヤキャリアに装着されているワイ

ヤーは外さないでください。また，ホ
ルダーからタイヤキャリアを外すと
き，またはかけるときは，キャリアを
足の上などに落とさないよう確実にタ
イヤキャリアを持って行ってくださ
い。

アドバイス
● スペアタイヤを手，または足でゆすって

がたつかないことを確認してください。
がたついているときはキャリアやホル
ダーの変形などが考えられますので，ス
ペアタイヤを荷台に保管し，三菱自動車
販売会社で修理を受けてください。

タイヤキャリア

取り付けボルト 締まる

◆ バン

取り出すときは

樹脂ボード

ホイールナット

レンチ
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5.ストッパーをゆるめてスペアタイヤ

カバーを取り外します。

1.スペアタイヤカバーを元のように取

り付け，ラゲッジルーム右側の指定位

置にスペアタイヤを置きます。

2.スペアタイヤ取り付けボルトでスペ

アタイヤを固定します。

3.ホイールナットレンチを使用して，ス

ペアタイヤががたつかない程度に，ス

ペアタイヤ取り付けボルトを締め付

けます。

4.スペアタイヤカバーに樹脂ボードを

元のように取り付けます。

格納するときは

スペアタイヤ

カバー
スペアタイヤ

ストッパー

指定位置

スペアタイヤ

取り付けボルト

アドバイス
● スペアタイヤ取り付けボルトは，必要以

上に締め付けないでください。ネジ部や
ホイールの損傷の原因になります。

ホイールナット

レンチ

樹脂ボード
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1.交通のじゃまにならず，安全に作業で

きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れて，パワース

イッチをLOCKにします。

3.必要に応じて非常点滅灯を点滅させ，

人や荷物を車から降ろし，停止表示板

を車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の

位置にあるタイヤの前後に輪止めを

します。

5.工具とジャッキを取り出します。

→「工具とジャッキ」P. 15-9

6.交換するタイヤに近い指定箇所に

ジャッキをセットします。

→「ジャッキアップのしかた」P. 15-13

7.ホイールナットレンチを使用して，ホ

イールナットを番号順に，手で回るく

らいまで左に回してゆるめます。

8.タイヤが地面から少し浮くまで静か

にジャッキアップします。

9.ホイールナットを外し，タイヤを取り

外します。

タイヤ交換のしかた

タイヤを取り外すときは

アドバイス
● 停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。

注意
● ジャッキアップするときは，必ず輪止

めを使用してください。
万一，ジャッキアップ中に車両が動い
たとき，ジャッキが外れ，思わぬ事故
につながるおそれがあります。

ジャッキアップ

するタイヤ

輪止め

アドバイス
● 輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

● 輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

アドバイス
● タイヤを地面に置くときは，ホイール表

面を上にして置いてください。
下にして置くと，ホイールに傷がつくお
それがあります。
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1.ハブ面，ハブボルトおよびホイール取

り付け穴の汚れをきれいに取り除き

ます。

2.タイヤを取り付けます。

3.手でホイールナットを右へ回して仮

締めします。

ホイールナットのテーパー部がホ

イール穴のシート部に軽く当たり，タ

イヤががたつかない程度までホイー

ルナットを仮締めします。

タイヤを取り付けるときは

警告
● 種類の異なったタイヤを混ぜて使用す

ることは，安全走行に悪影響をおよぼ
しますので，避けてください。

警告
● タイヤを取り付けるときは，タイヤの

裏表に注意し，バルブが車体外側を向
くように取り付けてください。取り付
けた際，バルブが見えなければ，タイ
ヤが裏向きに取り付けられています。
タイヤの裏表を間違えて取り付ける
と，車両に悪影響をおよぼし，思わぬ
事故につながるおそれがあります。

取り付け穴

ハブ面
ハブボルト

バルブ

注意
● ハブボルト，ホイールナットには油や

グリースを塗らないでください。
必要以上に締め付けられてボルトが破
損したり，ホイールが損傷するおそれ
があります。また，ナットがゆるんで
走行中にタイヤが外れるなど，思わぬ
事故につながるおそれがあります。

シート部

テーパー部
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4.タイヤが地面に接するまでジャッキ

を降ろし，ホイールナットレンチを使

用して，ホイールナットを番号順に

2~3回に分けて，徐々に締め付けます。

最後の締め付けは，確実に行ってくだ

さい。

5.タイヤの空気圧を点検します。

→「タイヤの空気圧」P. 16-5

6.工具とジャッキを元の位置に戻しま

す。

→「格納場所」P. 15-9

締め付けトルク : 90~110N•m
｛9~11kgf•m｝

（車載のホイールナットレンチの先端で
360~430N｛36~43kgf｝の力）

注意
● ホイールナットを締め付けるときは，

ホイールナットレンチを足で踏んだ
り，パイプなどを使用して必要以上に
締め付けないでください。

注意
● タイヤ交換後，走行中にハンドルや車

体に振動がでたときは，三菱自動車販
売会社でタイヤバランスの点検を受け
てください。

● 指定サイズ以外のタイヤを使用した

り，種類の異なったタイヤを混ぜて使
用することは，安全走行に悪影響をお
よぼしますので，避けてください。

アドバイス
● タイヤ交換したときは，約 1,000km 走行

後，再度ホイールナットを締め付けて，ゆ
るみがないことを点検してください。
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つぎのような状態を補機用バッテリー上

がりといいます。

● パワーユニットが起動しない。

［READY（走行可能）表示灯が点灯し

ない。］

● ライトが点灯しない。または，点灯し

てもいつもより暗い。

● ホーンが鳴らない。または，鳴っても

いつもより音が小さい。

ブースターケーブル（別売）を使用し，他

車のバッテリーを電源として，パワーユ

ニットを起動することができます。

1.ブースターケーブルが接続でき，かつ

自車と接触しない位置に救援車を止

めます。

2.ライトやエアコンなど電装品のス

イッチを切ります。

3.自車は駐車ブレーキを確実にかけ，セ

レクターレバーを に入れ，パワース

イッチをLOCKまで回します。

救護車も駐車ブレーキを確実にかけ，

マニュアル車の場合はシフトレバー

を ，オートマチック車の場合はセレ

クターレバーを に入れ，エンジンス

イッチをLOCKまで回します。

4.バンはテールゲートを開きます。

→「テールゲート」P. 6-8

ラゲッジルームマットをめくり，スク

リュー 2 本をドライバーでゆるめて

リッドを開けます。

補機用バッテリーが上がっ
たときは！

警告
● 救援車を依頼し，ブースターケーブル

を使用してパワーユニットを起動する
ときは，取扱説明書にしたがって正し
い手順で作業してください。取り扱い
を誤ると，引火爆発や車両損傷のおそ
れがあります。

注意
● 救援車は必ず12Vで，自車と同容量以上

のバッテリーを装着している車を使用
してください。

パワーユニット

が起動しない。

警告
● ブースターケーブルの接続時は，救援

車のエンジンを止め，自車のパワース
イッチもLOCKにしてください。

ケーブルや衣服などがファンやドライ
ブベルトに巻き込まれて，けがをする
おそれがあります。

● 冷却ファンは，冷却水の温度により回

転，停止をくり返します。エンジン運
転中，パワーユニット作動中または充
電中は，ファンに手を近づけないでく
ださい。

ラゲッジルームマット

リッド

スクリュー
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5.補機用バッテリーの液量を確認しま

す。 

6.ブースターケーブルを図の番号順に

確実に接続します。

自車の補機用バッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの－端子

図で指示の箇所（アースをとる）

7.接続した後，救援車のエンジンをかけ

ます。 

8.自車のパワースイッチを START まで

回します。

警告
● 補 機 用 バ ッ テ リ ー の 液 量 が 下 限

(LOWER LEVEL) 以下のままで使用し

ないでください。バッテリーの劣化を
早めたり，発熱や爆発するおそれがあ
ります。

アドバイス
● バッテリー液の補給は別冊の「メンテナ

ンスノート」をお読みください。

トラック

バン

警告
● 接続する順番は必ず①→②→③→④の

順番で行ってください。
● ④の接続は必ず図の矢印の位置にして

ください。補機用バッテリーの―端子
に直接つなぐと，補機用バッテリーか
ら発生する可燃性ガスに引火爆発する
おそれがあります。

● ブースターケーブルを接続するとき

は，＋と — 端子を接触させないでくだ

さい。火花が発生し，バッテリーが爆
発するおそれがあります。

注意
● ブースターケーブルのクリップは，確

実に接続してください。エンジン始動
時の振動で外れると，ケーブルがファ
ンに巻き込まれ，思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

アドバイス
● 補機用バッテリーの＋端子は，カバーを

外してからブースターケーブルを接続し
てください。

● ブースターケーブルは，補機用バッテ

リーの容量に適したものを使用してくだ
さい。
ケーブル焼損の原因になることがありま
す。

● ブースターケーブルに破損および腐食な

どの異常がないことを点検してから使用
してください。
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9. READY（走行可能）表示灯が点灯す

るか確認します。

［READY （走行可能）表示灯が点灯し

たとき］

救援車のエンジンを止め，ブースター

ケーブルを接続したときと逆の手順

で取り外し，そのまま30分以上補機用

バッテリーを充電します。

（充電後，手順16.から処置を続けてく

ださい。）

［READY （走行可能）表示灯が点灯し

ないとき］

補機用バッテリーおよび駆動用バッ

テリーが同時にバッテリー上がりを

起こしています。

以下の手順（手順10.～手順14.）で補

機用バッテリーおよび駆動用バッテ

リーを充電します。

10.ブースターケーブルを接続したまま，

自車のパワースイッチをLOCKまで回

します。

11.普通充電で駆動用バッテリーの充電

を開始します。

→「普通充電のしかた」P. 5-4

12.メーター内の充電ランプが点灯した

ら，救援車のエンジンを止め，ブース

ターケーブルを接続したときと逆の

手順で取り外します。

13.そのまま1時間以上駆動用バッテリー

を充電します。

14.普通充電ケーブルを取り外します。

→「普通充電のしかた」P. 5-4

15.パワースイッチをSTARTまで回して，

READY（走行可能）表示灯が点灯す

るか確認します。

READY（走行可能）表示灯が点灯し

ない場合は，再度手順6.に戻って処置

してください。

それでも充電できないときは，三菱自

動車販売会社へご連絡ください。

16.バンは補機用バッテリーのリッドを

閉め，ラゲッジルームのマットを元の

位置に戻します。

17.最寄りの三菱自動車販売会社で補機

用バッテリーの点検を受けてくださ

い。

アドバイス
● 車載充電器などは補機用バッテリーの電

源で作動するため，駆動用バッテリーの
充電開始時にはブースターケーブルを補
機用バッテリーに接続する必要がありま
す。

アドバイス
● 充電ランプは，普通充電ガンを普通充電

コネクターに差し込むと点滅し，充電が
開始されると点灯に切り換わります。

● 駆動用バッテリーを充電すると補機用

バッテリーも自動的に充電されます。
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けん引は三菱自動車販売会社または JAF

など専門業者に依頼し，4 輪または後輪

（駆動輪）を持ち上げて搬送してくださ

い。

つぎの場合は，三菱自動車販売会社に連

絡し，必ず4輪とも持ち上げて搬送してく

ださい。

● READY（走行可能）表示灯が点灯し

ているのに車が動かない。または異音

がする。

● パワーユニット警告灯が点灯してい

る。

● 下まわりを点検し，オイルなどが漏れ

ている。

● 事故などで車体が大きく破損・変形し

ている

また，車輪が溝などに落ちたときは無理

にけん引せず，三菱自動車販売会社また

は JAF など専門業者に依頼してくださ

い。

警告
● 市販のバッテリーチャージャーなどを

電源として，車両に搭載したまま補機
用バッテリーを充電しないでくださ
い。引火爆発や車両損傷につながるお
それがあります。

● 充電中は補機用バッテリーに火気を近

づけないでください。補機用バッテ
リーからは可燃性ガスが発生してお
り，爆発するおそれがあります。

● 周囲の囲まれた狭い場所で補機用バッ

テリーを充電するときは，換気を十分
に行ってください。

● 充電するときは，補機用バッテリーの

キャップをすべて外してください。
● バッテリー液は希硫酸です。皮膚につ

いたり，目に入るとやけどや失明の原
因になります。すぐに多量の水で洗い，
速やかに専門医の治療を受けてくださ
い。

注意
● お客様のお車には専用の補機用バッテ

リーが搭載されています。このため補
機用バッテリーの型式が同じでも，お
車に正しく取り付けられないことがあ
ります。補機用バッテリーを交換する
ときは三菱自動車販売会社に依頼して
ください。

アドバイス
● 押しがけやけん引によりパワーユニット

を起動することはできません。

けん引
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駆動用バッテリーが上がったときなどの

非常時には，一時的に後輪（駆動輪）を

接地してけん引することができます。

やむを得ず他車にロープでけん引しても

らうときは，「他車にけん引してもらうと

き」の手順にしたがってできるだけ短距

離にとどめ，慎重に行ってください。

→P. 15-29

アドバイス
● JAF の営業所は別冊の「メンテナンス

ノート」をご覧ください。

レッカー車に搬送してもらう
とき

警告
● レッカー車で吊り上げた場合は，絶対

に車両の下に入らないでください。車
両が落下した場合，命にかかわる重大
な傷害を受けるおそれがあります。

● けん引される車両には乗車しないでく

ださい。

● 後輪（駆動輪）を接地してのけん引は

しないでください。モーター（パワー
ユニット）が損傷するおそれがありま
す。また，パワーユニットルームの配
線が損傷しているときなどに後輪（駆
動輪）を接地してけん引すると，モー
ターが発電し，万一の場合，漏電によ
る火災の原因となることがあります。

注意
● 車体つり上げ式のレッカー車でのけん

引はしないでください。バンパーや車
体が破損するおそれがあります。

警告
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セレクターレバーを に入れ，パワース

イッチをACCにして，ハンドルをロープ

などで直進状態に固定してください。

パワースイッチは絶対にLOCKまたはON

にしないでください。

J01403901655

駆動用バッテリーが上がったときなどの

非常時に，やむを得ず他車にロープでけ

ん引してもらうときは，つぎの要領にし

たがってできるだけ短距離にとどめ，慎

重に行ってください。

1.つぎのことを確認します。

•駐車ブレーキがかかっている。

•セレクターレバーが に入ってい

る。

•パワースイッチが LOCK の位置にあ

る。

2.けん引ロープをけん引フックにかけ

ます。

◆ 後輪（駆動輪）を持ち上げて
けん引するときは

注意
● 駆動系や操舵系に異常がないことを確

認してください。これらに異常がある
場合は，必ず4輪とも持ち上げて搬送し

てください。
● パワーユニットを起動して後輪（駆動

輪）を持ち上げたけん引を行うと，ト
ラクションコントロール (TCL) 機能に

悪影響をおよぼすおそれがあります。
必ずパワースイッチをACCにしてくだ

さい。

他車にけん引してもらうとき

警告
● 駆動用バッテリーが上がったとき以外

は，この方法でけん引しないでくださ
い。パワーユニットルームの配線が損
傷しているときなどにこの方法でけん
引すると，モーターが発電し，万一の
場合，漏電による火災の原因となるこ
とがあります。

けん引フック
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3.けん引ロープには，30cm 平方（タテ

30cm×ヨコ30cm）以上の白い布を必

ずつけてください。 

4.パワーユニットを起動します。

5.セレクターレバーを に入れ，駐車ブ

レーキを解除します。

6.後続車に注意をうながすため，けん引

される車は非常点滅灯を点滅させま

す。

→「非常点滅灯スイッチ」P. 8-18

注意
● バンの車体後部にあるタイダウンフッ

クは，車両を輸送するときに使用する
ものです。けん引には使用しないでく
ださい。けん引フック以外にけん引
ロープをかけると，車体が破損するお
それがあります。

アドバイス
● ワイヤーロープや金属製のチェーンなど

を使用すると，車体を傷つけるおそれが
あります。ソフトロープを使用するか，車
体にあたる部分のチェーンに布をまくな
どしてけん引してください。

● けん引ロープは，三菱自動車販売会社で

お買い求めください。
● けん引ロープは水平にしてけん引してく

ださい。水平でない位置にかけると，車
体を傷つけるおそれがあります。

● けん引ロープはできるだけ同じ側のフッ

クにかけて，斜めけん引とならないよう
にしてください。

タイダウンフック

注意
● パワーユニットを起動せず，パワース

イッチを ON の位置にしてけん引する

と，けん引中に補機用バッテリーが上
がることがあります。この場合，ブレー
キの効きが非常に悪くなることがあり
ます。また，ハンドル操作が非常に重
くなります。

● パワースイッチがLOCK位置にあると，

ハンドルがロックされハンドル操作が
できなくなり，事故につながるおそれ
があります。

5m以内

25m以内
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もしものときの処置

15
J01404100019

J01401500849

各種のランプが点灯しないときや，電気

系統の装備が作動しないときは，ヒュー

ズが切れているときがありますので

ヒューズを点検し，切れているときは交

換してください。

警告
● けん引される車のエアコンは，内気循

環に切り換えてください。排気ガスが
車内に侵入して，ガス中毒になるおそ
れがあります。

● 急ブレーキ，急発進，急旋回など，け

ん引フックやけん引ロープに大きな衝
撃が加わるような運転は避けてくださ
い。けん引フックやけん引ロープが破
損するおそれがあります。万一の場合，
その破片が周囲の人などにあたり重大
な傷害をおよぼすおそれがあります。

● 長い下り坂ではブレーキが過熱して，

効きが悪くなるおそれがあります。
レッカー車に搬送してもらってくださ
い。

注意
● けん引される車は，けん引車のブレー

キランプに注意して，常にけん引ロー
プをたるませないようにしてくださ
い。

● けん引するときの速度は30 km/h以下，

けん引する距離は 30km 以内にしてく

ださい。この速度，距離を超えると車
両の故障の原因になります。

他車のけん引

アドバイス
● この車で他車をけん引することはできま

せん。

ヒューズが切れたときは！

アドバイス
● 予備ヒューズは装備されておりません。

三菱自動車販売会社などでお買い求めく
ださい。
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もしものときの処置

15
J01407500128

ツメ部を引いてヒューズカバーを取り外

します。

ツメを押してロックを外し，カバーを取

り外します。

J01407600132

1.パワースイッチをLOCKにします。

2.該当する装備を受け持つヒューズお

よび容量を確認します。

→「各ヒューズの受け持つ装備および

容量」P. 15-34

3.ヒューズ外しを使用してヒューズを

引き抜きます。ヒューズ外しは，助手

席足元のヒューズボックスカバーの

内側にあります。

ヒューズボックスの位置

◆ 助手席足元

◆ 点検口（運転席下）

ツメ

ツメ

運転席

ヒューズの交換

アドバイス
● 各ヒューズの受け持つ装備および容量

は，ヒューズボックスのふたに記載して
あります。

ヒューズ

ヒューズ外し

ヒューズ外し
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もしものときの処置

15
4.ヒューズを点検し，切れているときは

同じ容量のヒューズと交換します。

警告
● 取り付けてあるヒューズと同じ容量の

ヒューズを使用してください。針金，銀
紙などを使用すると，電線の過熱によ
り火災のおそれがあります。

アドバイス
● ヒューズを交換しても再び切れるとき

は，三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

● ヒューズが正常で該当する装備が作動し

ないときは，他の原因が考えられます。す
みやかに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

正常 ヒューズ切れ
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もしものときの処置

15
J01403701477

● 装備仕様の違いにより，ヒューズはな

い場合もあります。

● 上記の表は，各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

各ヒューズの受け持つ装備お
よび容量

◆ 助手席足元

NO. 表示 装備 容量

1 尾灯（テール
ランプ）（左）

7.5A

2

シガレット
ライター／
アクセサリー
ソケット

15A

3 — — —

4 スターター 7.5A

5 — — 20A

6 — — —

7 尾灯（テール
ランプ）（右）

7.5A

8 電動リモコン
ドアミラー

7.5A

9
コントロール
ユニット

（パワーユニット）

7.5A

10 コントロール
ユニット

7.5A

11 — — 10A

12 ドアロック 15A

13 室内灯
（ルームランプ）

10A

14 リヤワイパー 15A

15 メーター 7.5A

16 リレー 7.5A

17 ヒーター 20A

18 OPTION 10A

19 — — 7.5A

20 フロントワイパー 20A

21 後退灯（バック
アップランプ）

7.5A

22 デフォッガー 30A

23 シートヒーター 30A

24 補機用バッテリー 30A

25 ラジオ 10A

26
エレクトロニック
コントロール
ユニット

15A

NO. 表示 装備 容量
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もしものときの処置

15
● 装備仕様の違いにより，ヒューズはな

い場合もあります。

● 上記の表は，各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

◆ 点検口（運転席下）

NO. 表示 装備 容量

1 — — —

2 補機用バッテリー 30A

3 パワースイッチ 40A

4 ラジエーター
ファンモーター

40A

5 パワーウインドウ 40A

6 バキュームポンプ
（ブレーキ）

30A

7 パワーユニット
コントロール

15A

8 制動灯
（ストップランプ）

15A

9 フロント
フォグランプ

15A

10 ウォーターポンプ
（パワーユニット）

15A

11 チャージ 10A

12 非常点滅灯 10A

13 ホーン 10A

14 デイタイム
ランニングライト

10A

15 バッテリー冷却
ファンモーター

15A

16 ウォーターポンプ
（エアコン）

10A

17 ヘッドライト
（下向き）（右）

20A

18 ヘッドライト
（下向き）（左）

20A

19 ヘッドライト
（上向き）（右）

10A

20 ヘッドライト
（上向き）（左）

10A

NO. 表示 装備 容量
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もしものときの処置

15
J01401600707

ヒューズが切れていないのにランプが点灯しないときは，バルブ（電球）が切れてい

るときがあります。

バルブ（電球）を点検し，切れているときは交換してください。

J01406200027

J01406800603

バルブ（電球）が切れたときは！

バルブ（電球）のワット数

◆ 車外照明

ヘッドライト

制動灯／尾灯
方向指示灯

（リヤ）

方向指示灯

（フロント）
ハイマウント

ストップランプ

後退灯

番号灯 

車幅灯

番号灯 

後退灯

制動灯／尾灯

方向指示灯（リヤ）

荷台作業灯
＜トラック＞ ＜バン＞
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もしものときの処置

15
● (　)内はバルブ（電球）の型式を示しています。

ヘッドライト 60/55W (H4)

車幅灯  5W (W5W)

制動灯／尾灯 21/5W (W21/5W)

後退灯 16W (W16W)

番号灯 5W (W5W)

方向指示灯

フロント 21W (PY21W)

リヤ
トラック  16W (W16W)

バン 21W (WY21W)

ハイマウントストップランプ
（バン／バルブ式）

 16W (W16W)

荷台作業灯（トラック）A  16W (W16W)

アドバイス
● ハイルーフ車（バン）のハイマウントストップランプはバルブ（電球）ではなくLEDを使用

しています。修理・交換の際は三菱自動車販売会社にご相談ください。
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もしものときの処置

15
J01406300435 J01401700883

ここではおもなバルブ（電球）の交換方

法を記載しています。記載されていない

バルブの交換については，三菱自動車販

売会社にご相談ください。

1.該当するランプのスイッチを OFF に

して，パワースイッチをLOCKにしま

す。

2.該当するランプのワット数を確認し

ます。

→「バルブ（電球）のワット数」P. 15-36

◆ 車内照明

ルームランプ 8W

ラゲッジルーム
ランプ（バン）

8W

ルームランプ
ラゲッジルームランプ

ルームランプ

トラック

バン

バルブ（電球）の交換

注意
● 消灯直後はバルブの表面が高温になっ

ているため，やけどをするおそれがあ
ります。
バルブの表面が十分冷えてから交換し
てください。

アドバイス
● バルブを交換するときは，同じワット (W)

数，同じバルブ色のものを使用してくだ
さい。

● 新しく交換するバルブの表面に触れない

でください。
油などが付着すると，点灯したときの熱
で蒸発して，レンズ内側が曇ることがあ
ります。
バルブの表面に触れたときは，柔らかい
布に中性洗剤の3%水溶液を含ませて，油

をふき取ってください。
● ランプ本体やレンズを外すときは，車体

を傷つけないよう十分注意してくださ
い。

● バルブを交換した後は，ランプが正しく

点灯するか確認してください。
● 雨の日や洗車後などに，レンズ内側が曇

ることがあります。
これは湿気が多い日などに窓ガラスが曇
るのと同様の現象で，機能上の問題はあ
りません。
ランプを点灯すると熱で曇りはとれま
す。
ただし，ランプ内に水がたまっていると
きは，三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。
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J01401901781

ヘッドライト，車幅灯，方向指示灯（フ

ロント）のバルブ（電球）の交換は，ヘッ

ドライト全体を車から取り外して行いま

す。

つぎの手順で取り外してください。

1.交換したいヘッドライトの反対方向

側にステアリングホイールを一杯に

回して作業スペースを作ります。

2.ヘッドライトの固定ボルトを，4 回転

程度ゆるめます。

3.バンパーを固定しているクリップ（3

箇所）とボルトを取り外します。
◆ ヘッドライトの脱着

取り外すときは

アドバイス
● ボルトは必要以上にゆるめないでくださ

い。
ゆるめすぎるとボルトが落下することが
あります。

固定ボルト

クリップ

ボルト

クリップ
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もしものときの処置

15
4.バンパーをゆっくりと引いてバン

パーとフェンダーの結合部を外しま

す。

5.ヘッドライトの外側を手前に引き，

ヘッドライト裏側にある固定ピンを

外します。そのまま，バンパーをめく

りながらヘッドライトを車両の外側

にずらして取り外します。

1.ヘッドライトの車両内側にある取り

付けブラケットの切り欠きを車側に

残してあるボルトに差し込み，ヘッド

ライト裏側にあるピンを固定クリッ

プに差し込んで，ヘッドライトを取り

付けます。

2.ヘッドライト取り付けボルトを確実

に締め付けます。

アドバイス
● 結合部を取り外すときは，周辺部品を損

傷させないように注意してください。

引く

ピン

取り付けるときは

ボルト

切り欠き ピン

ブラケット

ボルト
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もしものときの処置

15
3.バンパーとフェンダーの結合部を押

さえてはめ込んだ後，バンパー固定ク

リップとボルトで固定します。
J01407800105

各バルブの交換は，ヘッドライト裏側か

ら行います。

交換方法についてはつぎの項をお読みく

ださい。

→「ヘッドライト」P. 15-42

→「車幅灯」P. 15-43

→「方向指示灯（フロント）」P. 15-43

アドバイス
● バンパー固定用クリップは，はじめにク

リップを取り付け穴に差し込み，その後
でクリップの中心部を押し込んで固定し
ます。

クリップ

押す

ボルト

クリップ

押す

押す

クリップ

中心部

◆ ヘッドライトのバルブ交換

裏側 車幅灯

ヘッドライト

方向指示灯（フロント）
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15
J01401901677

1.ソケットを引き抜き，ソケットカバー

を外します。

2.留め金を外し，矢印の方向に引き起こ

して，バルブを抜き取ります。

3.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

◆ ヘッドライト

ソケット ソケット

カバー

バルブ

留め金

注意
● ハロゲンバルブは，バルブ内の圧力が

高いため，落としたり，物をぶつけた
り，傷をつけると破損して飛び散るお
それがありますので十分注意してくだ
さい。

● ハロゲンバルブの表面に触れないでく

ださい。
点灯中はバルブの表面が高温になるた
め，油などが付着すると，点灯したと
きの熱で破損するおそれがあります。
バルブの表面に触れたときは，柔らか
い布に中性洗剤の 3% 水溶液を含ませ

て，油をふき取ってください。
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15
J01402000841

1.ソケットを反時計回りに回して外し

ます。

2.ソケットからバルブを引き抜きます。

3.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

J01402100767

1.ソケットを反時計回りに回して外し

ます。

◆ 車幅灯

アドバイス
● ソケットを外すときは，配線を配線固定

部から外してください。バルブを交換し
たあとは，配線を確実に固定してくださ
い。

ソケット

配線固定部

◆ 方向指示灯（フロント）

アドバイス
● ソケットを外すときは，配線を配線固定

部から外してください。バルブを交換し
たあとは，配線を確実に固定してくださ
い。

ソケット

配線固定部
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もしものときの処置

15
2.バルブを押し込みながら反時計回り

に回して外します。

3.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

J01403000806

1.制動灯／尾灯または，方向指示灯（リ

ヤ）を交換するときは，ネジを外し，

ツメを外しながらカバーを取り外し

ます。

2.ソケットを反時計回りに回して外し

ます。

◆ リヤコンビネーションランプ

トラック

ネジ ツメ

制動灯／尾灯

後退灯 方向指示灯（リヤ）
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3.ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

1.ネジを外して，ランプ本体を手前に引

き出し，ツメを外しながらランプ本体

を取り外します。

2.ソケットを反時計回りに回して外し

ます。

3.ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

バン

ネジ

ツメ

アドバイス
● 制動灯／尾灯のソケットを外すときは，

配線を配線固定部から外してください。
バルブを交換したあとは，配線を確実に
固定してください。

制動灯／尾灯

後退灯
方向指示灯

（リヤ）

配線固定部
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15
J01402600720

1.ツメを押しながら，ランプ本体を取り

外します。

2.ツメを押しながらソケットを引き抜

きます。

3.レンズの両端を押しながらレンズを

ランプ本体から外し，バルブを引き抜

きます。

4.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

◆ 番号灯

ツメ

トラック

バン

ツメ

レンズ

バルブ

ランプ本体
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15
J01402700587

1.ネジ（2 箇所）を外してカバーを外し

ます。

2.ソケットからバルブを引き抜きます。

3.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

J01408100033

1.矢印の位置へ先端に布をかぶせたマ

イナスドライバーなどを差し込んで，

ツメを外してレンズを外します。

2.ソケットからバルブを引き抜きます。

3.取り付けるときは，取り外したときと

逆の手順で行います。

◆ ハイマウントストップランプ
（バン／バルブ式）

アドバイス
● ハイルーフ車（バン）のハイマウントス

トップランプはバルブ（電球）ではなく
LEDを使用しています。修理 •交換の際は

三菱自動車販売会社にご相談ください。

ネジ

◆ 荷 台 作 業 灯（ト ラ ッ ク）
A

ソケット
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サービスデータ

16
J01600101427

● 日常点検，定期点検の内容およびトランスミッションオイルなど油脂類の交換時期

については，別冊の「メンテナンスノート」に詳しく記載してありますのでお読み

ください。

● 車両寸法（全長，全幅，全高），車両重量については車載の「自動車検査証」をご

参照ください。

J01600600672

J01600700527

J01601300067

メンテナンスデータ

オイル類の量と種類

項目 容量 使用銘柄

トランスミッションオイル 約0.75L 三菱自動車純正ダイヤクイーン
ATF SPIII

ブレーキ液 所要
三菱自動車純正ダイヤクイーン
ブレーキフルードスーパー4 (DOT4)

冷却水の量と種類

項目 容量 使用銘柄

冷却水

約5.1L
（コンデンス

タンク内
約1.0Lを含む）

三菱自動車純正ダイヤクイーン
スーパーロングライフクーラント
プレミアム

温水ヒーター液の量と種類

項目 容量 使用銘柄

温水ヒーター液

約2.2L
（コンデンス

タンク内
約0.85Lを含む）

三菱自動車純正ダイヤクイーン
スーパーロングライフクーラント
プレミアム
16 - 2
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J01600800368

J01601400765

J01601000543

ウォッシャー液の量と種類

項目 容量 使用銘柄

ウォッシャー液 約2.0L 三菱自動車純正ウォッシャー液

補機用バッテリーの種類

形式

34B19L

警告
● 補機用バッテリーの＋端子と－端子を間違えないように取り付けてください。

● 補機用バッテリーを取り付けるときは，＋端子から先に接続してください。－端子から

先に接続した場合，万一，＋端子が他部品に接触すると火花が発生し，補機用バッテ
リーが爆発するおそれがあります。

● 駆動用バッテリー充電中に補機用バッテリーを取り外さないでください。

補機用バッテリーは，駆動用バッテリー充電中に自動的に充電されているため，取り外
すと感電など，命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあります。

注意
● お客様のお車には専用の補機用バッテリーが搭載されています。このため補機用バッテ

リーの型式が同じでも，お車に正しく取り付けられないことがあります。補機用バッテ
リーを交換するときは三菱自動車販売会社に依頼してください。

● 補機用バッテリーを取り外すときは，パワースイッチをLOCKの位置にしてから約2分
以上経過後に，接続されている＋端子や－端子を取り外してください。パワースイッチ
を LOCK の位置にした直後に補機用バッテリーの端子を取り外すと電気部品故障の原

因となります。
また，パワーユニット警告灯が点灯しているときは，高電圧部位に異常が発生していま
す。補機用バッテリーを外さずに，三菱自動車販売会社へご連絡ください。

整備基準値

項目 サービスデータ

ブレーキペダル

遊び 3~8mm

踏み込んだときのフロントエンドパネルとのす
きま（踏力約500N｛約50kgf｝）

220mm以上

駐車ブレーキ 引きしろ（操作力 200N｛20kgf｝） 3~4ノッチ
16 - 3
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J01600201721

タイヤ，ホイールを交換するときは，つぎのことをお守りください。

● 4輪とも同時に交換してください。

● 指定サイズのタイヤ，ホイールを装着してください。

タイヤ，ホイールのサイズなどは三菱自動車工業が国土交通省に届け出をしています。

(　)内は，オフセット（インセット）量（ホイールの取り付け面とリムの中心との距離）

[　]内は，PCD（ホイール取り付け穴のピッチ円直径）

冬用タイヤなどについても表中のサイズのものをご使用ください。

● 三菱自動車純正ホイールのサイズお

よびオフセット（インセット）は，図

の位置に表示されています。

タイヤ，ホイールのサイズ

注意
● 指定サイズ以外のタイヤを使用したり，種類の異なったタイヤを混ぜて使用すること

は，安全走行に悪影響をおよぼしますので，避けてください。
● ホイールは，リムサイズやオフセット（インセット）量が同じでも，車体に干渉した

り，強度が不足して使えないことがありますので，指定以外のホイールは使用しないで
ください。

タイヤ ホイール

145R12—8PRLT
12×3.50B (38mm)

[100mm] 4穴

サイズ オフセット
（インセット）
16 - 4
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*1:2名+100kg積載以下

*2:定積載（2名乗車+指定積載重量）

→「安全なドライブのために：荷物を積むときは」P. 3-7

タイヤの空気圧

タイヤサイズ
空気圧 (kPa {kgf/cm²})

前輪 後輪

トラック 145R12—8PRT 200｛2.0｝
350｛3.5｝*1

450｛4.5｝*2

バン 145R12—8PRLT 240｛2.4｝ 450｛4.5｝

応急用タイヤ T125/70D14 420｛4.2｝
16 - 5
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充電システム仕様

普通充電
システム

定格電圧 AC 200V（単相） AC 100V（単相）

定格周波数 50Hz/60Hz

最大定格電流 15A*1 10A*1

最大消費電力 3.0kVA*2 1.0kVA*2

純正充電ケーブル
内蔵コントロール
ボックス漏電検知
電流

20mA

充電モード

IEC61851-1:2001に基づく

Mode 2/Case B*1

Mode 3/Case C*2

急速充電
システム

準拠規格 CHAdeMO

最大入力電流
125A（総電力量10.5kWh車），

60A（総電力量16kWh車）

共通 IP等級
IP44:充電ガンが接続されている状態のとき

IP55:充電リッドを閉じて走行している状態のとき

*1: 純正コントロールボックス付き充電ケーブル使用時

*2: 公共用および家庭用に市販された充電ケーブル付き普通充電器使用時。
普通充電器の一部は，MINICAB-MiEVに対応していないことがあります。
16 - 6
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つぎの機能をお好みの設定に変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

カスタマイズ（機能の設定変更）

装備 調整機能 設定項目
出荷時
の設定

キーレスエントリー
（タイプ別装備）

リモコンスイッチで
UNLOCKスイッチを押した

後，自動的に施錠されるまで
の時間
→P. 6-3

約30秒 ○

時間を長くする

リモコンスイッチで施錠・解
錠したときの非常点滅灯に
よる作動確認
→P. 6-3

施錠時 :1回点滅

解錠時 :2回点滅
○

施錠時 :1回点滅

解錠時 :点滅しない

施錠時 :点滅しない

解錠時 :2回点滅

施錠時 :2回点滅

解錠時 :1回点滅

施錠時 :2回点滅

解錠時 :点滅しない

施錠時 :点滅しない

解錠時 :1回点滅

点滅しない

センタードアロック
(バン)

パワースイッチがONのと

きにセレクターレバーを

に入れると解錠

→P. 6-8

解錠する

解錠しない ○

半ドア警告

半ドアのまま走行したとき
の，ブザーによる警告
→P. 8-12

警告する ○

警告しない

連続して警告する
16 - 7
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*1：連続作動モードあり

→「リヤワイパー／ウォッシャースイッチ」P. 8-21

装備 調整機能 設定項目
出荷時
の設定

ヘッドライト

ヘッドライトオートカット
機能（自動消灯）
→P. 8-14

作動する ○

作動しない

降車後照明として利用する
ときのライトスイッチの位
置
→P. 8-15

のみ ○

と

方向指示灯

車線変更時の3回点滅機能

→P. 8-17

作動する ○

作動しない

車線変更時の3回点滅機能

が作動するまでのレバー
操作時間
→P. 8-17

短い ○

長い

方向指示灯の点滅に合わせ
て断続的に鳴るブザー音

標準 ○

音色を変更する

方向指示灯が作動する
パワースイッチの位置
→P. 8-17

ON ○

ONまたはACC

フロントワイパー
車速感応
→P. 8-19

有り ○

無し

リヤワイパー（バン）
間けつ作動時間
→P. 8-21

約8秒 ○

時間を短くする*1

時間を長くする*1

連続作動にする

フロント
ウォッシャー，
リヤウォッシャー

（バン）

ウォッシャー液を噴射させ
たときのワイパー作動
→P. 8-20， 8-21

連動する ○

連動しない
16 - 8
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16
装備 調整機能 設定項目
出荷時
の設定

ルームランプ，
ラゲッジルーム
ランプ（バン）

すべてのドアおよびテール
ゲート（バン）を閉じたとき
に消灯するまでの時間（遅延
消灯）
→P. 10-4， 10-5

約15秒 ○

時間を短くする

時間を長くする

遅延消灯機能を
働かなくする

ルームランプのスイッチが
中間(●)またはDOOR位置

で点灯し続けたとき，自動的
に消灯するまでの時間（自動
消灯）
→P. 10-4， 10-5

約30分 ○

自動消灯機能を働かな
くする
16 - 9
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さくいん
A

ABS（アンチロックブレーキシステム）
9-15

ABS警告灯 9-16

E

EPS（電動パワーステアリング） 9-17

警告灯 9-18

I

INT 8-19

M

MINICAB-MiEV

主な特長 2-2

駆動用バッテリー 2-3

航続可能距離 2-4

極寒時の注意事項と対処方法 2-7

車両接近通報装置 2-5

MIST 8-20

R

READY（走行可能）表示灯 8-11

S

SRSエアバッグ 7-18

SRSエアバッグ警告灯 7-13, 7-21

T

TCL（トラクションコントロール）9-18

TCL OFF スイッチ 9-19

TCL OFF表示 9-20

TCL警告表示 9-20

TCL作動表示 9-20

ア

アシストグリップ 10-8

アンチロックブレーキシステム(ABS)
9-15

ABS警告灯 9-16

アンテナ 12-2

テレビアンテナ 12-2

ピラーアンテナ 12-2

ウ

ウインカー（方向指示レバー） 8-17

ウインドウガラスのお手入れ 13-9

ウォッシャー

ウォッシャー液 16-3

ウォッシャー液の点検・補給 13-2

フロントウォッシャースイッチ 8-20

リヤウォッシャースイッチ 8-21

運転のしかた 9-11

走行 9-12

駐車 9-13

停車 9-13

発進 9-11

エ

エアコン

エアコンの上手な使い方 11-9

エアフィルターの清掃 13-5

クリーンエアフィルター 11-10

吹き出し口 11-2

マニュアルエアコン 11-4

エアバッグ

SRSエアバッグ 7-18

SRSエアバッグ／プリテンショナー
機構警告灯 7-13, 7-21
17 - 1

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
ABS 9-15

オ

応急用スペアタイヤ 15-17

お手入れ

ウインドウガラス 13-9

樹脂部品 13-10

洗車 13-8

塗装の補修 13-10

ワイパー 13-9

ワックス 13-9

オドメーター（積算距離計） 8-3

主な特長(MINICAB-MiEV) 2-2

温水ヒーター液 16-2

温水ヒーター液の点検・補給 M

カ

回生ブレーキ 2-2, 3-15

外装品のお手入れ 13-7

カスタマイズ（機能の設定変更） 16-7

カップホルダー 10-7

ガレージジャッキ 15-16

寒冷時の取り扱い 14-2

キ

キー 6-2

キーレスエントリー 6-3

機能の設定変更（カスタマイズ） 16-7

急速充電 5-15

ク

区間距離計（トリップメーター） 8-3

駆動用バッテリー残量計 8-9

駆動用バッテリー残量警告灯 8-9

曇り取り

ウインドウガラスの曇り取り 11-8

リヤウインドウデフォッガースイッチ
8-22

クラクション（ホーンスイッチ） 8-22

クリーンエアフィルター 11-10, 13-5

グローブボックス 10-7

ケ

警告灯 8-10, 8-11

ABS警告灯 9-16

SRSエアバッグ／プリテンショナー
機構警告灯 7-13, 7-21

駆動用バッテリー残量警告灯 8-9

シートベルト警告灯 7-12

電動パワーステアリング警告灯 9-18

パワーダウン警告灯 8-13

パワーユニット警告灯 8-13

半ドア警告灯 8-12

ブレーキ警告灯 8-11

補機用バッテリー充電警告灯 8-12

けん引 15-27

コ

交換

タイヤ 15-21

バルブ（電球） 15-38

ヒューズ 15-32

工具 15-9

航続可能距離表示 8-3, 8-9

後退灯

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

極寒時の注意事項と対処方法 2-7
17 - 2

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
サ

サービスデータ 16-2

サービスリマインダー 8-3, 8-6

サイドアンダーミラー 9-4

サイドゲート（荷台） 6-13

サンバイザー 10-2

シ

シート 7-2

シート調整 7-4

シートヒーター 7-6

チャイルドシート 7-14

シートベルト 7-9

３点式シートベルト 7-11

シートベルト警告 7-12

プリテンショナー機構／フォースリ
ミッター機構付シートベルト 7-12

シガレットライター 10-3

室内灯 10-4

ラゲッジルームランプ 15-38

ルームランプ 15-38

ジャッキ 15-9

ジャッキアップ 15-13

車幅灯 8-14

バルブ（電球）の交換 15-39, 15-43

バルブ（電球）のワット数 15-36

車幅灯表示灯 8-11

車両重量 S

車両寸法 S

車両接近通報装置 9-14

充電 5-3

急速充電 5-15

普通充電 5-4

普通充電ケーブル 5-6

充電トラブルシューティングガイド
5-20

修理の連絡先 M

樹脂部品のお手入れ 13-10

ス

スピードメーター 8-3

スペアタイヤ 15-17

セ

制動灯

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

積算距離計（オドメーター） 8-3

セレクターレバー 9-8

セレクターレバー位置表示灯 9-9

洗車 13-8

センタードアロック 6-7

タ

タイヤ

空気圧 16-5

空気圧の点検・調整 13-4

交換 15-21

スペアタイヤ（応急用） 15-17

タイヤチェーン 14-5

タイヤの摩耗 13-4

タイヤメンテナンス 13-3

タイヤ，ホイールのサイズ 16-4
17 - 3

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
チ

チェーン（タイヤチェーン） 14-5

チャイルドシート 7-14

駐車ブレーキ

駐車ブレーキ 9-2, 16-3

ブレーキ警告灯 8-11

テ

TCL（トラクションコントロール）9-18

TCL OFF スイッチ 9-19

TCL OFF表示 9-20

TCL警告表示 9-20

TCL作動表示 9-20

定期点検 M

テールゲート 6-8

テールランプ（尾灯） 8-14

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

テレビアンテナ 12-2

電球（バルブ） 15-38

点検口（運転席／助手席下） 1-9

点検・整備をするときは 3-3

電動パワーステアリング 9-17

電動パワーステアリング警告灯 9-18

ト

ドア 6-5

施錠・解錠 6-5

テールゲート 6-8

ドアミラー 9-3

トラクションコントロール 9-18

トランスミッション 9-8

運転のしかた 9-11

セレクターレバー 9-8

セレクターレバー位置表示灯 9-9

トランスミッションオイル 16-2

トリップメーター（区間距離計） 8-3

ナ

内装品のお手入れ 13-6

ニ

荷室の作り方 7-7

荷台作業灯 10-6

バルブ（電球）の交換 15-47

荷台（サイドゲート） 6-13

荷台（リヤゲート） 6-11

日常点検 M

ハ

パーキングブレーキ（駐車ブレーキ） 9-2

排気量 S

灰皿 10-2

ハイドロプレーニング現象 3-14

ハイマウントストップランプ

バルブ（電球）の交換 15-47

バルブ（電球）のワット数 15-36

ハザードランプ（非常点滅灯） 8-18

バルブ（電球）の交換 15-39, 15-43, 
15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

発炎筒 15-9

バックランプ（後退灯）

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36
17 - 4

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
バッテリー

駆動用バッテリー 5-3

補機用バッテリー 16-3

バルブ（電球）

交換 15-38

ワット数 15-36

パワースイッチ 9-6

パワーステアリング

電動パワーステアリング 9-17

電動パワーステアリング警告灯 9-18

パワーダウン警告灯 8-13

パワーメーター 8-3

パワーユニット起動のしかた 9-7

パワーユニット警告灯 8-13

パワーユニット点検口 6-17

パワーユニットルーム 1-10

番号灯

バルブ（電球）の交換 15-46

バルブ（電球）のワット数 15-36

半ドア警告灯 8-12

ヒ

非常点滅灯スイッチ 8-18

非常点滅表示灯 8-11

尾灯

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

ヒューズ 15-31

交換 15-32

ヒューズボックス 15-32

表示灯 8-10, 8-11

車幅灯表示灯 8-11

充電ランプ 8-11

セレクターレバー位置表示灯 9-9

TCL OFF表示灯 9-20

TCL作動表示灯 9-20

非常点滅表示灯 8-11

ヘッドライト上向き表示灯 8-11

方向指示表示灯 8-11

READY（走行可能）表示灯 8-11

日よけ（サンバイザー） 10-2

ピラーアンテナ 12-2

フ

フェード現象 3-15

ブザー

ブレーキ警告ブザー 8-11

ライト消し忘れブザー 8-15

普通充電 5-4

普通充電ケーブル 5-6

プリテンショナー機構／フォースリミッ
ター機構付シートベルト 7-12

プリテンショナー警告灯 7-13, 7-21

ブレーキ

アンチロックブレーキシステム
(ABS) 9-15

ブレーキ液 16-2

ブレーキ液量の点検・補給 M

ブレーキ警告灯 8-11

ブレーキ警告ブザー 8-11

ブレーキ液タンク 13-3

ブレーキ警告ブザー 8-11

ブレーキランプ（制動灯）

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36
17 - 5

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
フロアマット 10-8

フロントウォッシャースイッチ 8-20

フロントワイパースイッチ 8-19

ヘ

ベーパロック 3-15

ヘッドライト 8-14, 15-36, 15-39, 
15-42

ヘッドライト上向き表示灯 8-11

ヘッドライトのバルブ交換 15-41

ヘッドライトレべリングダイヤル 8-16

ホ

ホイール

タイヤ，ホイールのサイズ 16-4

方向指示灯

バルブ（電球）の交換 15-39, 15-43, 
15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

方向指示表示灯 8-11

方向指示レバー 8-17

ホーンスイッチ 8-22

補機用バッテリー上がり 15-24

補機用バッテリー液量の点検・補給 M

補機用バッテリー充電警告灯 8-12

ポジションランプ（車幅灯） 8-14

バルブ（電球）の交換 15-39, 15-43

バルブ（電球）のワット数 15-36

マ

マニュアルウインドウ 6-14

マニュアルエアコン 11-4

万一，事故が起きたときは 2-5

ミ

ミラー

サイドアンダーミラー 9-4

ドアミラー 9-3

リヤアンダーミラー 9-5

ルームミラー 9-3

メ

メーター

オドメーター（積算距離計） 8-3

駆動用バッテリー残量計 8-9

スピードメーター 8-3

トリップメーター（区間距離計） 8-3

パワーメーター 8-3

メンテナンスデータ 16-2

ラ

ライセンスランプ（番号灯） 8-14

バルブ（電球）の交換 15-46

バルブ（電球）のワット数 15-36

ライトスイッチ 8-14

ラゲッジルームランプ 10-5

ランプ

バルブ（電球）の交換 15-38

ワット数 15-36

リ

リヤアンダーミラー 9-5

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り）
スイッチ 8-22

リヤウォッシャースイッチ 8-21

リヤゲート（荷台） 6-11
17 - 6

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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さくいん
リヤコンビネーションランプ

バルブ（電球）の交換 15-44

バルブ（電球）のワット数 15-36

リヤワイパー／ウォッシャースイッチ
8-21

ル

ルームミラー 9-3

ルームランプ（室内灯） 10-4

バルブ（電球）のワット数 15-38

レ

冷却水 16-2

冷却水量の点検・補給 M

READY（走行可能）表示灯 8-11

ワ

ワイパー

フロントワイパースイッチ 8-19

リヤワイパースイッチ 8-21

ワックス 13-9
17 - 7

M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。

S車載の『自動車検査証』をご参照ください。
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純正品のおすすめ

•お客様のお車に最適な純正品をご使用ください。

•純正品は，厳しい検査に合格し，その品質が保証されています。

また，三菱自動車販売会社を通じてお求めになれます。
•新車時の性能と快適な乗り心地を長く維持していただくために，点検や交換の際

は，三菱自動車販売会社にご相談ください。
•三菱自動車指定の純正品や油脂類以外のものを使用すると，故障などの原因にな

ることがあります。

•純正品には右のマークが貼ってあります。

事故が起きたときは！

あわてずにつぎの処置をしてください。
●継続事故防止

続発事故を防ぐため，車を路肩などの安全な場所に移動させ，パワースイッチを
LOCKにします。その他に漏電や感電防止の処置も必要です。

詳しくは「MINICAB-MiEVを正しく理解していただくために：万一，事故が起きたと

きは」をお読みください。→P. 2-5
●負傷者の救護

•医師，救急車などが到着するまでの間，可能な応急手当を行います。

この場合，とくに頭部に傷などがあるときは，そのままの姿勢で動かさないよう
にしますが，続発事故のおそれがあるときは安全な場所に移動させます。

•外傷がなくても医師の診断を受けてください。

後になってから後遺症が出るおそれがあります。
●警察への届け出

事故が発生した場所，状況および負傷者や負傷の程度などを警察官に報告し指示を受
けます。
●相手方の確認とメモ

相手方の氏名，住所，電話番号を確認し，事故の状況をメモします。
●ご購入された販売会社と保険会社への連絡

万一にそなえて

安心のため，自賠責保険（強制保険）のほかに任意自動車保険にも加入しましょう。
詳しくは三菱自動車販売会社へご相談ください。
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